
    
      
        
      
    

  






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















イラスト　封宝

デザイン　百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）
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プロローグ









　私イザベラさん。今、駅のホームに居るの。

　急に捨てた人形からの帰宅電話コールみたいな事を言っているけど、ただの現実逃避だから気にしないで良いよ。単純に頭が悪いせいで、現状の整理が出来なくて思考がフリーズしているだけだから。

　でも、こんだけ次から次へと事件が起これば、頭が悪くなくても思考が止まるってものだよね。

　まず、前世の記憶を思い出した事で、この世界が前世でやっていた乙女ゲーム、『ラブ☆マジカル』の世界だと気付いたから、その場で大好きなウルシュ君にプロポーズしたでしょ。それで婚約者（仮）になったから、ウルシュ君に会いに行ったら近この衛え騎士と騎士と冒険者に追いかけ回されたでしょ。ウルシュ君に転生者であることがバレたでしょ。破滅フラグを折るために攻略対象の第二王子を誘拐したら、魔術師団長の息子のギースも誰かに誘拐されるでしょ。助けに行ったら、ゲームと違って連続誘拐を起こしていた犯人グループが二組もいて、その片方が乙女ゲーム『ラブ☆マジカル』のヒロインの父親でしょ。なんとかその事件を解決したら、駅でバッタリとヒロインのマリエタと出くわして、それが引き金になって彼女の何度も繰り返ループしているっていう前世の記憶が甦よみがえったわけだ。彼女はその前世の記憶から『オレンジ色の髪の少女に人生奪われるから、八歳まではくれぐれも気を付けな』って忠告をくれた。[image: ]今ココ

　まぁ実際はそんなハードボイルドな忠告の仕方じゃなくて、乙女ゲームのヒロインらしく、マリエタはポロポロと涙を流しながら忠告してくれたんだけど。ただ忠告を受けるタイミングが悪かったよね。だってマリエタが乗る汽車が出発する時だったからさ、中途半端にしか情報が聞き出せなかった訳。

　そんな中途半端な情報をまとめると、こんな感じかな。ゲーム『ラブ☆マジカル』の主人公だったマリエタは、ゲームで様々なルートをプレイするかのように、記憶を残したまま学院生活を何十回も繰り返ループしていた。セーブ場所は『学院入学の日』、つまりゲームのオープニングシーンだね。

　その結果、ゲームには無かった情報を持っていて、その一つが『私、イザベラはオレンジ色の髪の年上の少女に、八歳までに人生を奪われる（？）』というもの。八歳で人生を奪われるって言うけど、ゲームの中で私は悪役令嬢イザベラとして登場していたから、十五歳頃の学院入学時には生きているんじゃないの？

　そして、マリエタがループするたびに、世界が滅んで人生が終わっているらしい。ちなみにその世界の崩壊には『大賢者』というのが関わっているらしい。

『らしい』とか『思う』だらけで、あやふやな情報が多すぎるけど、現時点で分かっているのはこれだけだ。

　イザベラが人生を奪われるとか、世界が崩壊するとか、私で魔王を創ろうとしている危険人物とか、世界の崩壊に関わる危険人物とか、死亡フラグが多すぎる。

　ゲームの舞台である魔術学院時代をやり過ごせば何とかなると思っていたんだけど、そうは上う手まくいかないみたい。

　そんな事を考えながら、ぼんやりとマリエタを乗せた汽車が去った方を見つめていると、隣に誰かが立った。視線を向けると、困った表情をしたウルシュ君がそこにいた。

「もぉ～、イザベラ。ベンチに座って待ってるように言ったでしょ。戻ったらいなくなってるからビックリしたよぉ」

「あ、ごめんねウルシュ君。後で詳しく説明するけど、知り合いに会ったから見送ってたんだよ。ウルシュ君の方は用事は終わったの？」

「うん。用事は済んだよぉ。僕が発注していた商品が届いたんだけどねぇ……。大きな品物だから、いくつかに解体して運ばせたんだけどぉ、それを駅から倉庫に運び込むために荷馬車が必要なのに、用意されてなくてねぇ」

「へ～。大きなものって一体何を注文したの？」

「メタリア王国で開発された、『馬のいらない馬車』だよぉ。魔石や魔力を動力にしているんだぁ。高いから富裕層向けだけどねぇ。いずれこの国でも広く普及すると良いねぇ」

　馬のいらない馬車……。それって自動車では？　でもそうか。汽車があるなら自動車が開発されてもおかしくはないな。

　どうやら私は産業革命の時代に生きているらしい。ちょっとロマンがあるね。

「ウルシュ君は今までそういうのは開発してなかったの？」

「うん。乗り物系の開発には興味が無かったんだけどねぇ、イザベラと行商するなら乗り物は重要でしょ？　だから参考になるかと思って色々研究中だよぉ。馬のいらない荷馬車とかいいねぇ」

　ウルシュ君ってば魔術学院を卒業したら、そのまま卒業式の会場から行商に出そうな勢いで準備を進めてるね。

　だけど『馬のいらない荷馬車』って、それはつまりトラックでは？　ファンタジー世界をトラックで巡るってシュール。

「その馬のいらない荷馬車は私のいた世界にもあったよ。なんかこの世界でトラックやダンプを見るかもしれないって、不思議な感じがする」

「へぇ……。馬のいらない荷馬車の事をイザベラが前にいた世界では『トラック』や『ダンプ』って言ってたのぉ？」

「荷物詰む場所があれば全部『トラック』っていうのかな？　『ダンプ』は積み荷を落とせる構造の物かな？　まぁ私の中で『ダンプ』は、極道の抗争の時に、相手の極道事務所に突っ込ませる為ための車っていうイメージが付いちゃっているけど……」

「ゴクドー？　ジムショ？　馬の無い荷馬車をそこに突撃させるのぉ？」

「この世界で言うと『闇ギルド』と『アジト』の事かな？　闇ギルド同士の抗争の時に、相手のアジトに小型地竜くらいの重さとサイズの『馬の無い荷馬車』を突っ込ませるの」

「実に過激だねぇ。それにイザベラが前にいた世界の荷馬車はすごく大きいんだねぇ。出来る事なら、イザベラの前いた『ニホン』という所を見てみたいよぉ」

　なんか私ってば、ウルシュ君に対して『地球』や『日本』についての偏った知識ばかり与えている気がする……。次はもう少し平和的な事を教えよう。

　さて、私もウルシュ君に負けずに、行商するための準備をしないと……。大陸中を回る予定だから、まずは外国語の勉強からかな。勉強は嫌いだけど、ウルシュ君との行商生活の為なら頑張れるよ!!

　そんな話をしながら二人で手を繫つないでホームを出ると、ウルシュ君が私に行きたいところを聞いてきた。

「せっかくの南地区デートだから、お買い物でもする？　イザベラは欲しい物とか見たい物とかあるかなぁ？」

「私は、ウルシュ君のお勧めのお店や、よく行くお店が知りたいな」

　是非この機会に、ウルシュ君の好きな物や興味のある物などの情報をＧＥＴしたい。錬金術とかの物作り以外に、ウルシュ君は何が好きなのか知らないんだよね。誕生日やお祝いの時にどんな物をプレゼントすれば良いのか全く分からないんだ。情報収集は大事。私の『極秘ウルシュ君データブック』を少しでも埋めなくては。

「僕のお勧めや、よく行くお店は全部素材屋さんだから、きっとイザベラは楽しくないと思うよぉ」

　錬金術や魔道具マジツクアイテムに使用する素材を売っているお店か。ファンタジー感があって楽しそうだ。それにいずれウルシュ君と学院の錬金術科に行く予定だから、お勧めのお店や素材の選び方を教えて貰もらえると助かるかも。

「うん！　それが良い。ウルシュ君のお勧めの素材屋さんや道具屋さんに行きたい!!」

「そう？　じゃあ……魔石屋さんから行こうかぁ。この辺りに、装飾品に使う小さな魔石や屑くず魔石の専門店があってねぇ。キラキラ光る魔石が小さな店内にいっぱいあって綺き麗れいなんだぁ。うん、そこに行こう。イザベラ、こっちだよぉ」

　そう言ってウルシュ君は繫いだ手を引っ張りながら駆けだす。その姿が自分の秘密基地へと案内してくれる少年みたいだった。ウルシュ君が年相応に楽しそうで何よりです。




　連れて行かれたウルシュ君お勧めの魔石屋さんは、かなり入り組んだ場所にあり、観光客や買い物客がふらりと立ち寄るような立地ではなかった。店構えもパッと見て店だと分かるものでは無くて、白塗りの壁に鉄の扉があるだけだった。もしかすると地元の人も知らない、生産職の人しか来ないような、資材専門店なのかもしれない。そして確かにウルシュ君の言った通り、店内は商品棚だけではなく壁にも、そして天井からもつり下げるようにして大量の魔石があふれていた。魔石が色とりどりに光り輝くので、窓や照明器具が無いにもかかわらず、店内はとても明るく凄すごく綺麗だった。いかにもファンタジー感あふれる素敵なお店だ。商品の置き方がおしゃれじゃなくてまるで倉庫の様に武骨なのも良い。多分職人さんとかしか来ないんだろうな。

　店内の奥の方で新聞を読んでいた店主のオジサンが、丸眼鏡を少しずらして入ってきた私達に視線を向け声をかけてきた。

「おぉ、ウルシュ坊じゃねぇか。なんだぁ？　こんな所に彼女連れて来たんか？　南地区ならおしゃれな小物店とか沢山あんのに、デート先にこんな店を選んでたら愛想つかされんぞぉ？」

「久しぶり、オジサン。イザベラが僕のお勧めのお店に来たいって言ったんだぁ。工具屋さんに連れて行くよりもいいでしょぉ？」

　ウルシュ君、私はウルシュ君のお勧めであれば工具屋でも大歓迎だよ。むしろウルシュ君が愛用している工具の種類やメーカーを調べたいです。

「お前なぁ、彼女がいくら良いって言ってもこんな倉庫みたいな店に連れて来るなよ。同じ石屋でも宝石店か占い用のパワーストーン店にすればいいのによぉ。女の子はそういったのの方が好きだろうに」

　そう言って店主のオジサンがため息をつくと、ウルシュ君は少しモジモジしながら口を開く。

「だって、イザベラが僕の好きな錬金術や物作りに関係するお店が知りたいって興味を持ってくれたんだもん。嬉うれしくてぇ……」

　……ウルシュ君が拗すねつつ照れている。

　ヤベェ。呼吸をするのを忘れてしまうぐらいウルシュ君が可愛かわいすぎだ。

　私のウルシュ君があまりにも尊とうとすぎる件。現時点で今年度最高レベルの尊とうと値ちを叩たたき出しているっ!!　尊とうと死しするくらいに尊い。もう無理。好き。胸がキュンキュンする。今私の心臓が止まったらそれは尊死かキュン死です。

　モジモジとするウルシュ君と、そんなウルシュ君を見て悶もだえる私を見て、店主のオジサンは二人の関係性を察してくれたのか、苦笑いをしながらカウンターの下から篭かごを出した。その篭の中には大人の親指くらいの大きさの魔石が沢山入っている。

「せっかくだから、彼女の選んだ魔石でアクセサリーでも作ってプレゼントしてやんな。ウルシュ坊はそういうの得意だったろ。これは店の中でもそこそこ良い魔石だから婚約祝いに一つプレゼントしてやるよ。その子なんだろ、ウルシュ坊の婚約者っていうのは。まったく、えらい美人を捕まえたな」

　そう声をかけられたウルシュ君は、小さな声で「うん」と答えながら、照れながら前髪をクシャクシャと搔かき混ぜた。耐えがたい可愛さに鼻血が出そう。本当にウルシュ君が可愛い。素材屋デート最高。ウルシュ君の普段見られない一面が見られて控えめに言っても最高。もうデートは毎回素材屋か道具屋でも構わない。

　その店で今回は魔石を購入せずに、婚約プレゼントの魔石だけを貰って出た。ウルシュ君がネックレスに加工してくれると言うので、魔石はウルシュ君に預ける事にした。どんなネックレスになって戻ってくるか楽しみだ。

「イザベラはどんな効果を魔石に付与して欲しい？　出来る限り希望に近づけるよぉ？」

　そこで駄目もとで言ってみる。

「遠く離れたウルシュ君ともお話が出来る効果が欲しいかな。出来ればで良いんだけど」

　前から携帯があれば良いと思っていたんだ。携帯が無理でもせめて固定電話が欲しいところ。用事のたびに毎回人に手紙持たせて走らせるのは、ちょっと申し訳ない。その内容が『明日遊びに行くけど、作業場とお店のどっちに行けば良い？』とかいう大した内容じゃない時なんて、本当に頼みにくい。

　ただ流石さすがに携帯は無理かと思いなおし、希望を別のものに変更しようとしたところで、ウルシュ君はあっさりと了承した。

「遠く離れていても会話できるネックレスねぇ、良いよぉ。前に似たアイテムを創った事があるんだぁ。その時は耳飾り型だったし距離も同じ地区内までしか届かなかったけどぉ。ただそのアイテムは母さんに取られちゃったんだよねぇ。でも今回は前よりも良いのが創れると思うよぉ。距離はもっと遠く、設定すれば複数人で会話出来るくらいにねぇ」

　ウルシュ君、君は本当に七歳児なのか……？　私みたいに人生二回目とかじゃないよね？

　その後もネックレスのデザインや発動方法を相談しながら街を歩き、次の行き先の道具屋に向かっていると、なんだか見られている気がして振り返る。
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　すると通りの向こう側からオレンジ色の髪の少女が悲しそうな、それでいて安心したような表情でこちらを見ていた。彼女は大柄で目つきの悪いオジサンと手を繫いでいる。あまり似てないけど父娘おやこだろうか？

　不思議に思っているとウルシュ君が声をかけてきた。

「イザベラどうしたのぉ？」

　私はウルシュ君に向き直ると、説明する。

「んー。大したことじゃないよ。視線を感じて振り返ったら、あそこのオレンジ色の髪の女の子と目が合って……」

　ん？　オレンジ色の髪の女の子？　そういえばついさっき駅のホームでマリエタから忠告されなかったか？　『オレンジ色の髪の少女に人生を奪われる』って。

　マリエタの忠告を思い出していると、ウルシュ君が不思議そうに聞いてくる。

「オレンジ色の髪の女の子ぉ？　何ど処こにいるのぉ？」

「え？　ほら、通りの向こう側に……」

　そう言って、通りの向こうの少女に視線を戻すが、そこにはすでに彼女の姿は無かった。

　父親らしき人の姿も見えないので、もう移動したのだろう。駅が近いため人や露店が多く、見失いやすいから仕方がない。

　だけどタイミング的に引っかかる物がある。気になった為、私はウルシュ君に駅でマリエタと会った事と、マリエタから聞いた話の内容について相談する事にした。

　報ほう・連れん・相そうは大事だね。一人で抱えていてもなんの解決にもならないから、とっとと話しておこう。








閑話









　ウルシュがイザベラとの南地区デートを終えて商会の本店に戻ってくると、奥の休憩室から真っ白なミニスカワンピースを着た兄が出て来たところだった。

　ウルシュの兄は帰って来た弟の姿を目に留めると、自身の白い髪の毛先を指に巻きながら金色の瞳ひとみを細める。

「あ、ウルシュおかえりー。今日はイザベラちゃんと一緒なんじゃないの？　イザベラちゃんは？」

　四歳上の兄の疑問に、ウルシュは真顔で返す。

「イザベラなら、家まで送ってきたよぉ」

「えー残念。ウルシュってば僕が何度もお願いしてるのに、ちっともイザベラちゃんに会わせてくれないんだから。この前なんて、やっとイザベラちゃんとお喋しやべり出来ると思ったのに、避けて行くんだもん。お兄ちゃん悲しい」

　先日『カラーズコレクター』の動きを止める為ために、スネイブル商会で開発中の『捕獲装置』を運び出した際にイザベラの姿を見かけた兄は、その日から幾度となくウルシュにイザベラと会いたいと訴えていた。

　両手を目の下に持ってきて泣きマネをする兄の姿に、うんざりした視線を向けながら、ウルシュは兄の横をすり抜けて休憩室の方へと足を進めた。

　その後ろを、泣きマネをしたまま兄がついて行く。ウルシュは後ろをついて来る兄を振り返ると、ため息をついた。

「兄さん、なんでついて来るのぉ？」

「だって、ウルシュがイザベラちゃんに会わせてくれないから、今日こそは会わせて貰もらう約束を取り付けようと思って」

「会わせる訳がないよぉ。だって兄さん、人が大切にしている物ほど欲しくなる悪癖があるでしょ」

　そう、ウルシュの兄、ウォルター・スネイブルには人の物を欲しがる悪癖があった。それも持ち主が大切にしていればいる程、彼の欲求は強まるのだ。

　ウルシュはこれまで、どれだけの数の持ち物をこの兄に取られたか分からない。おかげでウルシュは自分の所有物の置き場所や位置の把握に、酷ひどく敏感になっている。

　ウルシュが気配を薄くしたイザベラが何ど処こにいても見つけられるのも、現在地が分かる指輪アイテムを持たせて居場所を把握しておこうと神経質になっているのも、すべてこの兄に悩まされて身に付けた性質だった。

「流石さすがの僕も弟の婚約者までは取らないよ。約束するから会わせてよ」

　ウォルターの懇願にウルシュは無表情で首を横に振る。

「そんな風にしつこく頼んでくるっていう時点で、兄さんが凄すごく興味を持っているっていう事だから駄目ぇ。早く兄さんも自分の唯一たからものを見つけてよぉ。そしたら僕も安心できるからぁ」

「僕、そのスネイブル家の特性って言われている、どうしても固執、執着してしまう『宝物』っていうのがイマイチ分からないんだよね。だから他人が大切にしてたり執着してる物が欲しくなるのかな？　それが手に入ったらその気持ちが分かるのかなってさ。ねぇ。奪ったりしないからウルシュの唯一たからものを見せてよ。会ったら『宝物』を持つ気持ちが目覚めるかもしれないし」

「イザベラと会って、兄さんにその気持ちが目覚めたら最悪な展開じゃないかぁ。嫌だよ絶対」

　休憩室でお茶を淹いれながらウルシュが断ると、ウォルターは拗すねた表情でソファへと身を投げた。うつぶせでソファに横たわったウォルターは片手をぶらぶらと下げながら、一人分のお茶を淹れて飲みだした弟に視線を向ける。

「僕の分は？」

「ないよぉ。自分で淹れてよ」

「……」

「……」

「……この前、少ししか見れなかったけど、イザベラちゃんの見た目って母さんの好みど真ん中だよね」

「……うん。おかげで母さんから、イザベラを連れて来いっていう手紙が執しつ拗ように届くんだぁ」

「連れて行ってくれればいいのに。そしたら僕がこんなミニスカワンピース着なくて済むんだから」

　そう言ってウォルターは自身の身に着けるワンピースのスカート部分を摘つまみ上げた。そんなウォルターにウルシュは首を横に振りながら答える。

「もう兄さんも十一歳になった事だし、そろそろ母さんの好みから外れるから良いじゃない。ミニスカワンピースからも解放されるよぉ」

「お前は良いよね。見た目が父さんに似て美しくないせいで、女装が似合わないから母さんのお人形ゴッコの餌食にならずに済んでるんだもの」

「その代わり、愛情は与えられないから手放しで喜べないよねぇ」

「……」

「……」

「「あの歪ゆがんだ幼児趣味さえなければ、母さんも比較的まともなのに……」」

　兄弟はどちらからともなく深いため息をつくと、口をつぐんだ。

　しばらくウルシュがお茶を飲む音だけが室内に響く。耳を澄ませば、表の店内で従業員がお客に商品説明をしているらしい声が聞こえてくる。

　ウルシュがお茶を飲み終わり、空になったマグカップを机に置くと、ウォルターがゆっくり身体からだを起こしてソファに深く座りなおし、思い出したように話し始めた。

「そういえばさ、この前地下空間？　とかいう所からウルシュ達が救出して来た子達だけどさ、一人を除いて身内の元に帰す事が出来たよ」

　ウルシュはウォルターの言葉に、ギースやブライアンと一緒にヒルソン子爵に誘拐されていた三人の顔を思い出す。

　誘拐された彼らを助ける為に、イザベラやアリス、そして第二王子のクリスと一緒に、子供四人だけで呪術師達の潜伏先である地下空間に乗り込み、そこを爆破した事を説明しなくてはならなくなるので、ギース達と一緒に地下空間から連れ出した子達を騎士団に預けられずにいた。そこで、スネイブル商会の人間が、彼らをアンデッド騒ぎの最さ中なかに保護した事にして、家族を探して身柄を引き渡していたのだった。

「その身内の元に帰せてない一人ってぇ、もしかしてあの子？」

「うん。あの凄すごく我わが儘ままな橙だいだい色いろの髪の女の子。何か意味分かんない事ばっかり言ってて名前がメリーっていう事しかよく分からないんだよね。どこに帰したら良いんだろ？」

「よく分かんない事ってどんな事を言ってるのぉ」

「なんか自分は王子のうちの誰かの嫁になる人間なんだとか、私達は闇ギルドで大切にされているお姫様なんだから、自分に何かあれば闇ギルドが黙っていないからな、とか？」

「闇ギルドねぇ……。僕達とあまり変わらない年頃の女の子が、憧あこがれて騙かたるには物騒な組織だよねぇ。もしも本当に闇ギルドと関わりがあるとして、あの子にどんな役目があるんだろうねぇ。この前騎士団に壊滅状態にまで追い込まれたのに、まだ何か企たくらんでいるのかなぁ？」

「さぁ？　その辺は分かんないけど、王太子には既に婚約者がいるし、第二王子にも婚約者が出来そうなんでしょ？　貴族でもないのに王子の誰かの嫁になれるって、なんであんなに自信満々で言いきれるのか僕には理解できないな」

「ふーん」

　それを聞いたウルシュは、今日デート中にお茶をしながらイザベラから聞いた話を思い出す。

『マリエタから、オレンジ色の髪の子達に気を付けろって言われたんだけど、何だと思う？　彼女達に私の人生を奪われるって言われたけど、もし人生を奪われたらウルシュ君と結婚できなくなるのかな？　それは嫌だから、出来るだけ気を付けたいんだけど、何をどう気を付けたら良いのかサッパリなのよね。物理的な意味なら返り討ちに出来る気がするけど、それとはちょっと違う気がするし』

　暫しばらく考え込んだウルシュは薄く笑って、小さく呟つぶやいた。

「そういえば、ゲーム内でクリス様に付くメイドが『メリー』と『アン』っていう橙色の髪の双子だってイザベラが言ってたなぁ」

　ウルシュは前にイザベラが山小屋で語った内容を思い出す。ゲームに出てきていた双子の『メリー』の性格はイザベラの兄ダイモンに似ていて、『アン』の方は性格や話し方がアリスに似ていると。

　あの日地下から彼らを救出した際に、鑑定で見た橙色の髪の女の子の持っていたスキル《嫉妬王レヴイアタンの心》と『メリー』という名前。

「あぁ、あの時彼女からスキルの『レシピ』を抽出しておいて本当に良かったよぉ。僕を殺してくれたヒルソン子爵には心から感謝しないといけないねぇ。彼のおかげでイザベラの害になりそうな物を簡単に取り除けるようになったんだから」

　イザベラがアリスと衣装を決めて着替えている間に、ウルシュは保護された橙色の髪の少女から、《嫉妬王レヴイアタンの心》というスキルの『レシピ』を抽出し、それを所持していたのだ。このレシピを所有した状態で一度死んで復活すると、スキルが魂に組みこまれ『七大罪スキル』を手に入れる事が出来る。

　そのすぐ後に、タイミング良くヒルソン子爵から首を食いちぎられ即死し『反魂の首飾り』によって復活を果たしたウルシュは、それによって『七大罪スキル』の一つである《嫉妬インウイデイア》を手に入れていた。
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「確か、僕が今回手に入れた《嫉妬インウイデイア》の能力は『複製』。発動条件は『複製したいスキルが発動するところを見る事』だったかなぁ。《嫉妬王レヴイアタンの心》はこれまで見た『大罪王の欠片かけらスキル』と違って、常時発動型ではないみたいだったから、『複製』する為にはスキルを発動させる必要があるねぇ……。どうやって彼女にスキルを使わせればいいかなぁ」








第一話









　俺『ブライアン・ニック・アンダーウッド』は将来、騎士団長をやっている親おや父じみたいな、立派な騎士になる事を目指している。親父は半年前にグルーラン領で起きたモンスターテンペストで、地竜が牽ひく戦車で魔物の群れに突撃したらしい。そのまま戦車から跳び下りて、魔物をバッタバッタと切り伏せたってよ。親父マジでスゲェよ。やべぇ、俺もそんな強い男になりてぇ。

　そんな親父を目指して、俺は中庭で毎朝の日課である鍛錬をしていた。そんな時テラスの方から母様の呼ぶ声が聞こえてきた。

「ブライア～ン。お友達からお手紙が届いているわよ～。ウルシュ君っていう子からみた～い。さぁ、早く取りにいらっしゃ～い」

　マジで？　俺に手紙!?　親父や母様はよく手紙を貰もらっているけど、俺はまだ手紙を貰った事がなかった。よくわかんねぇお茶会の招待状とかじゃなくて、初めての手紙だ。大人の仲間入りしたみたいでちょっと照れくさいけど、嬉うれしいもんだな。俺、手紙のやり取りをするような親友がいるんだぜ、少し大人だぜ。

　すぐに受け取りに行きたいけど、走って取りに行くと母様から初めての手紙にはしゃいでいると思われるかもしれない。だから意識して、いつもよりゆっくりとテラスの方へと向かい、顔がニヤケそうになるのを我慢しながら手紙を受け取った。俺は親父のように余裕のある男だから、その場で慌てて封筒を開けるようなマネはしねぇ。静かな所に落ち着いてからゆったりと開くんだぜ。

　だから母様、そんな微笑ほほえましいものを見るような視線は止やめろよ。俺別に手紙ぐらいではしゃいでねぇし。俺いつもと同じで普通だし。

　母様の視線から逃げて庭木の下に腰かけると、綺き麗れいな大人の字で宛あて先さきが書かれた封筒を開けて、ウルシュからの手紙を取り出した。

　そして、その手紙に目を通した俺は、その日の昼にはウルシュがいるであろうスネイブル商会の本店へと馬車を走らせた。




　王都の中心街から少し外れた場所にあるスネイブル商会の本店を訪ねると、俺の予想通りウルシュはそこにいたようだ。ウルシュの父親と兄弟に歓迎され、職員の案内で奥の部屋へと通された。

　奥の部屋に入ると親友のウルシュは、ソファから立ち上がり俺を迎える。

「わぁ、ブライアン。ようこそスネイブル商会本店へ。来てくれてありがとぉ。でも早かったねぇ？　何回か手紙のやり取りをして、予定を話し合ってから会う事になると思っていたんだけどぉ」

　そう首をかしげるウルシュの前のテーブルに、俺は貰った手紙を叩たたきつけた。

「手紙のやり取りもなにも、字が汚過ぎて肝心の内容が読めねぇよっ!!　だから直接内容を聞きに来たんだっ!!　なんだよこのミミズの大群みたいな手紙は。一行目の『ブライアンへ』を解読するのに三十分位かかったっつうの」

「え～。イザベラは普通に読んでるよぉ？」

「それはお前の婚約者が特殊なんだよ。俺はもうミミズの観察日記はいらねぇからな？　用があったら直接言いに来い。もしくは封筒の宛先みたいに本文も代筆を頼めよ」
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「え～……。代筆を頼めないような、あまり人に知られたくない相談だったんだよぉ。親友のブライアンにしか頼めない内容でねぇ」

　なん……だと。どんな事でも一人で解決できそうなウルシュが、俺に協力を要請する程の相談っていう事は、なんかスゲェ事が起こるんじゃねぇか？　他でもない親友の頼みだ、俺に出来る事ならいくらでも協力するぜ。なんか楽しそうだし。

　それに、俺はウルシュの婚約者の誘拐事件の時も、豚頭の変質者との戦いの時にも全然活躍できなかったからな。親友なのにこのままじゃ駄目だ。

　そんな事を考えていると、商会の職員がお茶を用意しにきたので、ウルシュの向かいのソファに座った。職員が部屋から出て行くと早速詳しい話を聞く。

「で、相談って何だよ？」

　俺の質問にウルシュは立ち上がって部屋の外に誰もいない事を確認してから、口を開いた。

「う～ん。その前に……僕の兄弟には会ったぁ？」

「あ？　あぁ。なんか女の恰かつ好こうした男のことか？　会ったぞ」

　そう言うとウルシュは笑顔で手を叩いた。

「わぁブライアン凄すごいねぇ。一目で兄さんが男だって気付いたんだぁ？」

「当然だろ。俺は現騎士団長の息子だぜ。あのくらいの変装、俺くらいになれば簡単に見破れるぜ。説明が難しいけど、〝感じ〟っていうのか〝感覚〟っていうのか、とにかく俺は勘が鋭いんだよ」

「……そういえばイザベラが、攻略対象キャラは、やたらと性能スペツクが高いって言ってたもんねぇ」

「うん？　ちょっと言ってる意味が分かんなかったわ。俺にも分かる言葉を使って、もう一回言ってくれ」

「ううん。今のは独り言だから気にしないで良いよぉ。ところでその時の兄さんの様子はどうだったぁ？」

　そう言われて、店先で俺を歓迎してくれたウルシュの親父と兄貴の様子と、その時に感じとった感覚を思い出した。

「俺、遠回しに言うのが苦手だからはっきり言うけどよ、お前の兄貴は苦手だな。俺は自分の感覚を口で説明するのが苦手だから上う手まく伝わらねぇかもだけど、何ていうかさ……新しい玩具おもちやを選んでる奴みたいな目で俺を見てたぜ」

「いや、よく分かるよぉ。一応ブライアンには説明しておくけど、僕の兄さんは人の大事な物を欲しがる癖があるんだぁ。僕の婚約者にも興味を持っていたから、その興味を分散させようかと思ってねぇ、ブライアンの事も『僕のたった一人の親友』って言っておいたんだぁ。少し目くらましに利用させて貰ったよぉ」

　一応説明されたが、話が飛んでて理解できねぇ。『大事な物を欲しがる』話から、なんで急に婚約者が出てきて、俺をたった一人の親友って言うと目くらましになるんだ？　まぁいいや。良く分かんねぇけど話を合わせておこう。

「おう良いぜ。そのくらい全然かまわねぇよ。親友なのは本当だし。それでお前が安心できるなら、いくらでも目くらましとかいうのに利用してくれ」

「ブライアンって、思っていたより懐が深いねぇ。僕が言えた事じゃないけどぉ、あまり人から利用されないように気を付けてねぇ」

　そう言ってお茶を飲むウルシュを見ながら、ついでに親父の方の感想も言っておく。頭の良いウルシュなら言わなくても分かっているだろうけど、俺はちゃんと『チュウイカンキ』とかいうのが出来る男だ。

「お前の親父は見た目はお前そっくりなのに、中身は全然違うのな。俺はお前とは親友になろうって思えたけど、お前の兄貴と親父は無理だ。特にお前の親父は信用できねぇ。俺が今まで会った奴の中で言うと、豚頭と同じくらい苦手」

　俺の勘は結構当たる。親父からも『勘に頼りすぎるのは良くないが、どうしても迷う時はその勘を信じろ』と言われるくらいなので自信がある。

　俺のその発言にウルシュは怒るわけでもなく、酷ひどく疲れた奴みたいな喋しやべり方で答えた。

「……。初対面でそこまで分かるものなんだねぇ。僕でさえ最近になって気が付いたのに」

「なんでだ？　ウルシュは頭が良さそうだから、とっくの昔から気付いてると思ったんだけどな」

「人ってねぇ、物心ついた時から家族の中でたった一人だけしか、自分の面倒を見てくれる人がいないとねぇ、それだけでその家族を信頼しちゃうものなんだよぉ」

「そうか。良く分かんねぇけど、今は気付いてるなら良いんじゃね？　そのまま信用してて将来裏切られたりしたら、人間フシンとかいうのになってたかもしれねぇぞ」

「気付けたのはイザベラがいたからだよぉ。イザベラが僕に無条件で好意を示してくれて、僕の全部を受け止めようとしてくれて、僕にキラキラした嬉しそうな笑顔を向けてくれるから。だから僕は満たされて視野が広がったんだぁ。そのおかげで、自分で目隠しして見ないでいた物を見ることが出来たよぉ。だから僕は、そんな大切なイザベラに火の粉がかかりそうな出来事は、少しでも早く潰つぶしてしまいたいんだよねぇ。でも良かったよぉ。ブライアンがそこまで他人の本質を見抜けるのなら、僕の知りたい事も直すぐに分かるねぇ」

　そう言ってウルシュは真面目な顔をした。また意味分かんねぇこと言ってんなコイツ。なんで自分で目隠しなんかしてたんだ？　前が見えなくて危ないだろ。あと、さっきからやたらと話に婚約者が出てくるな。婚約者に火の粉がかかる……って。あ、俺ピンときたわ。

「あー……はいはい。俺、分かったぜ。今回の相談っていうのはそれだろ？　婚約者に危険な事が近づいているから、何とかしたいって事だろ？」

「話が早くて助かるよぉ。いざとなればイザベラは自分で対処できるだろうけどねぇ。出来ればイザベラが自分を狙っている奴らの存在を知る前に処理したいんだぁ。彼女はいろんな問題を抱えているから、少しでも平穏な時間を過ごさせてあげたいからねぇ」

「俺知ってんぞ、それ過保護って言うんだぜ。お前がなんでも先回りして色んな事を片付けてたら大変だろ」

「別に大変じゃないよぉ。それに半分は僕の我わが儘ままもあるんだぁ。あぁ見えてイザベラの中身は結構大人だからねぇ。彼女にはこれ以上、一人でなんでも対処・解決出来るようになって欲しくないんだぁ。いつまでも僕を必要として頼って欲しい。自立されたら僕が傍そばにいる理由が失われそうで怖いからねぇ」

　そう言ってウルシュは寂しそうに笑った。いや、お前の物の考え方は難しすぎて全然分かんねぇよ。寂しそうに笑ってるけど、何が言いたいんだお前。

「良く分かんねぇけど、多分お前は難しく考えすぎだぞ。とりあえずお前は筋肉付けろよ。そんなに色々考えなくても、大体の問題は腕力さえあれば片付くからよ」

「片付かないよ。逆に拗こじれるよ」




　ウルシュとのあの会話から一週間、色々と話し合いを重ねた結果、よく分からん計画に参加させられる事になった。

　現在髪を黒く染めて、ウルシュと平民の兄弟のふりをして集合住宅の外階段に座り、酒場と一緒になった宿屋の裏手を見下ろしている。いわゆる張り込みだ。

　ウルシュが言うには、あの宿屋にウルシュの婚約者を狙う集団が、特殊なスキルを持っているというオレンジ色の髪の少女を隠しているらしい。

　どこ情報よソレ。なんで商人のお前が騎士団も摑つかんでいない集団の情報や、潜伏先を知ってんだよ。怖ぇよ、お前のその情報網。

　とりあえず今回は、本当にオレンジ色の髪の少女がいるのかを確かめに来た。

　ただ見下ろしているだけだと怪しまれるので、適当に会話をする。

「なぁ、いくらお揃そろいで髪を黒く染めても、俺とお前が兄弟って設定、無理がねぇか？」

　俺の質問に、ウルシュは不思議そうに首をかしげた。

「そうかなぁ？　同い年だけど身長差があるから、ブライアンがお兄さんで僕が弟に見えると思うよぉ」

「いや、顔だよ。お前この国ではあまり見ない顔立ちしてるだろ。肌や髪の色はロゼリアル王国人と変わらねぇのに、その糸目っていうのは珍しいぞ。東方の『桜花列島連合国』の方なら目が切れ長で細い奴もいるけど、そいつらとは肌や髪の色が違うしよ」

　そう指摘すると、それまで気付いていなかったのか、ウルシュはハッとして目元が隠れるように帽子を深くかぶった。

「あぁ、僕は実の兄さんや弟と顔が似てないから、その辺りの不自然さに思い至らなかったよぉ。僕はエキスタラーダ人の父さんの顔立ちが強く出ているから、確かにブライアンが言う通り兄弟設定には無理があるねぇ。エキスタラーダ国では十人中三人位が細い目をしてるんだってぇ」

　どこだよエキスタラーダ国。さらっと話に出てきたけど、初めて聞いたぞ。俺が不勉強なのか？　皆が知っている国なのか？　とりあえず話を合わせるぜ。

「あ、あぁ……。遠いよなエキスタラーダ国。あまりこの国にはいないよな、エキスタラーダ国から来たっていう奴」

「うん。七ヵ国同盟にも入っていないから、汽車の線路も通っていないしねぇ。僕の父さんは自分の商会の商隊を率いて、荷馬車でこの国に流れ着いたらしいよぉ」

「ふ～ん。お前の親父、自分の商会持ってたのか」

「スネイブル家に婿養子に入った時に、スネイブル商会に吸収合併されたけどねぇ。『ハイド商会』って名前の商会だったんだってぇ。その商会の職員は今でもスネイブル商会で父さんの部下をやってるんだぁ。まわりの人達から、彼らは母さんの部下だと思われてるらしいけどぉ、元は父さんが連れて来た部下なんだよねぇ。いろんな国を越えて来ただけあって異常に統制が取れてて、イザベラも少し困惑……というか若干不気味がってる気がするんだよねぇ。だから僕はスネイブル商会から離れて、イザベラと行商する方を選んだんだぁ」

　聞けば婚約者は、ウルシュがスネイブル商会の支店を任されるか、独立して行商するかは、好きな方を選んでいいと言ったらしい。どちらを選んでもついて行くと言ってくれたと、ウルシュが照れながら説明してくれる。俺、ここんところずっとウルシュから惚のろ気けばかり聞かされてる気がすんぜ。

　その辺りは二人が決めた事だから何だっていいけど、それよりも気になるのが『ハイド商会』だ。エキスタラーダ国は聞いた事ねぇけど、『ハイド商会』は聞いた事があるぞ。

「なぁ『ハイド商会』ってさ、十五年位前に、怪盗から希少な魔宝石を守りきったっていう商会の一つじゃなかったか？」

　確か親父から聞いた話だ。十五年位前にロゼリアル王国の王都外壁の外、線路脇で大きな世界物産市が開催され、いろんな国の商会が集まっての巨大マーケットが二十日間も開かれたらしい。

　そのマーケットが開かれる三年ほど前から周辺国を騒がせていた『無貌の怪人』を名乗る怪盗が、世界物産市に参加していた商会のうち十の商会に対して『予告状』を出した。そして予告された日に指定された品物を無事に守り通す事が出来たのは『スネイブル商会』と『ハイド商会』と『リーバマン商会』の三商会だった。

　最後に狙われていた『スネイブル商会』に至っては、怪盗を撃退しただけでなく、当時の商会長が怪盗を捕らえて、自分の商会に雇い入れたなんて噂うわさまで流れたらしい。

「良く知ってるねぇ。その件で前商会長だった僕の祖父から父さんが認められて、『ぜひ自分の娘の婿に来て商会を継がないか』って言われて婿養子に来たんだよぉ」

「ふ～ん。ちなみにスネイブル商会に『無貌の怪人』が雇われてるって噂は、本当なのか？」

「さぁ、どうだろうねぇ。もしそうだとしても子供の僕には、教えて貰もらえないんじゃないかなぁ？」

　そう言いながらウルシュは興味無さそうな表情で、宿屋へと顔を向けた。

　……これ、絶対に商会に怪人いるな。俺の勘がそう囁ささやくけど、気付かなかった振りするぜ。俺はむやみやたらに他人の秘密に飛び込んだりしない慎重な男だ。

　そんな事を考えながら、宿屋を見張るウルシュを眺めていると、急にウルシュが呟つぶやいた。

「あ、いた」

　その言葉にウルシュの視線の先を追うと、宿屋の裏口からオレンジ色の髪の少女がそろりと周囲の様子を探るように出て来て、隠れて野良猫に餌をあたえ始めた。彼女を初めて見るハズなのに、どこかで見た事があるような気がする。

「なぁ、ウルシュ。あの女どっかで見た事ねぇか？」

「ブライアンやギースと一緒に助けた、豚頭の誘拐犯に捕まった子に似ているんだよぉ」

　指摘されて思い出す。言われてみれば確かによく似ている。よく似ているけど感じ取った感覚は別人だから違う奴だな。一緒に捕まっていた奴は、自分以外の人間を例外なく全て見下すような、どうしようもない傲ごう慢まんさを感じ取ったから苦手だった。納得して頷うなずいているとウルシュが俺に向き直る。

「ねぇブライアン、あの子の様子や性格はどう感じ取れる？」

　聞かれて少女を観察し、そこから感じ取った感覚をそのまま説明する。

「なんか、今いる環境から逃げ出したがっているように感じるな。虐いじめられるような生活でもしてんのかな？　自分に自信が無くて平穏や静かな生活を求めてる感じだぜ。あと、知り合いの女騎士に似た空気感っていうか、忠義に近い情を持つタイプだな。侍女とか護衛とかにも向いた性格してるぞ。まぁ平穏を望んでいるから護衛よりメイドの方が良いかもしれねぇけど」

「なるほどねぇ。という事は、ブライアンと一緒に地下空間で捕まっていた子とは、全く違うタイプだねぇ？」

「おう、見た目は双子かっていうくらい似てるけど真逆だな。まぁ俺は正直、人の顔覚えるのが苦手だから、同じ髪色のせいで同じ顔に見えてるだけかもしれねぇけどよ」

「ブライアン、騎士を目指しているのに顔が覚えられなくて良いのぉ？」

「俺は見た目じゃなくて、そいつの〝感じ〟で人を覚えてるところがあるんだよ。その代わり変装には惑わされねぇぞ。全く同じ見た目の偽者が現れても騙だまされねぇぜ」

「そう。じゃあ、ブライアンは変装が得意な怪盗でも見破れるねぇ？」

「確かにな。で、オレンジ色の髪の女は見つかったけど、この後どうするんだ？」

　そんな会話をする俺達の視線の先で、少女は裏口から出て来た目つきの鋭い男に、建物の中に連れ戻されて行った。

「う～ん。今出て来た目つきの悪い人が、まともな職業の人じゃなさそうだし、憲兵とか傭よう兵へいとか冒険者とかの専門の人に任せる事にするよぉ。中途半端に協力させてゴメンねぇ」

「おう。俺もそうした方が良いって言おうと思っていたんだ。俺の勘だと、あの男は多分裏社会の人間だぜ。先日壊滅させられたっていう闇ギルドの残党か、潜伏中の盗賊かって感じだな。何か計画している事と誰かを探している事が感じ取れたから、要注意だな。誰か信頼できる大人に任せた方が良いぜ？」

　一応そう言っておくけど、ウルシュの奴、多分独自に何かやらかすな。ああ言ったけど、本当は憲兵とか専門の人間に協力を要請するつもりはなさそうだ。

　まぁ、あまり深く追及するのは止めておこう。俺は引き際が分かっている男だぜ。ウルシュは変に突つつきさえしなければ婚約者馬鹿の天才なだけで、悪い奴じゃないからな。あくまで突きさえしなければだけど。

　境界線さえ踏み越えなければ、誰よりも頼れる親友になる奴だ。

　そう判断し今日は解散しようとしたところで、ウルシュに呼び止められる。

「今回は協力ありがとうブライアン。お礼にブライアンが密ひそかに悩んでいる事の原因を教える事が出来るけどぉ、聞きたい？」

　ウルシュのその言葉に首をかしげる。

「俺の悩み？　俺には今のところ悩みなんてねぇぞ？」

　虚勢でも何でもなく、本当に心当たりが無い。

「ブライアンは、自分がいると周りの人の足を引っ張るとか、周囲の人が実力を発揮できなくなる気がしないかなぁ？」

　言われてみれば、確かに思い当たる事があるかもしれない。普段出来ている事を、俺の前でやろうとすると何な故ぜか失敗するって奴をよく見る気がする。それと、剣術の訓練中に対戦相手が不自然なくらいに不調になって、実力が発揮できなくなる事が多いな。俺の親父が騎士団長だから、気を遣って手加減しているんじゃないかと疑った事もあるくらいだ。

　悩む程じゃなかったけど、気になっていたのは確かだ。この状態がこれから先もずっと続けば、いつか悩みに変わっていたかもしれねぇな。

「もしかして、それって何か原因があったのか？」

「常時発動型のスキルだよぉ。クリス様が呪われているって言われてたのを知ってるぅ？　あれも、あるスキルの常時発動が影響していた事が原因だったんだけどねぇ。ブライアンにも似たような現象が起きているんだよぉ」

　クリストファー殿下と同じ常時発動型のスキルと言われても、どうやって確認すればいいんだ？　実は一年位前に、親父が看破スキルを持った知り合いを連れて来てくれて、俺のステータスを調べてくれようとした事があった。だけど俺はその看破スキルを弾はじき返してしまうタイプらしくて、ステータスが分からないと言われている。だからウルシュの言うスキルを俺が本当に持っているのか、確認のしようがねぇ。

　看破スキルを弾き返せる事で、それなりの魔力はあるんじゃないかと判断され、将来魔術学院に通うようになるらしいが、正直自分に魔力がある気も、魔法が使えるような気もしねぇ。

　でも俺の勘が、ウルシュは噓うそをついていないし、確証を持って発言しているって感じ取っている。

「あ[image: ][image: ]……。そのスキルってどうやったら調べられるんだ？」

「これあげるよぉ。僕の創ったマジックアイテムの『ステータスチェックの指輪』だよぉ。『看破』スキルを弾き返すクリス様も、これでステータスを確認出来たから、効果は確かだよぉ」

　そう言ってウルシュが差し出した指輪を受け取った。マジかよ、お前そんな指輪創りだしたのかよ。さすが俺の親友だな。

「これで、俺のステータスも分かるのか？」

「そうだよぉ。その指輪に付与されている魔術式は『看破』じゃなくて『絶対鑑定』て言われるスキルを元に計算して組み立ててあるんだぁ。『看破』スキルとは違う角度からのアプローチだから可能になっているんだけど、その辺は専門的な内容になるから省くねぇ。すでに効果の確認は出来ているからブライアンのステータスも見えると思うよぉ」

　そう説明されて、左手の人差し指に指輪をはめる。ウルシュの指示に従って指輪を発動させると、目の前に自分のステータスが現れた。

「……俺、あんまりＭＰねぇのな。魔術学院に入学する為ために必要な既定の魔力量に、全然足りてねぇぞ。一応《火属性魔法》のスキルは持っているけど、こんなＭＰで魔術学院に入学したら、落ちこぼれるんじゃねぇか？」

　こんな魔力量じゃ、野営の時に焚たき火びに火を付ける事しか出来ねぇな。

「うん。実際ブライアンは魔術学院で、魔法の成績が伸びなくて悩むらしいよぉ」

　ウルシュが俺のたどる未来について、誰かから聞いたかのような口ぶりで語っているが無視する。俺の勘が告げている、あまり突っ込んだら駄目だと。

「俺のこの勘の良さは、《占術》スキルのせいか？」

「それに《超感知》《超察知》《心理分析》といった複数のスキルの合わせ技だねぇ。ちなみにブライアンの現状に影響を及ぼしている常時発動型のスキルは、《継承特殊スキル》っていう項目にあるスキルだよぉ」

「あ[image: ][image: ]……。気にはなってたけどよ、なんだこのスキル？　意味が分かんねぇぞ。《怠惰王の両足》？　『怠惰王』って何だよ……。しかも両足？」

　なんか走るのが遅そうなスキル名だな。でも俺の足は遅くねぇぞ？

「『怠惰』は七大罪の内の一つだねぇ」

　うん？　七大罪の一つ？　何言ってんだコイツ。

「『怠惰』は七大罪に入ってねぇだろ？」

　するとウルシュは不思議そうに首をかしげた。

「え？　七大罪の一つでしょ？　傲慢・強欲・暴食・嫉しつ妬と・憤怒・色欲、そして怠惰だよねぇ？」

「それ俺が知ってるのと違うぞ。最後の一つは『怠惰』じゃなくて『虚言』だろ？」

「え？」

「は？」





◆◇◆◇◆






　あれから数日後。日課の朝のランニングをしようと玄関を開けると、そこに胡う散さん臭くさい笑みを貼はり付けたウルシュが立っていた。

「やぁ、ブライアン。こんな所で会うなんて奇遇だねぇ。せっかくだから僕と新しい乗り物の試乗しない？」

　嫌な予感に慌てて扉を閉める。が、ウルシュが扉の隙間に足を突っ込んできたせいで閉められねぇ!!

「あはははは。酷ひどいよぉブライアン。親友の僕を締め出そうとするなんてぇ」

　扉の隙間から、ウルシュが腕を突っ込み覗のぞき込んでくる。片方しか見えていない糸目が怖い。しかもコイツ、笑い声を上げているが真顔だ怖い。俺の勘が警告している、この扉を開けちゃ駄目だ。

　無言で必死にドアを閉めようとする俺と、笑いながらドアをこじ開けようとするウルシュで、暫しばらく攻防が続く。ま、まて、そもそもコイツ、ウチの敷地にどうやって入って来たんだよ!!　マジでやべぇよ!!

　半泣きになって扉を閉めようとしている俺に、騒ぎを聞きつけてやって来た母様が声をかけてきた。

「あら、ブライアン。せっかくお友達が訪ねて来てくれたのに、そんな意地悪しちゃ駄目よ～。仲良く遊びなさいな」

　待ってくれ母様!!　意地悪されてるのは、俺の方だよっ!!

　だけど俺のその気持ちは届かず、母様によって俺はウルシュに引き渡されるのだった。




「で、なんだよ。新しい乗り物ってよ」

　観念した俺はウルシュの言う新しい乗り物の試乗とかいうのに付き合う事にする。乗ったら帰るぞ俺は。

「メタリア王国で開発されている、魔石を動力に動く馬車なんだぁ。行商で使えたら良いかなぁって思っていたんだけどぉ、ちょっと流通させるのは難しいかなぁ？　って結論になったんだぁ。僕が使う分には問題無いけどぉ、行商で目立っちゃうと問題を引きよせるかなぁってねぇ。そこで別の使い方が出来ないかと考えたんだぁ」

　ウルシュが言うには、動力に必要な魔石の量が多くコストがかかり、魔石の代わりに魔力で動かそうにも魔力が少ない奴には動かせないという欠点があるらしい。更に、故障時に車体の修理に合わせて、消えてしまった魔術式を復元するという二種類の方面での整備が必要なので、それが出来る人材を育てるまでに時間がかかるという点。最後に、道中魔物に襲われた場合、馬車のように、誰か一人を馬に乗せて逃がして助けを呼びに走らせるという事が出来ないので、下手をすると全滅する可能性があるという点。現時点で、既に欠点が三つもあげられる。

「じゃあ、何に使うんだよ」

「ブライアンのお父さん、地竜が牽ひく戦車で魔物の群れに突っ込んだらしいねぇ」

「おうっ!!　それで親父はさらに手柄を立てて帰って来たんだぜ」

「でも、戦車を牽く地竜が何匹か、魔物にやられちゃったらしいねぇ」

　確かに、その点は親父も頭を悩ませていた。地竜を訓練、飼育するにはかなりの費用がかかる。そして戦車を牽く地竜は、戦車に繫つながれているのでいざという時に逃げられずに、魔物にやられてしまう事があるらしい。

「その問題が、その新しい乗り物でどうにかなるのか？」

「馬や地竜といった、牽いてくれる生き物が要らない馬車だからねぇ。機械仕掛けだから、馬や地竜みたいに魔物やバリケードにひるんだりせず突っ込んで行くよねぇ。魔石や魔力を使うけどぉ、必要なのは動かす時だけだから長期間地竜を飼育、訓練するより経済的だしぃ……どう思う？」

「機械仕掛けなんだろ？　操作が複雑だと騎士や軍人では覚えられない奴も出てくるぞ」

「そこをブライアンに試乗して貰もらって、様子を見たいんだよぉ。魔物の群れに突っ込んで行った騎士団長みたいになりたいんでしょ？　突撃ゴッコができるよぉ」

「おぉ。親父がやったみたいな、突撃が体験できるのか!!　いいぜ、どこでやる!?」

　そう言って連れて行かれたのは、この前張り込みした集合住宅の近くだった。しかも、今回は髪を暗い緑に染められて、良いとこの商家の坊ちゃん風の服を着せられている。更にウルシュは、パッチリした二重の、キラキラした瞳ひとみに見える細工の眼鏡を装着した。お前がパッチリ二重って何か気持ちわりぃし、なんか用意周到じゃね？

「……おいウルシュ。ここはこの前の場所じゃねぇか。しかもまた変装させられている辺り、嫌な予感しかしねぇよ。この間の件は、専門の大人に任せるって言っていなかったか？」

「何の事？　今日は試乗に来たんだよぉ。この辺は昼間は人通りが少なくなるしぃ、ちょうど直線の通りだから、運転練習には持ってこいの場所だよねぇ」

　確かに、良い感じに人通りのない通りだけどよ、怪しさ満点すぎだろ。絶対コイツ俺に何かさせる気でいやがる。

「ところでブライアンは、逃げ足……走るのは得意かなぁ？」

「やっぱりなんかさせる気じゃねぇかよっ!!　しかも逃げなきゃいけないような事をよっ!!」

　ウルシュの両肩を摑つかんで思いっきり揺するが、ウルシュは笑うばかりだった。もう嫌だコイツ。

　だけど、もうここまで来たら、ウルシュの悪だくみに付き合うしかねぇ。ウルシュは俺のマブダチだからな。俺知ってるぜ、これ一いち蓮れん托たく生しよう（？）とかいうやつだぜ。詳しい意味は知らねぇけど。

　ウルシュに見せられた馬のいらない馬車とかいう新しい乗り物は、馬車の上半分と扉を取り外した様な形をしていた。屋根が無いので雨が降ったら座席が濡ぬれるだろうが、座席や外装といった物は全て金属で出来ているので、ちゃんと拭ふいて錆さびに気を付ければ何とかなりそうだ。丈夫そうだけど、金属製でコストが高いので、流通させるのは確かに難しいかも知れない。魔物の素材とかで代用出来れば良いかもしれないな。

　運転席には、引っ張るタイプのレバーが一つ、コレを引っ張ると稼働する。そして座席の横に前後左右と斜めに倒せるレバーが一つある。このレバーを倒すと、その方向に進行するらしい。これなら簡単で、俺でも動かせる。運転席に座った俺は後部座席で何やらゴソゴソしているウルシュに確認する。

「ところで、本当に俺が運転で良いのか？　何が目的なのかは知らねぇけど、操作方法を知っているお前が動かした方が、失敗しないんじゃねぇか？」

「僕は戦闘系のタイプじゃないから、突撃とかには向かないんだよぉ。いざという時に怯ひるむと失敗するからねぇ。胆が据わっているブライアンの方が良いし、ブライアンがこちら側にいるっていうだけで、敵の調子が狂うんだよねぇ」

「あ、あぁ。俺が持ってる常時発動スキルとかいうやつか……って!!　〝敵の調子〟ってやっぱりなんかさせる気じゃねぇかよ!!」

「もう今さらだよぉ。ブライアンも大体察していて協力してくれるんでしょ？　とりあえず、僕の合図でこの乗り物から跳び下りるのだけ忘れないでねぇ。ブライアンのお父さんがしたみたいに、突っ込む瞬間に跳び下りるんだよぉ？」

「分かったよ。で、お前は後ろでゴソゴソ何してんだよ」

「逃げる時に必要な物だよぉ。時間稼ぎを兼ねた追撃は必ひつ須すだからねぇ。あと向こうにも合図出さなきゃだしぃ」

　向こう？　向こうって何だ？　コイツ碌ろくな事してねぇ気がするわ。

　ウルシュの準備が整ったところで、事前にウルシュから習った通りレバーを引き発進させる。

「じゃあ、ブライアン。この前見張っていた宿屋の近くで、僕が合図を出すからぁ、その瞬間に座席の横にある棒をこっち向きに倒して跳び下りてねぇ」

「やっぱり、あの宿屋に突っ込ませる気だったのか……」

「はい、もっと加速してねぇ。出来れば裏口は塞ふさがないように、タイミング良く突っ込んでぇ。動体視力が問われるよぉ」

「良いけどよ、あの宿屋がいくら古くてぼろいって言っても、この乗り物の重量じゃ大した威力はねぇぞ。せいぜい一階の壁にめり込んで、少し穴開けるくらいだぜ」

「この乗り物では、あの宿を倒壊させるつもりはないからねぇ。この時間帯は下の階の厨ちゆう房ぼうで掃除しているらしいあの子が、思わず外に跳び出してくれば良いんだからぁ」

『あの子』って、もしかしてこの前のオレンジ髪の女の子か？

「お前、あの子を宿屋から連れ出すのか？」

「物理的に身体からだを連れ出す必要は無いよぉ……。はい、今!!」

　ウルシュが合図を出して一足先に跳び下りた。俺も一息遅れてレバーを倒し、跳び下りる。すると運転手を無くした乗り物は、そのまま宿屋の壁を突き破り、建物の中に入って行った。

　思っていたより、建物の耐久値が低いぞ!!　思わず跳び下りたままその場で呆ぼう然ぜんと見ていた俺に向かって、ウルシュが叫ぶ。

「止まらず、走ってぇ!!」

　先に大通り方面へと駆けて行くウルシュを慌てて追いかけて走ると、粉ふん塵じんと共に中にいた人間が裏口から跳び出して来た。その中にあの女の子もいる。

　本当に連れて行かなくても良いのかと、振り返りつつ走っていたら、次の瞬間、その女の子の『感覚』が別人の物に変わった。

　訳が分からず、一瞬足を止めそうになるが、ウルシュから呼ばれて前を向き、混乱しながら走り続ける。まったく意味が分からねぇ。建物から跳び出して来た時は、この前の女の子だったのに、一瞬で別人になった。それも見た目が変わっていないのに、中身だけが変わったみたいに感じた。

　ペテンに引っかかったみたいな気持ちで、ウルシュを追い駆ける。すると前方を走っていたウルシュが振り返った。

「ブライアン、耳を塞いだ方が良いよぉ。あと目が潰つぶれるから後ろは振り返らないでねぇ」

　そう言って再び前方を向き、ポケットから耳栓を取り出して装着するウルシュに並ぶ。一体何があるのか分からねぇけど、コイツが言うならそうした方が良いんだろう。

　指示に従って耳を両手で塞いだ瞬間に、背後から閃せん光こうと大音響が炸さく裂れつした。爆発音とは違うが、それでも凄すさまじい爆音に耳鳴りが起きる。

「ちょっ!!　ウルシュ!!　今のは一体なんだっ!?」

　爆音で耳鳴りのする中、大きな声で呼びかけるが、どうやら耳栓をしたウルシュには聞こえていないみたいだ。走りながら隣のウルシュの襟ぐりを摑つかんで、片方の耳栓を引っこ抜くと、もう一度同じ質問をする。すると、ウルシュはフニャリと笑って、何でもないように答えた。

「あぁ、あれねぇ。後部座席に時限式の低殺傷型爆弾を積んでたんだぁ。魔物の群れとかに放り込んだら無力化出来るタイプの奴を開発してみたから、威力を確認するのにちょうど良いかなって思ってぇ。半径五〇〇ｍ位ならオーガくらいまでは失神すると思うよぉ。魔物は聴覚が鋭いからねぇ」

　簡単に言っているが、半径五〇〇ｍ以内のオーガを失神させるって、ヤベェぞ。

「ウルシュてめぇっ!!　そんな危険な物積んだ乗り物で、俺を宿に突っ込ませたのかよ!?　誤作動起こしたり逃げ遅れたりしてたら、俺も巻き込まれてたんじゃねぇかっ!!」

「僕の計算だと大丈夫だったし、実際に大丈夫だったよぉ。一応、誤作動時の対策は取ってたしぃ。それに先に説明してたら、ブライアンが協力を断るって思ったんだぁ。ゴメンね？　悪気はあったんだけど許してよぉ」

「悪気があったのかよ!?　だったら余計に許せねぇよ！　お前本当にゲスいなっ!!」

「ブライアンのおかげで、良い実験記録が取れたよぉ。あと数回テストをしたら騎士団や軍にも売り出すから楽しみにしててねぇ」

「聞けよ、人の話をよぉ!!」

「ブライアン、あんまり騒ぐと目立つから静かにしてねぇ。もうすぐ騒ぎを聞きつけた憲兵や騎士が、あの闇ギルドやならず者が潜伏先にしている宿に駆けつけると思うからぁ」

　俺を騒がせてるのはオメェの言動だよと言ってやりたいが、それよりも気になる事がある。

「お前はそれも狙っていたのかよ。確かにあの閃光と大音響だと憲兵が駆け付けるだろうけどよぉ、こんな騒ぎ起こして、後の事どうするんだよ」

「え？　僕はこの前言ったはずだよぉ。憲兵とか衛兵とか専門の人達に任せるつもりだって」

「お前なぁ……。やるだけやって、後は専門職に丸投げなのかよ」

「だって商人で子供の僕が、闇ギルドの残党をまとめて拘束したり、尋問したり出来る訳が無いよぉ。騒ぎを起こして、憲兵に悪者の潜伏先を知る切っ掛けをあげただけでも感謝して欲しいよねぇ」

　俺、決めたぜ。俺のマブダチのウルシュは、ほっといたら何企たくらむか分かんねぇから、ちゃんと見張っておかないとヤベェ。だから、ウルシュがちゃんと常識を身に着けるまでは、俺がコイツの親友として、責任を持って見張っておこう。

　さっきの閃光と爆音騒ぎに、現場に駆け付けようとする憲兵や冒険者、そして野次馬達の間を、避難する人達に紛れてすり抜けながら、大通りに出た。それから二回ほど角を曲がった人気のない通りに、スネイブル商会のフサフサした眉まゆ毛げの爺じいさんが馬車を停とめて待っていた。

　周囲を確認して馬車に乗り込んだウルシュに続いて、馬車に乗り込んだ俺は、更に驚いた。

　馬車の中に、さっき宿屋から跳び出して来たオレンジ色の髪の女の子が乗っていたんだ。








第二話









　マリエタから警告されたオレンジ色の髪の女の子とは何も問題が起きないまま、私イザベラは無事に八歳を迎えた。

　八歳になって半月ほど経たった頃、屋敷の敷地内で野営時の調理練習をしていたら、執事のショーンが応接間にいるお父様が私を呼んでいると迎えに来た。

　なんでも、新しく雇い入れた使用人を私の専属メイドにするとの事で、顔合わせをするらしい。

　私には既に専属メイドがマリーを含めて三人いるのに、まだ増やす必要があるのかと疑問に感じながらも、素直にショーンに付いて応接間に向かう。

　応接間の扉は開いていた。そのまま中に入って行くと、お父様の横にオレンジ色の髪をポニーテールにした可愛かわいい少女が、真新しいメイド服を着て立っていた。お父様はその子の背を私の方へと押しながら、彼女を紹介する。

「あぁベラ、来たね。早速だが紹介しよう。彼女はアン、アン・エンビだ。スネイブル家のウルシュ君からの紹介で、今日からお前の専属メイドとして雇い入れる事になった。彼女はお前が学院に通うようになった時に、侍女として一緒に付いて行く予定だ」

　紹介されたアンは、見た感じ十一～十三歳位だろうか。だけどアンは年齢に見合わない、妖よう艶えんさというか色っぽさというか、とにかく女の私でもどぎまぎさせられるセクシーさを持つ、ある意味心臓に悪い感じの少女だった。

　アンは私にゆったりとした微笑ほほえみを向けると、静かに口を開いた。

「お初にお目にかかります。本日よりイザベラお嬢様の専属メイドとして、お傍そばにつかせて頂きますアン・エンビと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

「私はイザベラよ。こちらこそよろしくね。私は学院を卒業したら婚約者のウルシュ君と結婚して、行商しながら世界一周するつもりなの。だから十八歳までの付き合いになるけど、その日までお世話になるわ」

　そう言うと、アンは少しキョトンとした後、ふふっと花がほころぶように笑って、世界一周の旅って素敵ですねと小さく呟つぶやいた。

　その小さな呟きは社交辞令じゃなくて、本当に羨うらやましそうな響きだったので、一瞬、一緒に連れて行ってしまおうかと思ってしまうほどだった。

　まぁ、楽しい事ばかりじゃなくて、苦労も沢山するだろうから可愛い彼女は置いて行くけど。

　でも、初めて会ったはずの彼女なんだけど、どこかで見た事あるんだよな……。どこだっけ？　オレンジ色の髪の女の子で『アン・エンビ』。う～ん、思い出せないなぁ。

　ん？　オレンジ色の髪!?　そう言えば、マリエタからオレンジ髪の少女に気を付けろって言われていたぞ!!　彼女かっ!?　マリエタが言ってたのは彼女の事かっ!?

　でも、スネイブル家からの紹介だしなぁ……。ウルシュ君が私に危険人物を近づけるとは思えないから、アンとは別のオレンジ髪の子じゃないかなぁ？

　分かんないから、ちょっと鑑定してみようかな。
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《強欲王かんてい》発動!!
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　これ、アレや。世にいう『戦闘メイド』とかいうやつだ。十三歳という若さで、どう鍛えられたらこうなる事やら。

　あと、名前が二重になってる……。どうしよう、この子ちょっとヤバイかもしれない。このステータスの名前部分の重なりは、『カラーズコレクター』だったアーロン・ニック・ヒルソン子爵の時と同じ状況なのかな？　アーロンさんの名前も、彼の身体からだにとり憑ついていたライアンの名前が重なっていた。あの時と同じでとり憑いているの？　それとも、偽名とか違う要因で二重になってるの？　もしや二重人格とか？

　他には……えっ!?

　この子、《継承特殊スキル》持ちだったの!?　え……どんなスキル持ってたんだろう？　消失した《継承特殊スキル》が《憑依》スキルとかいうのに変わっている……。

　これ、名前の二重は《憑依》スキルによるものなのか？

　今現在メリーっていう子に、アンっていう子が憑依している状態っていう事かしら？　いや、違うな。発動中のスキルだったら、鑑定結果に『発動中』って表示されるもんなぁ。う～ん分からん。

　気になると言えば『大罪王の欠片かけらスキル』以外で、《継承特殊スキル》ってあるんだろうか？

『大罪王の欠片スキル』は、少なくともその大罪王と同じ罪の魔眼と《嫉しつ妬と》を持っていないと、継承権の消失は出来ないと思っていたんだけど、もしかして継承系のスキルから、継承性を消失させる方法が他にもあるのかな？

　う～ん。せめてアンの持っていたスキルが、『大罪王の欠片スキル』か、大罪王以外の『継承系スキル』かだけでも知りたいわね……。

　あ、そうだ。大罪王の欠片が『大罪王』へと姿を変えたら、対象となった魔眼が消えるんだった！　私のステータスを確認したら分かるかも。

　クリス様の《傲ごう慢まん王の耳》が《傲慢王ルシフアー》へと変わった時に、私の《傲慢》が《千里眼》へと変わったように、何かしらの変化が起きていれば判断材料になるはず。
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　ちょっ!!　《嫉妬ふくせい》さんがいなくなってる[image: ][image: ][image: ][image: ]!?

　その代わり《絶対複製》さんが来てる[image: ][image: ][image: ][image: ]!?

　ウルシュ君の《絶対鑑定》もそうだけど、この『絶対〇〇』の『絶対』って何だ!?　何が何でもやり遂げてやるぜ!!　的な自信と決意の表れですか[image: ][image: ][image: ]？　スキルのクセに生意気な!!

　そして、私のステータスから《嫉妬》が消失しているという事は、アンが持っていたのは《嫉妬王の〇〇》っていう事かな？　でもアンが持っているスキルが《絶対複製》じゃなくて《憑依》になっているのはなんでだ？　それぞれが持っていたスキルが《嫉妬王の欠片》と《嫉妬》で違うせいだからかな？

　いや、待て。たまたまタイミング良かっただけで、アンの持っていたスキルが《嫉妬王の欠片》かどうか、まだ確定したわけではない。

　スネイブル家の紹介で我が家に来たっていう事は、ウルシュ君が何か知っているかもしれない。今度会った時にでも聞いてみよう。

　ところで、この称号の《取り替え子チエンジリング》って何だろう？　誰かに取り替えられたの？

　とりあえずウルシュ君に聞く前に、自分で聞き出せそうな事は聞いておこうかな。




　再び野営時の調理練習をしに、アンを連れて野営場所に戻る。

　広い敷地内の小川の近くでテントを張って設営した野営場所を見て、ついてきたアンは目を丸くした。

「イザベラ様。ココで一体何をなさっているのですか？」

「さっき、世界一周しながら行商するって言ったでしょ？　でも、それだと旅の途中で宿どころか村さえ無い場所もあると思うの。だから、一人でも野宿というか野営が出来るように練習してるの」

「このテント張りなどの設営も、全てお一人でされたのですか？」

「そうよ。私、五歳位から悪さをするとお仕置きとして、お兄様に獣人ライカンスロープ部隊の軍事訓練や行軍練習に放り込まれていたから、テント張りは得意なのよ。この調理用の魚もそこの小川で捕まえたのよ」

　私の説明を聞いたアンは、しばらく悩ましげに考え込むと口を開いた。

「その野営練習にメイドが手を出すと、練習にならないので良くないですね……。では私は、野営の際に突如襲ってきた山賊の役でも致しましょうか？　人数は明らかに足りませんが、山賊を撃退する時の訓練になると思います」

　なんか真面目な顔して山賊役をかって出てきた。

　確かに野営をするなら、山賊や魔獣・魔物に対する対抗策を練る必要性はあるけど、そう頻繁に襲われるものでもないし、八歳児が実家の敷地内で行うままごとみたいな野営練習に、山賊ぶっこんでくるのはなんかちょっと違うと思う。訓練っていうより、寸劇かコントになりそうだ。それに地竜並みの腕力の私が撃退すると、アンが重傷を負うかもしれない。

　頓とん珍ちん漢かんな方向に協力的な生真面目お色気メイドを、片手をあげて制する。

「いや……山賊は今回は良いよ。今は対人戦よりも調理練習の方をどうにかしないといけない状況なの」

「調理練習でございますか？」

「そう、私が料理した物は何な故ぜか全て、とっても美お味いしいヘドロになるのよ」

　料理人スキルがあるから、味に問題は無い。とても美味しい。切ったり、洗ったりの作業も問題無い。だが、何故か完成形がヘドロなのだ。まるで呪いかのように、サラダであってもヘドロになるのだ。

　先程作った料理ヘドロを見せると、アンは両手で口元を隠しながら目を丸くする。

「まぁ……でも食べられるのですよね？」

「見た目を気にしなければ、食べられるわよ。食べてみる？」

　そう言って、ヘドロをマグカップに入れて木のスプーンを刺して渡すと、アンは恐る恐る受け取りスプーンを持ち上げる。

　不安そうな表情でヘドロを口に運んだアンだったが、すぐにパッと表情が明るくなった。

「イザベラ様、コレ、とても美味しいです!!　濃厚なミルクとチーズの味と、スパイシーな香辛料の香りが口の中に広がります。味が濃くてコッテリしているのに、後味が爽さわやかで喉のどごしが爽そう快かいな感じです！」

「でしょ？　見た目はヘドロなのに、美味しいでしょ？　程よく焦がしたチーズのような味が何とも言えないでしょ？　でも見た目がヘドロで気味が悪いでしょ？　この見た目をどうにかしたいのよ」

「そうですね。見た目がもう少し、せめて色が黒っぽい灰色でなくなれば食べやすくなりますね。ところでこの料理ヘドロは、何という料理になる予定だったんですか？」

「牛肉とトマトのワイン煮込みよ」

「えっ？」

「牛肉とトマトのワイン煮込みよ」

「……ミルクとチーズは？」

「全く使っていないから問題なのよ。材料を何使っても、全然違う味のとてつもなく美味しいヘドロになるの。ね？　不気味でしょ？」





◆◇◆◇◆






　今日から私の主人となったイザベラお嬢様は、あまり手を加えなければ大丈夫だろうと、せっせと一口サイズに切ったクク鳥と玉ねぎを交互に串くしに刺し、塩を振ってウキウキと焼いていた。

　目に眩まぶしい金色のフワフワの髪を揺らし、鼻歌を歌いながらクク鳥が焼けていく様を見ているお嬢様の姿はとても微笑ましく、自分の頰が自然と緩んでいくのが分かった。

　お嬢様と並んで、クク鳥が焼けていくのをのんびりと眺める。聞こえてくるのは、すぐ横を流れる小川のせせらぎに小鳥の声、時々パチパチと鳴る火の音。離れた屋敷の方を見ると、庭師が花壇に腰かけお茶を飲んでいる。

　こんなに穏やかな時間を過ごすのは、私の人生で初めてではないだろうか。

　我わが儘ままな姉の、興奮して喚わめく声が聞こえないだけでも心穏やかに過ごすには十分だけど、求めていた以上の平穏すぎる時間に、少しソワソワした落ち着かなさも感じる。

「そろそろ焼き上がる頃かしら？」

　隣で立ち上がったお嬢様の声に、ハッと我に返る。危ない危ない、完全に穏やかな時間に沈んで呆ほうけてしまっていた。お嬢様とクク鳥の焼け具合を確かめる。

　順調に焼けていくクク鳥だったが、食べごろに焼けていくにつれて形が崩れていき、ヘドロへと変わり始めた。最後には串から溶け落ちる。何故っ!?

　慌てて小皿を持って来て、串からどんどん溶け落ちていくヘドロを受け止めた。横目でお嬢様の様子を窺うかがうと、小さな口をポカンと開けて呆ぼう然ぜんとしていた。呆けた顔がちょっと可愛い。

　しかし食材がヘドロへと変わっていく原因が全く分からず不思議だけど、正直ワクワクが止まらない。ショックを受けているイザベラお嬢様には申し訳ないが、次は何味のヘドロが出来あがったのか楽しみだ。

　立ったまま呆けるお嬢様を椅子に座らせ、溶け落ちていくヘドロの下に小皿を並べていく。最終的にクク鳥も玉ねぎも完全にヘドロへと変わり、火の周りには焦げた串だけが残った。

「ごめんなさい、アン。今度こそ、まともな固形の食べ物を食べさせてあげたかったんだけど……」

　ショックから立ち直り、椅子から腰を上げたお嬢様がションボリと謝ってきた。

　元気いっぱいのお嬢様も、五回も立て続けにヘドロを生み出した現状には落ち込みを隠せないらしい。公爵令嬢という立場の彼女が、料理に失敗（？）したくらいで、使用人の私に謝る必要性なんて無いのに。

　お嬢様はキラキラと太陽の光を反射させる金髪頭のつむじを私の方に向けて、両手の指をモジモジと絡めている。ふふ、落ち込むお嬢様もなんか可愛い。

　見た目はお人形か妖よう精せいみたいにお綺き麗れいなのに、チマッとした姿と、ちょこちょこ動く姿が金色のヒヨコみたいだ。可愛いヒヨコを、いつまでもションボリと落ち込ませたままでいるのも可哀かわい想そうなので慰める。

「お嬢様が謝罪する必要なんてありませんよ。それに味は確かなのですから自信を持って下さい。お嬢様の料理は見た目から味の想像が出来ないので、それを予想したり、食べた時に驚いたりできるエンターテインメント性を持っている世界で唯一の料理だと思います。私はお嬢様の料理が大好きですよ」

　するとお嬢様は顔を上げて、おずおずと上目遣いで私を見つめ返し、不安そうに口を開く。

「本当？　でも将来ウルシュ君のお嫁さんになった時に、食べるまでどんな味がするのか分からないヘドロが、毎回食卓に並んだら嫌がられないかしら？」

　私だったら嬉うれしいけれど、お嬢様が聞きたいのはそういう意見ではないのでしょう。でも私の予想だと、あの糸目の少年は、お嬢様の料理ならたとえ不ま味ずいヘドロだったとしても喜んで飲み干すと思う。

「ウルシュ様は魔道具マジツクアイテムの製作などに時間を使いたい方だと思うので、すぐに栄養補給する事が出来るお嬢様の料理は重宝されるのでは？」

　このヘドロに栄養があるかは正直分からないけど、元はちゃんとした食材なので栄養がある事を前提にフォローする。

「でも、すぐに食べ終わったら、休憩時間が減っちゃって作業時間が長くなっちゃうわ。ウルシュ君ってば、ただでさえ根を詰めて作業するのに」

「でしたら、お嬢様が固形の食べ物が食べたいとウルシュ様にお願いして、時々料理をお願いして製作作業を中断して貰もらえば良いのではないでしょうか？　気分転換にもなりますし、お嬢様はお皿やお茶の準備などをして一緒に台所に立てば共同作業みたいな時間も取れますよ」

　それを聞いたお嬢様はなるほどと頷うなずき、検討を始めた。

　あら、ちょっと待って。

「お嬢様、お茶を淹いれる事は出来ますか？」

「お茶は大丈夫よ。問題無く淹れられるわ。あとは、そうね……果物を絞って作るジュースも大丈夫なの」

　なるほど、液状の物であれば問題無く作れるけど、固形の料理になるとヘドロ化するのね。

「でしたらスープはどうですか？」

「スープは具が溶けてやっぱりヘドロに変わるし、ポタージュ系も裏ごしまでは良いのに、火を通して交ぜている間にヘドロに変わるからお手上げなの」

　本当に『料理』になると駄目なんですね……。何故なのかしら……。

　二人でしばらく考えてみるが分からないので、とりあえず新しく出来上がったヘドロを食べる事にした。クク鳥と玉ねぎの串くし焼やきになるはずだったヘドロは、私が今まで食べた事のない味だったけれど、とても美味しい。

　何だろう？　少し塩分を含んだまろやかな旨うま味みを感じる。貝の味でしょうか？　それとバターの風味に、ほんのり胡こ椒しよう？

　考え込んでいると、横でヘドロを口に含んだお嬢様がポツリと呟つぶやいた。

「ムムル貝のバター焼きの味がする……」

　お嬢様が言うには、鉄板の上でムムル貝という貝を、バターとお酒で蒸し焼きにした料理の味なんだとか。なるほど、ムムル貝のバター焼きという料理はこんな味がするのね。食べた事がないから分からなかった。

「ムムル貝のバター焼きは、あのプリプリした食感と、殻に溜たまった貝とバターのスープを飲むのが楽しみなのに、味と匂いだけの再現じゃつまらないわ」

　私にしてみれば、クク鳥と玉ねぎで貝の旨味を引き出すだけでも凄すごいと思うのだけど、お嬢様は残念な様子。

　私の過去十三年の人生で食べてきた物の中でも、お嬢様の作るヘドロはご馳ち走そう以外の何でもないので、見た目がヘドロでも問題はない。これまで食べてきた物と比べると雲泥の差だ。ちなみに雲の方がお嬢様のヘドロだ。見た目は泥っぽいけれど。

　スネイブル家にいる間にも、普通の食事を食べさせてもらっていた。だが、糸目の少年が静かに見張っていたせいで、不気味で食べている気がしなかった。なおかつそれらを差し引いても、お嬢様の料理ヘドロの方が美味しい。

　そういえば今まで生きてきた場所では、美味しいと思える食べ物を食べた記憶がない。

　私達双子は、取り替え子チエンジリングと呼ばれる存在だった。取り替え子チエンジリングは生涯に一度だけ、自分よりもレベルやＭＰ・ＨＰと呼ばれる能力が低い者と、入れ替われる能力を持っている。その能力に目を付けた闇ギルドから、私達一族は囲われ、貴族や国の上層部の役職を持つ者の身内が幼少期のうちに入れ替わってきた。

　どんな令嬢とでも入れ替われるようにと、味は二の次の栄養だけを与えられて、レベルを上げるために鍛えられ続け、時には泥水を啜すすってきた。

　時々気まぐれにお菓子や、ちゃんとした食べ物を与えられる事もあったが、私より出来の良い双子の姉に奪われ続け、自分の口に入る事などなかった。

　奪われ続けた私は、人の物を当たり前に奪える姉のようには、どこかの誰かの人生を奪う役目に前向きになれずにいた。そのうち訓練に身が入らず落ちこぼれていき、双子の姉と比べて出来が悪いと扱いに差を付けられるようになり、生活環境が悪くなっていった。

　いつしかお姫様扱いされるようになった姉と、不出来と蔑さげすまれる私。

　私は取り替え子チエンジリングと呼ばれる存在になんか生まれたくなかった。普通の子供のように育って、学んで、普通に仕事につく。そんな人生を夢見ていた。

　どこかの貴族令嬢に成り替わってまで、贅ぜい沢たくな生活をしなくても良い。闇ギルドとは関わりなんて持たない、普通の暮らしがしたいと望み続けていた。

　だから、今回は奪ってくれた姉に感謝しなければ。

　保護された先で、普通の仕事を斡あつ旋せんして貰って普通の生活を送るよりも、お姫様扱いをしてくれる闇ギルドに帰りたかったのね。

　あの糸目の少年にそそのかされて、妹わたしと入れ替わってまで。

　でも、私と入れ替わって闇ギルドに帰ったところで、温かく迎えて貰えると思ったのかしら？

　何度も聞かされていたじゃない。私達の能力は一度発動させると常時発動へと変わるから、一度乗り移った体から出られなくなるという事を。だから入れ替わりがバレて任務に失敗し、囚とらわれた時は切り捨てるからそのつもりでいろって何度も説明を受けていたのに。

　それなのに彼が言う、『一卵性の双子なら、入れ替わっても大丈夫。自分と同じ身体だから、他人の身体に入れ替わるのとは違い、能力を使った事にならないから無効』だなんて噓うそくさい言葉を信じちゃったの？

　耳に心地良い、自分にとって都合の良い事だけを聞いて信じる姉さんだから、真に受けたのね。姉さんが無駄に能力を使ったから、私達の入れ替わり能力は消えたわ。

　そして、私はスネイブル商会に身柄を確保されていた姉さんと入れ替わった事で、自分からは何もせずにギルドから抜け出す事が出来た。潜伏先の宿屋に何かが突っ込んできて、慌てて外に飛び出した次の瞬間、気付いたら自分の身体から、走り去るスネイブル商会の馬車に乗った姉さんの身体に入れ替わっていた時には、本当に驚いたわ。急に視点が変わった事で混乱して、思わず笑ってしまうくらいに。

　暫しばらくして馬車が停とまった後、二人の男の子が馬車に乗りこんできて、体格のいい方の男の子に逆に驚かれた時も、意味が分からなすぎて笑っちゃったけど。

　本当に驚かされたし、あっさりと私を犠牲にして闇ギルドへと戻ろうとした姉さんには失望したけど、今では心から感謝してる。私はこれから姉さんの身体で、望んでいた普通の人と同じ、まっとうな生活を送るわ。

　ヒヨコみたいなお嬢様に癒されながら、普通の使用人メイドとして勤めるの。




　それでは姉さん。どうかお元気で。








第三話









　はい。十四歳になりました。あっという間に月日が過ぎて、とうとう明日がロゼリアル魔術学院の入学式だよ。

　いやー。ウルシュ君に出会い頭にプロポーズかましてから、本当に色々あったね。

　第二王子のクリス様を誘拐したり、侯爵令嬢のアリスちゃんを爆撃狂ボマーへと進化させたり、魔術師団長の息子のギースを狙った連続誘拐犯のヒロインマリエタの実父と戦ったり。

　それが終わったと思いきや、私の専属メイドとしてやってきたアンを狙う闇ギルドの残党を撃退したり。

　マリエタの言っていたオレンジ色の髪の少女とは、どうやらゲーム『ラブ☆マジカル』のクリス様の双子のメイドである、アンとメリーの事だった。実を言うとウルシュ君に言われるまで、双子のメイドキャラの存在を忘れかけていた。

　アンが我が家に来た後、ウルシュ君からおおざっぱに事情を聞いたところ、マリエタの忠告について聞いたウルシュ君が、私の知らない間に先回りして問題を片付けてくれていたらしい。ウルシュ君はその事を内緒にしたかったらしいけど、なんとか聞き出した。

　いつの間にか《嫉しつ妬と》スキルを手に入れていたウルシュ君は、アンの双子の姉であるメリーをそそのかして、《嫉妬王の欠片かけら》スキルをアンに対して発動させたのだと。そして、その発動する瞬間を狙って《嫉妬》スキルを使う事で《嫉妬王》スキルを手に入れたらしい。

　ちなみになんで双子の妹であるアンに対してスキルを発動させたのかというと、彼女達の持っていたスキルの能力が『心と身体からだを入れ替える能力』だったからだと。

　一卵性の双子ならたとえ精神が入れ替わったとしても、見た目も立場も大して変わらず、影響が少ないだろうと考えたかららしい。まぁ、全くの他人と入れ替わるよりも被害は少なくていいけれど。

　でも、それでマリエタの忠告の意味が分かった。マリエタの知っている世界では、忠告されていた八歳になる前に、イザベラはメリーに心と身体を取り替えられてしまったんだろう。あのダイモン兄様の妹なのに、何な故ぜゲームのイザベラが闇ギルドと繫つながりを持つ悪役令嬢に成長したのかがようやく腑ふに落ちたよ。中身が闇ギルドの関係者なんだから、闇ギルドと繫がっていて当然だわ。

　あと、ゲームの中で、クリス様のメイドのメリーの性格がダイモン兄様に似ていたのも納得だ。ゲームキャラのメリーの中身こそが本物のイザベラだったんだ。という事は、ゲームのなかで、アンの言動や性格がアリスちゃんとソックリだった事を考えると、ゲームのアンの中身が、入れ替えられた本物のアマリリス嬢だった可能性も出てきたわね。そしてゲームのお色気担当の悪役令嬢アマリリスの中身が、アンだったのでは？　一応マリエタと再会出来たら答え合わせをするつもりでいるけど。

　というか、この出来事って、物語とかだと当事者である私が、頑張って解決する内容じゃないか？　なんで解決した後に事後報告されてるんだろう？

　そして、うちでメイドとして働き出したアンは、どうやら双子の姉であるメリーがスキルを発動させて能力を使い切ったから、入れ替わり能力を失ったと思っているようだ。実際はウルシュ君が横から《嫉妬》スキルを発動させて、《嫉妬王の心》スキルを搔かっ攫さらって《嫉妬王》に進化させたせいだけど。

　相変わらず良く分かんない話なんだけど、『七大罪スキル』と『大罪王の欠片スキル』を合体させると、『大罪王スキル』へと進化するらしい。

　例をあげると、《強欲》＋《強欲王マモンの眼め》＝《強欲王》っていう感じ。その時誕生した《強欲王》と同じ名前を冠する『七大罪スキル』は、何か知らんけど消失する。クリス様のスキルが《傲ごう慢まん王》に進化した時に、私のステータスから《傲慢》が消えて、今回ウルシュ君が《嫉妬王》を手に入れた時に私の《嫉妬》が消えたみたいに。私自身いまいち理解できていないけど。

　……まぁ、とにかくスネイブル家で身柄を確保されていたメリーと精神が入れ替わった際に、アンはそのままウルシュ君に保護された。そのあと使用人としてのいろんな訓練を受けた後、私の元に護衛兼メイドとしてやって来たそうな。

　だけど、暫しばらくしてから闇ギルドの残党がアンを取り戻しに来たんだよね。撃退する際、ウルシュ君から引っ張り出されて来たブライアンが参戦した途端、なぜか闇ギルドが『コント』か『ピタゴラス装置』みたいに失敗を重ね続けて自滅していったから、なんの苦もなく解決したけど……。今考えても何だったんだアレ。

　他に何があったかな。

　そうそう、ウルシュ君の実家の変態から逃げる為ために、ウルシュ君と隣国に嫁いだお姉様の元まで二人で逃亡したりもした。その時に、『カラーズコレクター事件』の際にディアナ王国へと引っ越して行ったマリエタの腹違いの姉たちと出会い、知り合う事が出来たから良かった。知り合った切っ掛けが『ブラッディドール事件』と呼ばれる、連続美少女殺人事件だったのは微妙だけど。その殺人犯に狙われ監禁されていた姉妹を、ひょんな事が切っ掛けで救出したのだ。もちろんその事件はウルシュ君の頭脳と私の腕力でサクッと解決した。

　その後、面白がったお姉様が匿ってくれていたんだけど、何故かスネイブル商会経由でダイモン兄様に見つかり国に連れ戻された。渋々国に戻ったら戻ったで、王妃様に初心者用ダンジョンへと放り込まれていたクリス様と、アリスちゃんとブライアンの三人と連絡がつかなくなったと聞かされた。

　捜索隊に加わってウルシュ君と共に向かったところ、崩落したダンジョンの最下層付近に、アリスちゃん達が閉じ込められていると聞かされた時は、流石さすがにアリスちゃんが死んじゃったかと焦ったわ。ちなみにダンジョンが崩落したのは、巨大な昆虫型モンスターにパニックを起こしたアリスちゃんが、ダンジョン内で爆撃魔法を連続使用したのが原因だった。もちろん、その後アリスちゃんの訓練が一層厳しくなった。

　他にも、ギースがお祭りの出店で購入した骨こつ董とう品が、遥はるか昔、古代大型魔道具を輸送中に突如として姿を消した戦艦の在りかを示すアイテムで、皆で宝探し感覚で出掛けて行ったら、一年がかりの壮大な冒険になったりもしたな。

　帰港中、八隻の海賊船に囲まれた時に、発見した古代大型魔道具をウルシュ君が起動させたら、敵船が派手に吹き飛んでアッと言うまに沈んだのには皆で震えたわ。正直、海賊船を吹き飛ばすより、海に投げ出された海賊たちを回収して捕縛する方が、時間が掛かって疲れた。

　ちなみにその古代大型魔道具は、自身の威力に耐え切れずに壊れたので、歴史的代物だけど邪魔だからそのまま海に沈めてきた。製造日が古代っていうくらいだし、使用期限過ぎてたんだろうね。決して危険な代物だからと、アリスちゃんと共に爆破して海に投棄した訳じゃないよ？　本当だよ？

　他にも隣国付近の汽車の線路付近でモンスターテンペストが起きたからって、なぜか未成年の私達も討伐に駆り出されたり。ドラゴンに気に入られたアリスちゃんが、巣まで持って行かれちゃったから取り戻しに行ったら、アリスちゃんはドラゴンを師匠にドラゴンブレスみたいな爆撃魔法（？）を習得していたり。

　ウルシュ君が小学校を飛び級して、五日で卒業してきたり……これは普通か。




　いやー。思い返せば、とにかく色々あったわー（遠い目）。

　細かく語ると本が五冊くらい書けちゃうんじゃないかっていうくらいに色々あったわー。語ご彙い力無いから本なんて書かないけど。




　さて、改めて言うけど、ようやく『ラブ☆マジカル』で言えばゲーム開始である、魔術学院の入学式が明日に迫った。入学式当日の予定は、まず大講堂で入学式。その後、各学科の先輩達による学科紹介と勧誘イベントがあるそうです。

　学科紹介は一週間続き、毎年怪け我が人にんも出るくらいの大騒動になるらしい。

　ゲームでは名前を決める時、一緒に学科を選択肢から選んであっさり決めるから、そんなイベントがあるなんて知らなかったよ。

　一週間の勧誘イベント中に希望の学科を決めて入科届を出したあと、週末の休み明けから授業開始です。

　学院の制服は学科別に色分けされたローブのみ。ローブの下は動きやすい私服です。ローブは色さえ守っていれば丈を変えたり、刺し繡しゆうしたりフリルを付けたりといった改造は自由。人によってはローブの原形を留とどめていないとか。

　ローブの色分けは、魔法戦士科が『赤』、魔術師科が『青』、魔法科が『緑』、錬金術科が『茶』、聖魔法科が『黄』となっている。私とウルシュ君は茶色のローブだね。チョコレート色に近い茶色で、私は結構好きだ。




　ちなみに何故かゲームと違い、ブライアンは先週、騎士学校に入学して行った。





◆◇◆◇◆






　私は今、階段状に椅子が並んだ巨大な映画館みたいな大講堂で、学院長の話を聞きながら眠気と戦っている。まだ肌寒い時期だからと大講堂は魔道具で温められているし、学院長の立っている壇上以外は灯あかりが抑えられ薄暗いから、眠たくて仕方がないのだ。

　私から見える位置だけでも舟をこいでいる人や、アイツ完全に寝てるなっていう首の角度のまま、ピクリとも動かない生徒が沢山いる。

　頑張ってあくびを嚙かみ殺ころしていると、隣に座っていたウルシュ君が耳元で囁ささやいた。

「イザベラ、学院長の演説がまとめに入ってきたから、そろそろ終わるみたいだよぉ。学院長の話が終わったら、学科の紹介と勧誘が始まるから気を引き締めてねぇ」

「う、うん分かった。出口全部で何ヵ所だったかな？」

「右側の前方と後方に二つと、真後ろに一つ。そして左右のステージ脇に一つずつ。出入り口は合計五ヵ所だよぉ。後、今は黒いカーテンで閉め切られていて分かりづらいけど、左右の壁の天井付近に窓があるよぉ」

　ウルシュ君に言われて講堂の左右の壁を見ると、灯りを落とされている上に、黒いカーテンがキッチリと閉め切られているせいで見落としがちだが、天井付近に大きな窓が並んでいる。あのカーテンを開ければ、日中は魔道具の灯りが必要ないくらい明るくなるだろう。

　窓の位置を確認したところで、首を回したり、椅子に座ったまま膝ひざを曲げ伸ばしする。ずっと座っていた身体をほぐし終えたタイミングで、学院長が演説を締めくくった。

『この学院で過ごす日々が、君達がこれからの人生を生き抜いていく為の、武器や糧となる事を願っています。皆さん頑張って下さい。入学おめでとう』

　話し終わった学院長が、足早に壇上から降りるとアナウンスが流れる。

『以上を以もちまして、入学式を終わります。続きまして、各学科からの学科紹介と勧誘が学院敷地内で行われます。本日の学科見学は十五時までです。そのため十五時まで学院敷地内が封鎖されます。新入生の皆様は封鎖解除まで希望の学科の見学や校内探索等、敷地内で自由にお過ごしください』

　アナウンスが終わると同時に、講堂後方にある一番大きな出入り口が吹き飛んだ。それと同時に私はウルシュ君を抱えて跳躍し、左側の壁、天井付近の窓を目指す。

「イザベラ。中央の窓は駄目だよぉ。ステージに一番近い端の方の窓を狙ってねぇ」

「分かった!!」

　壁を駆け登りウルシュ君の指示する窓まで来たとき、中央の窓をブチ破って飛竜に伏せるようにして乗った青年が講堂に突入して来た。

　騒然とする講堂を背に、入れ替わるように私はウルシュ君を抱えたまま、カーテンごと窓をブチ破り講堂から脱出する。跳び出して見た講堂の周囲は在校生に包囲されていた。

　私に抱えられたままウルシュ君は、在校生達に閃せん光こう弾を次々と投げつけながら、のんびりとコメントする。

「今年はクリス様やギース様といった目立つメンバーがいるから、気合が入っているのかなぁ。兄さんから聞いていたより学科の勧誘が過激だねぇ」

「私も入学式の話をお姉様から聞いてたけど、まさか飛竜で突入して来るとまでは思っていなかった」

「もはやコレは勧誘じゃなくて新入生狩りだよねぇ」

　王国立ロゼリアル魔術学院は既定の魔力量を持っている王国民は、貴族平民関係無く強制的に入学させられる全寮制の学院だ。

　毎年入学式では、各学科の在校生が新入生獲得に向けて、血で血を洗うような学科勧誘を行う。

　自分達の所属する学科の強さのアピールをかねた、各学科同士の仁義なき戦いは、巻き込まれる新入生からしてみれば迷惑極まりない。新入生達は勧誘が行われる間、貴族平民関係無く争いに巻き込まれるため、一緒に逃げまどう恐怖と苦労を共にした同級生達で、身分を越えた友情や結束が生まれる事があるとかないとか。

　卒業生達は、そうやって身分関係無く結束して国を強くするために必要な行為なんだよ、と勧誘戦の正当性を主張するが、ただ各学科で勝負したい脳筋なだけだし、逃げまどう新入生の様子を楽しんでいるふしもある。

　新入生達は、連日の戦いで在校生が疲弊し、争いが鎮静化してくるまで逃げ隠れするか、早々に希望の学科の先輩達を見つけ出し入科届を提出して、授業が始まるまで寮で待機するかを選ぶ。なので、勧誘期間は休日含めて十日と定められているが、殆ほとんどの新入生が期間いっぱい悩む事はほぼ無い。

「ウルシュ君、錬金術科の陣営はどこにあるの？」

「各学科の陣営は襲撃されやすいから向かわない方が良いねぇ。むしろ校舎内に残って作業している人達を探した方が良いかも知れないよぉ」

「そっか、錬金術科だから引きこもって作業している人の方が、多いかもしれないね」

「それはどうかなぁ？　さっき講堂の後方出入り口を爆破したのは、多分錬金術科だよぉ。見た感じ魔法薬で爆破した風だったねぇ。他の科なら魔道具や魔法薬使っての爆破はしないしぃ」

　もう各学科が何をしたいのか分からない。勧誘を理由にして学科ごとに力比べしたいだけじゃないのか？

「薬品で出入り口爆破するのも、飛竜で窓ブチ破って突入して来るのも、どっちも同じくらいヤバいわね」

　ちなみに、魔術学院の学科は合計五つ。

『魔術師科』魔術師や冒険者を目指している人達が多い。魔術馬鹿や脳筋魔術師が所属。

『魔法科』分かりやすく言えば普通科。将来街の片隅で魔法屋さんしているタイプが所属。

『魔法戦士科』魔法剣士といった、魔術と武器の両方を扱う人達が多い。とにかく脳筋。

『錬金術科』魔法薬や魔道具を創る薬師や職人を目指す人達が多い。一部マッドサイエンティスト。

『聖魔法科』神官、治癒士、聖女を目指す人達が通う科。一部医療系マッドサイエンティスト。

　魔法科の『学院の良心』感。彼等にはこの争いから無事に逃げ切って欲しい。

「ところで飛竜で突っ込んで来たのは何科なの？」

「どっちかなぁ？　魔法戦士科の竜騎士かもしれないしぃ、魔術師科の召喚士サモナーの可能性もあるしぃ、分かんないなぁ。どちらにしてもあのサイズの竜であの大きさの窓に真まっ直すぐ突っ込めるくらいだから、かなり竜の扱いに長たけてるよねぇ」

　言われてみれば、竜の大きさは窓のサイズギリギリだったな。

　話しながら走り続け、人気のない裏庭のような所でウルシュ君を降ろすと、物陰に隠れながら静かに移動する。

「アリスちゃん達は逃げ出せたかな？」

　小さな声で問いかけると、私に身を寄せてウルシュ君も小さな声で返す。

「大丈夫じゃないかなぁ。むしろ参戦しそうな勢いだと思うよぉ」

「確かに皆なら、かかる火の粉を消滅させるくらいは出来そうね」

　となると、私の知り合いで一番身の危険があるのは、マリエタかな？

　いや、大丈夫か。何十回も学院の入学式から人生を繰り返してるって言っていたから、上手な逃げ方を知っている筈はず。

　そんな会話をしながら、ゆっくり移動していると遠くの方で爆音とカラフルな煙が上がった。ピンクに黄緑、水色にレモン色。その煙を見上げて、ウルシュ君は呟つぶやく。

「もしかすると、クリス様達が一番苦戦するのは、錬金術科かもしれないねぇ」

「なんで？　どちらかというと錬金術科って戦闘力無さそうじゃない？」

「そう、相手自体に戦闘力が無いから、大怪我させちゃう危険性があって下手に反撃出来ないけどぉ、錬金術科は武装しているからねぇ。ほら見てあの煙、状態異常効果や、スキル封じの効果があるよぉ」

　うわぁ……。錬金術科マジ厄介。

「まぁ、『スキル封じ』と『状態異常』くらいだったらぁ、アリス様には良いハンデになるんじゃないかな？　むやみやたらに爆破されたら校舎が壊れちゃうしぃ」

「校舎が守れるなら良いかもしれないわね。ただでさえ先輩達によって校舎が壊れてるから」

　修繕費は一体誰が払うんだ。

「イザベラ、錬金術科の学科棟は、次の角を右ねぇ」

「分かった、次の角をみ……ぎ」

　後ろから聞こえるウルシュ君の指示に従って角を曲がろうとしたところで、なんかヤバい物が見え、急ブレーキをかけ立ち止まった。

「イザベラ？　急に立ち止まってどうしたのぉ？」

「……ウルシュ君。学科棟の前で、装甲車とケルべロスみたいなのが睨にらみ合ってるんだけど」

「え？」

「装甲車とケルべロスが睨み合ってるんだけど」

「いや、うん。聞こえてたんだけどぉ、ちょっと内容が頭に入ってこなかったよぉ。ごめんねぇ」

　二人で建物の角から、そっと頭を出す。

　うん。国会議事堂みたいなデザインの錬金術科の学科棟の前で、やっぱり砂漠色の装甲車と、体長三メートル程の、頭が三つある黒い犬が睨み合っている。

　乙女ゲーム設定、仕事しろよっ!!　こんな入学式じゃ、走っているマリエタがクリス様とぶつかって支えられても、ときめけない!!　あちこち爆破され、ケルべロスが解き放たれてる校舎内で、ぶつかった相手の顔見て頰を染める余裕なんて、どこにも無いよ!!

　っていうか、あのオープニングムービーで主人公のマリエタが走ってた理由、避難してたのかよ!!

「ケルべロスはぁ……魔術師科の仕業だろうねぇ」

「私、ケルべロスが解き放たれて、装甲車が出撃する入学式とか初めて聞くんだけど」

「聞いただけじゃなく、目撃出来たねぇ。レアイベント解放おめでと～」

「こんなレアイベント嬉うれしくない。ねぇウルシュ君。私、どういう選択肢を取れば、錬金術科と魔術師科の好感度を下げずに、このイベントをクリア出来るのかな？」

「時として撤退するのも、戦略の一つだよぉ。イザベラなら素手で両方倒せるけどぉ、変に興味持たれないほうが、穏やかな学園生活を送れるんじゃないかなぁ」

　私とウルシュ君はそっとその場から離れて、錬金術科の裏手に回り、入れる場所を探す事にした。

　移動の際、空気が震えるような咆ほう哮こうと、砲撃音が聞こえたけど、全力で無視をする。私には何も聞こえなーい。

　さて、錬金術科の裏手に回ったまでは良い。そこに広がる裏庭は、もともと在ったであろう芝生が掘り返され、土が耕されている。

「これ……絶対、地雷原になってるパターンだ」

「雑だねぇ。芝生を剝はがして、その下に地雷置いて再度芝生を敷かなきゃ。コレじゃ下に罠わながあるよって言っているようなもんだよぉ」

「ウルシュ君……。上う手まく隠し過ぎても怪我人が増えて問題だよ？」

　とりあえず《色欲とうし》を発動しながら地雷原を抜けていく。

　次に校舎に入る方法だけど……絶対何か仕掛けてある。窓が閉まっているので叩たたき割ろうとすると、ウルシュ君に止められた。

「これから僕達が使うことになる校舎だしぃ、壊れる設備を最小限に留めよう」

　そう言って、ウルシュ君は《物体透過》スキルを使って、片手だけ窓ガラスを通り抜けてカギを開ける。これは、私の専属メイドのアンが持っているスキルなんだけど、ウルシュ君はそのスキルを《嫉しつ妬と王》スキルで手に入れていた。

　ウルシュ君てば、もともと《スキル取得率上昇》とかいうスキルを持っていたのに、他人の持っているスキルを好き放題に入手できる《嫉妬王》まで所有しているなんて、ちょっとチートが過剰だと思う。もはやバグキャラだよ。しかも《嫉妬王》様は、《嫉妬》と違い、特殊スキルも手に入れられるから恐ろしい。

　他にも触れた相手の声と見た目をコピー出来て、その人に三時間限定で変身出来るそうです。壊れスキル感が半端ない。

　とにかくウルシュ君のチートスキルで、窓を壊すことなく侵入できた私達は、先輩達がいる部屋を目指す。

「ウルシュ君、ストップ。なんか角から来る」

　立ち止まって様子を見ると、廊下の角から陶器で出来たシャーベットカラーのユニコーンが、コツコツと足音を立てながら姿を現した。

　陶器が動いているのは不気味だが、デザインはポップで可愛かわいい。つぶらな瞳ひとみでこちらを見て、首をかしげる。その動きも可愛い。……が。

「ウルシュ君っ!!　伏せて!!」

　慌ててウルシュ君を廊下に押し倒すと、私達の上を虹にじ色いろのレーザー砲が、ビリビリとした爆風と共に通り抜ける。その衝撃で廊下の全ての窓ガラスが、きらきらと砕け散った。

　誰だよ、あのユニコーンを創り出した『侵入者絶対殺すマン』は。

「あはは～。せっかく割らずに開けたのになぁ。あ、爆音のせいで耳鳴りが凄すごい」

　私を上に乗せたまま、ウルシュ君は楽しそうに笑う。彼はちゃっかり私の身体を抱きしめていて、善意が無駄になったのに機嫌がよかった。

「ウルシュ君。抱きしめられて凄く嬉しいけど、ユニコーンがこっち来てる。やばい」

「そうだねぇ。本当は錬金術科の校舎は壊したくなかったんだけどぉ、仕方がないねぇ」

　そう言ってウルシュ君は、私達の周りに防御壁を張ると、ユニコーンに向かって青いビー玉みたいな物を投げた。

　ビー玉が床に落ちた瞬間、視界が真っ白になり、不自然な無音に包まれる。

　次に視界が戻った時には、天井が無くなり青空が見えた。五階建ての棟だが、上の階すべての廊下と天井、外壁。教室と廊下を区切る壁が、まるで綺き麗れいに切り取ったみたいに消失している。そしてユニコーンもきれいさっぱり消失していた。

「ウルシュ君……上の階に人は」

「いたら発動しないよぉ。あれ、非対人用だから、効果範囲に生体反応があったら不発になるんだぁ。僕達みたいに、あれの威力を完全に上回る防御壁で覆われていて、感知出来なければ別だけどぉ。ただ、その時は発動しても無傷だろうねぇ」

「あれは何ていうマジックアイテム？」

「まだ名前付けてないんだよねぇ。生体反応で不発になるから魔物や魔獣にも使えなくて、商品化しても売れないしぃ。完全に趣味で創ったんだぁ」

　う～ん。趣味って言うけど、使い道は結構ありそうだけどな？　建物の解体作業とかで、ダイナマイト代わりになると思う。安全性的にダイナマイトより上だ。

　っていうかウルシュ君、あったかい。なんか良い匂いするし、眠たくなってきた。ウルシュ君の上から降りようとしたが、しっかり抱きしめられていて動けない。

「ウルシュ君、眠たくなってきたから降りていい？」

「寝てて良いよぉ」

「ダメでしょ、こんな戦地最前線みたいなところで寝たら」

　私がそう言うとウルシュ君は、私を抱きしめたまま上半身の力だけで起き上がった。そのまま私を抱えて、簡単に立ち上がる。あれ？　ウルシュ君ってば結構筋力がある？　そんな力自慢なイメージなかったんだけど……。

「ウルシュ君、重いから降ろして良いよ」

「重くないよぉ。さっきは僕が運んでもらったから交代ねぇ。僕も、イザベラを抱えて運べるくらいに大きくなったんだよぉ。だから、今度は僕が運んであげる」

　そう言ってウルシュ君は私を……肩に担いだ。

　ウルシュ君。なんかちょっと違うよ？　この運び方、なんか違うよ？　『婚約者』っていうより『荷物』みたいな運び方だよ？

「ウルシュ君、もうちょっとロマンティックな運び方を所しよ望もうしたい」

「お姫様抱っこは無理だよぉ。顔が近くなると、何かしたくなるからねぇ」

「何かって何!?」

「何かは何かだよぉ」

　ぼかすなよっ!!　はっきり言ってよ!!

　色っぽい感じの意味なら嬉しいんだけど、っていうか内心そういう意味じゃないかと期待してるんだけど、ウルシュ君の場合、本当に分からないから!!

「僕、思春期だから、婚約者の顔が近いと照れてしまって……」

「照れてしまって……？」

「発作的に頭突きするかもしれない」

　なんでだっ!?

　いや、可愛いよ!?

　内心、ワ[image: ][image: ][image: ]!!　ってなっちゃって、照れ隠しに頭突きするウルシュ君も可愛いよっ!?

　っていうか、ウルシュ君からの頭突きなら痛くも痒かゆくもないし!!　多分、ウルシュ君の方が痛いねソレ!!　私、石頭通り越して鉄頭アイアンヘツドだから!!

　でも、そこまで言えちゃうなら、もう良いじゃん!!　そこまで言えちゃうなら、もう恥ずかしくないじゃん!!　なんで照れるの!!

　天然ピュアキャラかよっ!!　ウルシュ君、腹黒なのにピュアって!!

　そのままウルシュ君は私を肩に担いだまま学科棟の中を移動していく。

　私はというと、運ばれ方が情けないので降ろして欲しい乙女心と、姿勢はともかくウルシュ君と密着出来て嬉しいスケベ心が入り交じってどうして良いか分からない。そのまま大人しく荷物のようにウルシュ君の肩の上でブラブラと揺れている。

「う～ん。爆撃したり、ケルベロスが学院の敷地内をうろついてるから、建物の中より地下のシェルターみたいな所の方が安全かもしれないねぇ。学科居残り組は地下の方にいるのかも～」

　そう言いながらウルシュ君は陶器のユニコーンが現れた廊下の角へと向かっていく。角を曲がると二階に上がる階段があった。

　正直、二階から上の階の廊下が消失しているため、階段を上がったところで教室に入れなくなっている。

　廊下側の教室の壁も全て消失して、ドールハウスみたいな建物になっている。私やアリスちゃんのような人間なら、やろうと思えば跳んで二階の教室に上がれるだろう。ウルシュ君もギリギリ二階までなら跳べるかな？

　ウルシュ君は階段の下に来ると、階段の周りの床や壁を蹴けって調べ始めた。

「階段ってさぁ、別の場所に造るより、同じ場所に続けて造った方が楽なんだよねぇ。建物の耐久面から考えても」

　そう言いながらウルシュ君が階段下の壁を蹴ると、そこの壁がガコンと音を立てて回転扉のように開いた。ここは忍者屋敷か何かか。

「イザベラ、地下に行ける階段があったよぉ。下りてみよっかぁ」

　そう言ってウルシュ君は私を担いだままカラクリ扉をくぐる。

「あっ！　待ってウルシュ君。私を抱えたまま階段を下りるのは危ないから、もう降ろして良いよ」

　そう言って、モゾモゾと動きウルシュ君の肩から降りようとすると、ウルシュ君の焦ったような声が響いた。

「ちょ!!　イザベラ！　今、動かないで!!　床に、な、何か塗ってあって……わぁ!!　滑るっ！」

　そのまま足を滑らせたウルシュ君は、私を担いだまま下り階段の方へと飛び込んで行く。

　咄とつ嗟さにウルシュ君は、私を守って自分が下敷きになるよう、空中で身体を反転させた。

　ウルシュ君!!　カッコイイ!!　男らしい!!　好き!!

　でもソレ、ウルシュ君が怪我するからっ!!　私はこの位の高さ平気だけど、ウルシュ君は怪我するから!!

　私は慌てて階段と激突しそうなウルシュ君の服を摑つかむと、遠心力をつけてウルシュ君を上へとぶん投げた。そのまま階段の段差を片足で蹴ると、空中を舞うウルシュ君をキャッチして抱き込み、自分がクッションになるように階段の下へ落ちる。背中で床に着地した瞬間、床が大きな音をたてて揺れ、埃ほこりが舞い上がった。

　舞い上がる埃でむせそうだけど、とりあえずウルシュ君を下敷きにしながら階段を転げ落ちる展開は防げたので良しとしよう。

　しかし、冷静に考えるとこの体勢はいかがなものか。

　いや、私がウルシュ君の下に来るように身体の位置を入れ替えたのだから、下に私がいて、上にウルシュ君がいるのは当然だ。だから、ウルシュ君が仰あお向むけになった私の上に覆いかぶさっているのは、当然なのだ。

　そう、さっきの廊下での体勢とは逆で、私の上にウルシュ君が覆いかぶさっている……ウルシュ君が覆いかぶさっている？

　私の上に!?　ウルシュ君が、覆いかぶさっている……だとっ!?

「ふっ!?　う、うひょぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　思わず女子として失格であろう変な声が上がる。私の女子力、本当に息してない。

　いや！　でもっ!!　だって!!　私の上に、十五歳のウルシュ君が、圧のし掛かって、いるんですよっ!!

　私の胸からお腹なかに、ウルシュ君の体重とぬくもりを感じる!!　首筋にウルシュ君の温かい呼吸がかかって、くすぐったい!!　やだ、私の上に覆いかぶさっているウルシュ君、温かいナリ!!

「ふひょぉぉぉっ!!　ごほっ……げっへっ!!」

　興奮しすぎて思いっきり埃を吸いこみムセると、我に返ったウルシュ君が慌てて上半身を起こした。

　ふに。

「わぁっ!!　イザベラっ!!　大丈夫？　苦しいの？　それとも、どこか痛い……ふに？」

「……ふに？」

　私とウルシュ君の視線が同時に、私達の身体の間へと向かう。

　上半身を起こしたウルシュ君の左手は、私の右脇の間を通って床に。ウルシュ君の右手は私の左胸おつぱいの上に。

　ふおおおおおおおおおおおおおおおおっ[image: ]

「ウウウウウウルシュ君おめでとうっ!!　これ、世に言う『ラッキースケベ』とかいうやつだよ!!　ラブコメの主人公が週一の頻度で起こす、ラッキーでスケベなイベントだよ!!」

　私の思考が混乱を極めて、勝手に口が訳分からん説明をウルシュ君に始める。

　しかし事態を把握したウルシュ君が、慌てて私の上から跳び退のくかと思いきや、ウルシュ君は一向に私の胸から手を離さないし、私の上から降りようともしない。

　不思議に思ってウルシュ君の方を窺うかがうと、ウルシュ君は私の胸を摑つかんだ自分の右手を凝視したまま、完全にフリーズしていた。

　そうなってくると、かえって私の混乱が落ち着いてくる。自分より混乱している人を見ると、自分が落ち着いてくるって本当だったんだね。

[image: ]

「……えーと。おーい、ウルシュ君。ウルシュくーん。……あぁ、駄目だ。完全にフリーズしてる」

　どうしよう、ウルシュ君完全にフリーズして応答が無い。強制終了なぐつてきぜつさせなきゃ駄目かなぁ。

　そんな事をつらつら考えていると、足元から疲れ切った男の子の声が聞こえてきた。

「大きな物音を聞いてやって来たら、イチャついてる新入生がいるんだもんなぁ……なんか切ない」

　声の方に視線を向けると、錬金術科のチョコレート色のローブを羽織った十二歳位に見える少年が、疲れ切った表情で立っていた。

「あ、ルイス・ハントだ」

「しかも、その新入生から名前を知られていて、いきなり呼び捨てられるし……なんか切ない」

　ごめん。いきなり呼び捨てて。でも、私この人の事知ってるんだ。

　ルイス・ハント。錬金術科の一学年上の先輩。『ラブ☆マジカル』のＶｅｒ．２で追加される攻略対象者の一人で、世を儚はかなむ系の合法ショタ枠。まぁ、ゲームで攻略対象だからって私には関係無い。Ｖｅｒ．１で退場する悪役令嬢イザベラは、ルイス・ハント先輩とは何の接点もないからね。

「えーと、ハント先輩。私のピュアな婚約者がラッキースケベに精神が耐え切れず、凍り付いてしまったのです。何とかして貰もらえませんか？」

「『ラッキースケベ』って……。確かにその状態は自分の意図しない形で、幸運にも舞い込んできたスケベなシチュエーションだから言い得て妙だよね。だけど紳士にとってはある意味、生殺しの生き地獄だね。理性と本能が全面戦争して固まりもするよ。ふふ……羨うらやましすぎて、なんか切ない」

　いや、理性と本能が全面戦争した結果が固まっている現状だというなら、それはもう紳士じゃないよ。だって理性とエロスの戦力が拮きつ抗こうしてるって事でしょ？　本当に紳士なら理性が圧勝して既に再起動している筈はず。

「なるほど!!　つまりウルシュ君は、私でヤラシイ事を考えているとっ!?」

　私が叫ぶとウルシュ君がようやく再起動して反応を返した。

「そうだけど違うよぉっ!?」

　いや、どっちやねん。そうなのか違うのか、はっきりしてくれ。

　そのままソロリと私の上から降り、横で膝ひざ立ちになったウルシュ君は、落ち着かなげに右手を開いたり閉じたりしながら、左手で目を覆う。

「なんか最近……イザベラが異性おんなのこに変化してきて、接し方が分からない」

　ちょっ!!　ウルシュ君!!　それ、どういう意味さっ!!　私は初めから異性おんなのこだよっ!?




　その後、他の錬金術科の先輩達が作業している部屋へと案内してくれるハント先輩の後を、ウルシュ君の腕にしがみ付きながらついて行く。

　くそう。ウルシュ君に今まで女の子として見て貰もらえていなかったなんて!!

　確かに女子力死んでるゴリラだけど、見た目は可愛い（自画自賛）美少女な悪役令嬢だから、多少やんちゃでも、恋愛対象たり得ると思っていた。が……甘かった!!

　幼少期から傍そばにいすぎて、兄きよう妹だいや悪友といった感じの、家族愛や友愛という物が先に生まれてしまい、恋愛感情に移行しないという、残念なパターンを進んでいっていた訳か。

　だが、ウルシュ君が私を女の子と意識しだした今なら、軌道修正は出来る筈だ。

　ちょっとしたボディータッチを増やして、更に意識して貰うのだ!!　いや、ウルシュ君にはそれだけでは生ぬるいかもしれない。基本『生産職特化系の人キヤラ』って、研究馬鹿が多くて、研究や開発に完全に意識が向いちゃってて、色気で迫っても鈍くて気付いてくれない、なんてパターンは良くある話だ!!

　よし!!　肉食系女子を突き抜けた、野獣系女子の方向性でいこう!!

　いや駄目だ!!　野獣系女子って、イメージがなんだか世紀末のヒャッハーッ系無法者アウトローっぽい!!　押し倒して衣服ビリビリに引き裂きそうなイメージだ。それは女子力が死んでるとかいうレベルじゃなく、跡形も無く吹き飛んでいる!!　もはや犯罪者だよっ!!　流石の私もウルシュ君相手に、衣服を引き裂くような破廉恥なマネは出来ない!!

　野獣系女子は最終手段として置いておこう。まずは肉食系女子からだ。

　しがみつくように組んでいたウルシュ君の腕を、私の前ぜん胸きよう部ぶの中央辺りへと引き寄せ、私自身もウルシュ君に引っ付く。

　さて、ウルシュ君は気づくだろうか？　自分の腕が私の胸の谷間に挟まっているという事に!!

　もし気づいて『（胸が）当たってるよ……』と指摘してきた時には、あの有名な呪文セリフ『当ててるのよ』を唱えてやるのだっ!!　さあ、来い!!







　…………おかしい。いっこうに指摘してこない。







　絶対に気付いているはずだ。あからさまにギュウギュウと押し付けているのだ、さっきのラッキースケベの過剰反応を見る限り、私の育ってきた胸で異性を意識しているのだから、気づくはずなのだ。

　なのにナゼ指摘してこない？　本当に気づいてない感じ？

　そっとウルシュ君を見上げて様子を窺う。

　ウルシュ君。……表情はいつも通りだけど、耳が真っ赤になっていた。

　これアレだっ!!　気づいているけど、恥ずかしくて指摘出来ないパターンだっ!!　ウルシュ君……普段は腹黒策士系キャラなのに、恋愛こつち方面になると駄目なのか!!　奥手ピュアになっちゃうのかっ!!　意外!!

　やだ、どうしよう!!　私の婚約者って可愛いすぎ!?

　ウルシュ君が可愛すぎてニヤニヤと見つめていると、ウルシュ君は若干虚うつろな笑顔を私に向けてきた。

「イザベラ……楽しそうだねぇ。わざとなのは気づいているよぉ……。僕が意識しないよう必死で耐えてるの見て、イザベラはそんなに楽しい？」

　やっべ。久々にウルシュ君の黒いオーラが噴き出してきた。最近無かったから油断してた。よし。怒られる前に、怒ろう。こういう時は逆切れだっ!!

「いや、気づいているなら指摘するか反応するかしてよ。色仕掛けスルーされるのって結構きついんだからねっ!!」

　……ヤバイ。ウルシュ君のオーラが一気にどす黒くなった。これは選択肢ミスったかも。

　注意して見ると、虚ろな笑顔にイラつきも出てきている。素直に謝っとくべきだったか!?

「へぇ～。僕がスルーしてるの、きつかったんだぁ。その割には楽しそうだったよねぇ……。ニヤニヤしてたよねぇ？　本当に反応していいのぉ？　色仕掛けに乗っても良いのぉ？」

　やっべぇっ!!　なんでか知らないけど、本気で怒ってる!!

　さっきまでのピュアさが、消し飛ぶレベルでキレている!!　なんでっ!?　何がまずかった!?

「人が自分の感情の変化に戸惑っている時に、純情を弄もてあそぶような事するの、止やめて欲しいなぁ」

「あ、ハイ。すみませんでした」

　思春期に悩める少年を、あまり揶揄からかうもんじゃなかった……。

　そうだよね、感情の変化に戸惑っているんだよね。さっきのラッキースケベにも若干の罪悪感も抱いているんだよね。ごめんねウルシュ君。

「ねぇ、イザベラ。なんでそんな事するのぉ？」

　まだ怒りが続いているっ!!　これ本当に怒ってるよ!!

「え～と、スミマセン。学院卒業後に結婚する予定である、婚約者のウルシュ君から異性として見られてない事に危機感を抱きまして、はい。恋愛的な意味合いで意識してもらうには、まず女の子として見てもらわなければと、色仕掛けに踏み切りました。今は反省しています」

　するとウルシュ君の黒いオーラが霧散した。若干、ウルシュ君はシュンと落ち込んだようにも見える。

「イザベラが危機感もつ事も、気にする必要性もないんだよぉ。昔からイザベラは『僕の可愛い女の子』だったんだからぁ。ただ、そこに何か違う要素というか、違う感情が加わってきて、僕が一人で戸惑って持て余してるだけなんだからねぇ。だからイザベラが色仕掛けなんて事しなくても良いんだよぉ」

「えーと、つまり私を『身近な可愛い女の子』として普通に接してきてて、そこに成長してきたと同時に『エロい感情』が混ざりだして戸惑っていると？」

　話をまとめようとすると、ウルシュ君の額に青筋が浮いた。

「ねぇイザベラ。本当に反省しているのぉ？」

　さっきはちゃんと反省したさっ!!　でも話を聞いてて思ったんだっ!!

　ウルシュ君はなんで戸惑ってるんだよっ!?　何を戸惑う必要があるんだっ!?

　可愛い婚約者がいて、成長と同時にちょっとヤラシイ目線で見てしまうって、普通じゃん!!

「いや、だってそうじゃん！　そういう事じゃん!!　ウルシュ君ってば、ちょっと潔けつ癖ぺきが入っているんだよ！　認めて開き直っちゃえば楽になるんだよ！　そして学院生活を全力でイチャイチャして過ごそうよ。残り三年間の婚約者時代がもったいないよ」

　私の勢いに押されて、怒りがしぼんできたらしいウルシュ君は、疲れたように大きく息をはいた。

「そんな事言ったって……。僕、開き直ったらイザベラに酷ひどい事しそうだし」

「ウルシュ君の考えてる酷い事って、多分、私にとっては酷くないと思う」

「イザベラの前でぇ、素直に全部さらけ出してしまったら、多分僕は凄すごく嫉しつ妬と深ぶかい男になる気がするんだぁ」

「ウルシュ君に限っては、ヤンデレ一歩手前程度ならバッチ来いだから大丈夫。むしろ、そこまで近くなったら、私から束縛される事をも覚悟しておいて欲しい」

「ヤンデレが何かは分からないけどぉ、きっとイザベラ以上に僕も束縛するよぉ？」

「だったら丁度良いじゃん。お互い束縛し合っているんだから。私はウルシュ君しか見ないから、ウルシュ君にも私以外のこの世の女性すべてを諦あきらめてもらうよ」

　それを聞いたウルシュ君は、意表を突かれた表情をした後、照れたように小さく笑って前髪を搔かき混ぜる。

「うん。イザベラ以外の女性は全部諦めるよぉ。だからその分、僕の全部をイザベラが一人で受け止めてねぇ」

「望むところよ」

　そう言ってウルシュ君の腕に更に強くしがみつくと、耳を更に真っ赤にしたウルシュ君が、小さな声で『だから当たってるよ』と言うので、ここぞとばかりに『当ててるのよ』を唱えておいた。

「背後で新入生二人が、痴話げんかした挙句にイチャついてて、なんか切ない」





◆◇◆◇◆






　ハント先輩に案内されて着いたのは、ワンフロアぶち抜いたような広い作業場だった。そこでは大勢の先輩達が、必死に魔法薬を大量生産していた。

　よくクリスマス頃に見る、おせち作りに追われる料亭を取材した番組を思い起こさせる忙しさだ。

「ココが魔法薬系の作業スペースだよ。彼らは入学式一ヵ月前から、ずっとポーションや治療薬創らされてて、なんか切ない」

　どうやら入学式で怪我人や魔力切れを起こす人達の為に、一部の魔法科の生徒達と錬金術科のポーション系を得意とする生徒は、それぞれの学科棟にある作業場で、魔法薬の大量生産をさせられるそうだ。

「沢山創っても、お金になるわけじゃないからタダ働きなんだよね。なんか切ない」

「え？　創ったポーションって売るわけじゃないんですか？」

「うん売らない。完成品は先生達が全部回収して行っちゃって、ちゃんと効果のある物か、失敗していないかを確認した後に治癒室に納品されるんだよ。そもそも学院内では、それがどんな物であっても生徒間での売買は禁じられているからね。なんか切ない」

　え……。学院内での売買が禁じられてるって……。

　じゃあ、ゲームのウルシュ君が学院内でアイテム売ってたのは、規則違反だったってことか？　ゲームのウルシュ君って、確かゲーム上では『ラブ☆マジカル』の学院内でアイテムを売ってくれる、サポートキャラだったのよね。

　なんか色々ありすぎてゲーム知識が薄れてきてるんだけど、ウルシュ君については思い出せるわよ。

　ウルシュ君は攻略やイベントに有利なマジックアイテムを、ミニゲームで稼いだポイントと交換するか、課金をする事で売ってくれるキャラクター。定位置という物がなくて学院内を徘はい徊かいしている為、見つけたらすぐに捕まえてアイテムを購入しないといけなかったのよ。徘徊しているのを捕まえられなかった場合、イベントに装備が間に合わなかったりするから、皆うっかり買い込みすぎてたわね。

　当時は、運営も考えたなって思ってた。

　ちなみに学院の売店もあったんだけど、品ぞろえが微妙に違ってて、高額かつ効果の高い物は、ウルシュ君からしか買えなかった。売店は、ポイントで回せるガチャや、ポイントで買えるアイテムの取り扱い。

　ウルシュ君の場合は、ポイントで買えるアイテムもあるけど、それは売店で買うよりも高く、取り扱っている商品の殆ほとんどが課金アイテムや課金ガチャ。という風に、課金勢しか用がないキャラだった。

　ちなみに、前世の私はウルシュ君に固執するあまり、チュートリアルの時しか売店を利用していない。売店で買うのは、ウルシュ君への裏切りだと思っていたから、ポイントアイテムであっても売店ではなく、ウルシュ君の所で交換・購入をしていた。

　ゲームウルシュ君ってば、ほのぼの癒し系キャラだと思っていたのに、超あこぎな裏商売やっていたんだね。学院内を徘徊していたのも、裏取引の為かよ。見た目と喋しやべり方で完全に騙だまされてたぜ。

　絶対ゲームウルシュ君、ラッキースケベなイベントが発生しても、動揺せずに『わぁ。ごめんねぇ～』って言って、困った風な表情浮かべるだけで済ませるんだろうな。私の横で耳を赤くしているウルシュ君を見習え。

　元となった人物モデルが同じとは言え、育ち方でこんなに変わるものなのだろうか？

　よく考えたら、私と出会わなければウルシュ君は、あの製造方法が非人道的な、豚の頭の呪術具を創る予定だったと言っていたから、道を踏み外す可能性もあったわけか。人生って、何が分かれ道になっているか分からなくて怖い。

　もし私が入学式で記憶を取り戻していたら、今みたいにウルシュ君を好きになってたか疑問なところだな。だってゲームのウルシュ君、知れば知る程なんかヤバそうなんだもん。どんなウルシュ君でも大好きだよって言いたいけど、駄目だ。今のウルシュ君の方が良い。今のウルシュ君の方が好きだ。もしも今、私の前にゲームウルシュ君と、今のウルシュ君が現れたら、私は確実に今のウルシュ君を取るだろう。

　そんな事を考えていたら、ハント先輩は作業場の端にある階段を下りて行っていた。慌ててウルシュ君と先輩の後を追いかける。

「この下の階が小型の持ち運びが出来るマジックアイテムを創る作業場だよ」

　ハント先輩が階段を下りながら説明をしてくれる。てっきりハント先輩の話す全ての語尾には『なんか切ない』って付くんだと思っていたけど、どうやら違うらしい。今回は切なくないようだ。

　さて、ハント先輩の説明によると、




　Ｂ１：魔法薬系の作業場

　Ｂ２：小型、持ち運び型マジックアイテムの作業場

　Ｂ３：中型マジックアイテムの作業場

　Ｂ４：大型マジックアイテムの作業場

　Ｂ５：小型～中型の武器・兵器系マジックアイテムの作業場

　Ｂ６：大型の武器・兵器系マジックアイテムの作業場




　と地下深くなるにつれて、開発されている物の危険度が増すらしい。

「上に建っている建物は、座学用なんですか？」

「ううん。あれは張りぼてのような物だよ。他の学科も地下に大事な施設があると思うよ。入学式や体育祭や文化祭のたびに壊されるからね。なんか切ない」

　今回は切なかったか。というか、この学院そんなイベントごとに破壊活動してるのかよ。ちょっとワクワクしてきたぜ。今回は完全に巻き込まれだけど、生徒になったら参戦できるんでしょ？　なんか楽しそう。

「ところで大型になるほど、階下の方にあるけど、どうやって表に出すんですか？」

「卒業生が開発した転移装置で地上に出すんだよ。近距離しか転送できないけど助かっているよ。一応地上に出す為の昇降コンテナもあるけどね」

「へぇ。転移装置ってあるんですね……。私のお父様の部屋には、手紙を送れる程度の小さい転送装置があったけど、大型の物も開発されていたのね」

　感心して呟つぶやいた私に、ハント先輩はウルシュ君を指さしながら口を開いた。

「君の横にいる、スネイブル商会の坊ちゃんのお母さんが、在学中に創ったんだよ」

「えっ？」

　思わず横にいるウルシュ君を見上げると、ウルシュ君は苦笑いを浮かべて頷うなずいた。どうやら本当らしい。

「それホント？　あの人ただのロリコンじゃなかったんだ？」

　あ、しまった。ウルシュ君の母親をロリコン呼ばわりしてしまった。お義か母あ様になる予定の人なのに。でも実際、はた迷惑な幼児趣味だしな。

　彼女は目を離すとすぐ、幼女をどこからともなく拾って来るので、屋敷からほぼ監禁に近い外出禁止令が出ていて、外出時もスネイブル商会職員から総力をあげて監視されているような人だ。

　彼女がなかなか姿を見せない理由は、表向きには虚弱体質だとか産後の肥立ちが悪いとか、色々言われているが、一部の人間には彼女の困った人となりは知られている。

　だからか、ウルシュ君は私のロリコン発言を気にした風もなく、話し始めた。

「だいぶ前……イザベラがまだ幼い頃、ウチの母親がイザベラを追いかけ回していた事があったでしょぉ？」

「うん。その所せ為いでディアナ王国まで逃げるハメになったのよね」

　ウルシュ君のお義母様は、幼女の頃の私をいたく気に入って、私の監禁騒ぎにまで発展するところだったのだ。古龍捕獲用に開発途中だった檻おりを用意するなど、本気が過ぎてドン引きした覚えがある。

　私が公爵令嬢という立場もあって、スネイブル家やウルシュ君のお父様は、私の監禁を阻止しようと躍起になっていた。だけど、彼女の興味の対象は美形の幼児に限るらしく、我が子のウルシュ君に対して無関心を貫いていた。それに対して腹を立てた私が、ウルシュ君を連れて国を飛び出したのだった。

　ウルシュ君は子供の頃、母親と会えない理由や、会っても話もなく接して貰もらえない理由を、産後の肥立ちが悪い為だと周囲に聞かされていたらしいが、察しの良いウルシュ君が気付かない筈はずもなく、『あの人が悪いのは「産後の肥立ち」じゃなくて「さんごのひだち」。一緒にしたらまともな妊婦さんに悪いよ』と皮肉気に言っていたのを覚えている。

　だからだろうか。将来お義母様になる予定とはいえ、幼少期のウルシュ君に寂しい思いをさせていた彼女の事は、正直苦手なんだ。

　ゲームのウルシュ君が実は歪ゆがんでいるのは、あの人が原因の一端になっているんじゃないかと少し疑っている。

「ディアナ王国から戻った後に、イザベラがウチの母親に『そんなに幼女が好きなら、自分が幼女になれば良いじゃない!!』って滅め茶ちや苦く茶ちやな理論振りかざしながら怒ったの覚えてる？」

　……ごめん。覚えてない。何言ってんだ過去の私。意味が不明すぎるだろ。

　なんか凄く怒った覚えはあるけど、何言ったかまでは覚えていなくて、返事はせずに視線を泳がせていたら、察したウルシュ君が話を続けてくれた。

「覚えてないんだねぇ……。でも、それ聞いて母さん、本当に幼女になる薬開発して、今、八歳位のお人形さんみたいな見た目になっているんだぁ……。そんな感じで、興味を持ったものに関しては凄い実力を発揮する天才型なんだよ、あの人」

　まじで幼女になったのか。私の方は言った事すら覚えてないのに……。

　でもその薬、凄い代物なんじゃないかな……。

「それって、ある意味若返りの薬だよね？　そんな物創った事が知られたら、色んな所から狙われるんじゃないの？」

「『若返りの薬』じゃなくて『幼女化の薬』だよぉ。三日で効果がなくなるから、その都度飲まないと幼女の見た目をキープ出来ないんだぁ。それを飲むと、どんな筋肉質なオジサンだって三日間は幼女になっちゃうんだよねぇ。だから若返りとは別物。悪用されそうだから、商品化はしないみたいだよぉ」

　それ、応用すれば男になれる薬も創れるっていう事だよね。スパイとか凄く欲しがりそうだ。スネイブル商会のポールさんも、変装で色んな姿になれるけど、身長的に幼女にまではなれない。出回ったら本当に厄介な代物だと思う。

　私、そんな薬が開発できる凄い人だったとは知らなかったとは言え、大変な事を言ってしまったのかも。

　そんなウルシュ君のお母様の衝撃的な近況を聞いて、呆ぼう然ぜんとしていたのだけど、ふとある事に気が付きハント先輩に疑問をぶつける。

「あれ？　ハント先輩ってウルシュ君の知り合いだったんですか？」

　さっきハント先輩は、私の横にいるのがスネイブル商会の息子だと指摘していたので、そう思い口にすると、ハント先輩は首を横に振った。

「違うよ、一方的に知っているだけ。多分、錬金術科の生徒の殆どが彼を知っているよ。彼はその歳としですでに有名な錬金術師だからね。なんか切ない」

　うん？　今のどこに切ない要素があった？　ウルシュ君が錬金術師としての腕を認められているなんて、素晴らしい事じゃないか！　ちっとも切なくないだろが、ゴルァ！

　先輩の口癖にメンチ切りかけた私を、ウルシュ君は横でドウドウと馬のように宥なだめつつ、ハント先輩に向き直る。

「僕はたまたま環境が良かっただけだよぉ。まだまだ学ぶ事があるから、婚約者共々錬金術科でお世話になろうと思うんだぁ。学科長に入科届を貰いたいんだけどぉ、今ここにいます？」

「一番下にいるよ。今は対魔法戦士科用ゴーレムの整備をしているところだけど、ウルシュ・スネイブルが来たって言えば喜ぶと思うよ。ただ婚約者を一緒に連れて行って見せつけられると、燃え尽きてヤル気を失うから、出来れば気を遣ってあげて欲しい。なんか切ないから」

　こいつら魔法戦士科相手にゴーレム持ち出す気でいやがる。殺やる気マンマンだな。

　ちなみに学科長というのは、それぞれの科の生徒会長みたいなものだ。ロゼリアル魔術学院では、全生徒をまとめて代表する生徒会というものはない。各科の学科長と副学科長および教師達の会議で予算などの決定が行われる。

　学科長や副学科長以外の委員会というものもなく、学院内の警備や図書室の司書といった役職には、専門の職員が雇われている。王族や貴族に平民が、ごちゃ混ぜに集められているこの学院で、生徒に風紀委員みたいな役職を与えても、上手く機能しないかららしい。

　領地に魔物が出たと聞けば、領主が単騎で突っ込んで行くような脳筋ばかりいるこの国で、生徒に暴走する貴族子息を押さえろと言っても無理があるのだ。その辺は専門職の大人の出番。

　いつぞや、辺境伯に嫁いで行った次姉に、王族と平民を同じ学び舎やに放り込んでも大丈夫なのか？　暗殺とかの心配は無いのか？　と聞いてみたところ、

『それ、戦場でも同じ事言えるの？　学院内で死ぬ程度の王族ならばそれまでよ』

　と言われた事を考えると、この国がどの程度脳筋なのか分かるというものだろう。日ごろ魔物や魔獣による脅威にさらされているとは言っても、血の気が多すぎないか？　よく回ってんな、この国。優秀な文官が多いんだろうな。

　確かに大規模な戦場だと王族も平民も同じ場所にいるけど、状況違うし。でも、戦場よりぬるい学院内で死ぬなら、混乱する戦場じゃ生き残れないだろうし。

　考えても思考の泥沼に沈むだけなので、私はそれについて考えるのを止めた。

　そんな感じで脳筋がゆえに、魔獣や魔物との戦いで子息がメッチャ死んでいく。だからなのか王族の一部と、ダンジョンがある土地の周囲に領地を構える領主、そして辺境伯は、その土地の危険度によって人数は違えど、複数の嫁を持って良い事になっている。

　え[image: ][image: ]。国がハーレム認めちゃってんの？　と複雑になったが、一夫多妻が認められる土地は本気マジで危険度が高いらしいので、やっぱり考えるのを止めた。だって私、平民のウルシュ君に嫁ぐから関係無いし。平民は一夫一妻だし。

　クリス様の兄である王太子には、今三人のお嫁さんがいて、子供もそれぞれに二人以上いる。だから第二王子のクリス様は今のところ一夫多妻を認められていない。ってことで、クリス様とアリスちゃんの結婚にも関係無い制度だ。

　と、なぜ急に、私が一夫多妻について考えを巡らせ始めたかというと……。

「ちょっと邪魔よ貴女あなた達。私がルイス様に、イザベラ様の応対を任されたのよ」

「あら、まだルイス様の婚約者として確定していない貴女には、イザベラ様をもてなすのは荷が重いんじゃなくて？」

「二人ともお止めなさい。ここはルイス様の正妻となる事がすでに確定している私が引き受けますわ。ですのでお二人はもう持ち場にお戻りになって」

　ルイス・ハント先輩の婚約者二人と、婚約者候補一人に囲まれて身動きが出来ないからである。

　彼女達三人はルイス・ハント先輩ルートでの、悪役令嬢ポジションにいる三人だ。

　そう、攻略対象のルイス・ハント侯爵子息の家は、ダンジョンがあり、魔物が多く出現する領地を治めている為に一夫多妻が認められていて、嫡男の彼には、すでに婚約者が二人いる。そして彼のルートが開放されるＶｅｒ．２では、彼の婚約者は三人になっているのだ。

　ルイス・ハントてめぇ!!　ハーレム築いていて、切ねぇとか抜かしてんじゃねぇぞっ!!

　全然切なくないだろお前!!　他の独り身の男子生徒全員に謝れ!!

　そして揉もめている三人を私に押し付けて、ウルシュ君を連れて下に行きやがった。もう、本気で許さないぞルイス・ハント。本格的に学院が始まったら覚えていろよ。

　そんな中、私に対してルイス・ハントのハーレムメンバーが声をかけてきた。

「イザベラ様、ルイス様から言いつかった私から、学科の説明を聞く方がいいですよね？」

「そんな事ありませんわよね？　この中で一番年上の私の方が、上手くご案内できると思いますわ。そうでしょう？」

「いいえ、イザベラ様のご家庭の環境に一番近いのは私ですのよ。私にも騎士という職についた厳しい兄がおりますの。だから私の方が話は合うはずですわ。そうでしょ？　イザベラ様？」

　これは困る。誰にお願いしても後々角が立って面倒な事になりそうだ。正妻予定の娘の家庭環境には興味を惹ひかれるが、私がいかにも釣れそうな話題を上手に振ってきている時点で、やり手感が半端ない。さすが侯爵家の正妻予定。

　とにかく私はこの場から逃げたい。上手く隙を突いて逃げたい。隙が無いなら作るまでよ。

　三人に向きあって、片手を高く挙げて口を開く。

「皆さま、ハント先輩の為にも、頑張って案内係を勝ち取って下さいね。それでは……ファイッ!!」

　掛け声と共に、挙げていた手を勢いよく振り下ろすと、彼女達はそれを合図に一瞬でローブを脱ぎ捨て、三みつ巴どもえの壮絶なキャットファイトなぐりあいを始めた。

　……だろうと思ったよ。一夫多妻が認められている程の、危険な土地の領主子息に嫁ぐ予定なんだ。脳筋じゃない筈がない。戦闘特化の令嬢じゃないハズがない。きっと脳筋令嬢には口くち喧げん嘩かなんてもどかしかった筈だ。誰かがゴングを鳴らせば素手喧嘩ステゴロが始まると予想したんだよ。

　あ、そうか。こんな脳筋嫁が三人いれば切ないわなぁ。ごめんハント先輩。貴方あなたにはちょっと同情する。

　とりあえず、三人が殴り合っている間に、この場からそそくさと離れた。

　仁義なき極妻達の戦いから何とか逃げ出した私は、魔法薬ポーシヨンを創りながら様子を窺うかがっていた先輩達の方へと逃げて行く。先輩達はフラスコだとか、ガラスの筒がウネウネした謎の器具だとかに入った液体を、冷やしたり熱したりする謎の作業をしていた。長い作業テーブルの端では、出来上がった魔法薬ポーシヨンを瓶に詰める作業をしている。そんな彼等に近づいて行き、一番近くにいた作業グループの先輩に声をかけた。

「スミマセン。今年入学してきた、錬金術科に入る予定の者なんですけども、先輩達の作業を見学してもよろしいですか？」

「え……。あ、良いよ。え～と今は、最終段階の、出来上がったポーションの中に入っている不純物を取り除いているところで、これをちゃんとやっておかないとポーションの劣化が早く……あ[image: ][image: ]、こんな最終段階から見るより、始めから見た方が良いかも。始めから見る？」

　途中まで説明してくれていた先輩が、ふと思いついたように提案してくれる。

「良いんですか？」

「良いよ。錬金術科入るんでしょ？　ポーション創りは、どの分野に進むとしても、一番初めに必ずやらされる事だからね。今は大量生産中だから普段より材料の分量が多いし、作業や道具も微妙に違うけど、工程は大体一緒だから見といて損は無いよ」

「わぁ!!　ありがとうございます！」

　実は錬金術科と言っても、分野が分かれていたりする。

　作業場の階層が違うように、薬品系、生活用魔道具マジツクアイテム、武器系魔道具マジツクアイテム、移動用の大型魔道具マジツクアイテムといった具合に、同じ錬金術師でも分野が違うのだ。

　ある意味、工業科って言っても良いのかな？　ウルシュ君はオールマイティだけど、学院では持ち運びが出来るマジックアイテムと、移動用マジックアイテムの二つを学ぶらしい。どちらも私と行商するのに役に立つからだと。

　私は、ウルシュ君が創る魔道具マジツクアイテムの説明を聞いても、難しすぎてサッパリ理解できなかったので、調合とかの薬品系に進む予定。行商しながら薬草とか採取出来たら、移動中に創れるかな？　と思って。

　だから先輩の申し出は本当に嬉うれしかった。先輩達の作業を見て予習が出来るという事だ。

「じゃあ、まずは薬草庫の隣に、下ごしらえしてる部屋があるから、そこに行ってみようか」

「下ごしらえですか？」

「そう。薬草や素材を切ったり潰つぶしたりしている部屋だよ。魔法薬創りはある意味料理と同じでね、下ごしらえをきちんとやっておくと、完成品の質が良くなるから大事なんだ」

　魔法薬創りは料理と同じ……だと。待って、私、まだ自分の料理がヘドロ化する原因が特定出来ていないし、解決もしてない。料理と一緒なら、私の創る魔法薬ポーシヨンが全てヘドロ化するかもっ!!

　不安に襲われながらも先輩に付いて行き、下ごしらえの部屋に入ると、石いし臼うすの周囲で座り込み、息を切らしている先輩達がいた。

　石臼は碾ひき臼うすではなく、つき臼タイプで、中に潰れた薬草が入っている。

　座り込んでいる先輩達は、真ん中辺りが持ち手のように細くなった棍こん棒ぼうを持っていて、どうやら私達が部屋に入ってくる直前まで、石臼に入った薬草を潰す作業をしていたようだ。

　私を部屋に案内してくれた先輩は、座り込んでいる先輩達に近づいていき、彼らに声をかけた。

「休憩中に悪いんだけどさ、新入生にポーション創りを見学させてくれる？　ここから順に彼女に説明と案内をして行きたいんだよ。だからちょっとお邪魔するね。ちなみに彼女はスネイブル商会のウルシュ・スネイブルの婚約者さんだよ」

　話し始めた先輩を、床に座ったまま黙って見上げていた先輩達だったが、私がウルシュ君の婚約者だと聞いたとたんに、一斉に私に視線を向けた。同じ部屋で他の作業をしている先輩達も一斉にこちらを振り返っている。

　そんなに注目されたら、怖いんだけど。と、思っていたら、床に座り込んでいた先輩達がカサカサと虫のように移動して来て私を取り囲む。

　えっ!?　いや、何!?　本当に怖いんだけど!!

「スネイブル商会の若奥さん……だと？」

「スネイブル商会のウルシュ様の奥さん!!」

　いや、まだ結婚してないです……。奥さん呼びは嬉しいですけど、そのギラついた視線が怖いです。本当に、一体なんなんだ。

「若奥さん!!　わ、私、スネイブル商会のキーケイ都市支店の工場で働きたいですっ!!」

「はい！　はい!!　俺はチネール都市の魔法薬工場に就職したいです!!」

「俺は、ランバート領のダンジョン都市『ゼルバンダム』のスネイブル薬草研究所に入りたいです!!」

　その声に続いて、ほかの作業していた先輩達も希望の就職先を、口々に言い始めた。

　あ[image: ][image: ]。なるほど、就職活動。先輩達はあと二年か一年で卒業だから、就職先を探さないといけなくて必死なんだね。たしかスネイブル商会って、ガルファシア大陸の要所要所に支店構えてるらしいね。きっと彼らが希望している地域は、地元か有名な所の支店なんだろな。よく知らんけど。

　ただ、私にそんなん言ってもどうしようもない。私には人を雇うような権限ないし、そもそも私とウルシュ君は独立して行商に出る予定だ。とりあえず、必死な先輩達には申し訳ないけど『それ、私に言ってもどうしようもないよ』ってことを理解してもらわないと。

「えーと。そういった雇用に関する権限は、私には無くてですね……」

「俺は、若奥さんとウルシュ様の行商について行きたいです!!」

「はい！　はい！　私もっ!!　私も世界制覇の商隊に入れてください!!」

　聞いちゃいねぇ。しかも、私とウルシュ君が行商に出る情報まで入手してて、なんか怖い。それと世界制覇の商隊ってなんだ。そんな物騒なもの結成する予定は無いよ。どこ情報よソレ。世界一周はするけどさ。

　なんだろなぁ、スネイブル商会の情報収集能力を考えると、この世界の商人って、その位の情報収集が出来ないとやっていけないのかなぁ？

　そんな就職活動に必死な先輩達が騒ぐ中、ここまで案内して来た先輩が手を叩たたき場を静めた。

「はーい、彼女が困っているから、そろそろ止めようね。アピールがあからさま過ぎて、ちょっと見苦しいよ皆。ちゃんと魔法薬ポーシヨン創りを見学させてあげて」

　そう言って先輩は集まって来ている先輩達を追い返した。案内役の先輩がしっかりした人で良かった。

　そう思いながら、ふと先輩を見上げると、ある事に気付く。

　……先輩、耳が、……上へと伸びている。

　なんというか……耳の上の方が尖とがるように斜め上へと向かって、通常の耳の二倍くらいの長さに伸びている。もしかして、薬品をずっと扱っている所為で、副作用的な症状が耳に出たんだろうか？

　案内をしてくれたり、今みたいに対応してくれたりと、ウルシュ君が帰って来るまでお世話になるので、せめてものお返しにと思って、先輩の耳に手をかざして治癒魔法をかけてみた。

　だけど、どれだけ治癒魔法をかけても伸びた耳が縮まない。不思議に思って首をかしげると、こちらの様子を窺っていた先輩達も不思議そうに首をかしげた。治癒魔法をかけられている先輩も、不思議そうな表情で私を見下ろしている。

　なんで治らないんだ？　不思議だ。

　そう思っていると、周りで見ていた先輩の一人が近づいて来て、不思議そうに声をかけてきた。

「なぁ、なんでダーヤンに治癒魔法をかけてるの？」

　なんでって、見れば分かるだろうに。副作用で伸びている耳の治療だよ。

「え？　薬品の副作用で耳が伸びて尖っている……から？」

　答えた瞬間、聞いてきた先輩がその場に崩れ落ちた。どうした!?　急病か!?　治癒魔法は要りますかっ!?

　慌てて崩れ落ちた先輩を支え起こすと、彼は声も出ないくらい笑っていた。

　どうしたっ!?　なんで笑ってる!?

　笑いすぎて呼吸困難を起こしている先輩の背中を、混乱しながら擦さすっていると、耳が伸びた先輩が困惑顔で私の肩を叩いた。

「えーと。自分、エルフだから。この耳は元から」

　元からだった!!　私やらかした!!

　変な勘違いで治癒魔法をかけた事を、エルフのダーヤン先輩に謝ると、先輩は笑いながら許してくれた。

「自分、典型的なエルフの見た目してるのに、まさかエルフだと気付かれてないなんて思わなかった。初体験だよ」

　誠に申し訳ありません。確かによく見れば、細身で身長高くて耳が長く尖っていて、金髪碧へき眼がんの物もの凄すごい美形と、まんまエルフだ。初エルフだ。

　ウルシュ君以外の男の容姿に興味無いから、大して見てなくて、まったく気付かなかった。それに何より、凄い美形っぽいのに、ゲームにモブとしてすら出て来なかったから余計に注目してなかった。そりゃ、エルフの耳に『伸びてる』って言って真面目な顔して治癒魔法かけてたら、笑われもするわ。

「本当に申し訳ないです。ところで、エルフという事はダーヤン先輩は、もしかしてかなり年上なんですか？」

「ん？　自分は今、十六歳だよ？　なんで？　そ、そんなに老けて見える？」

　あれ？　エルフって、すっごい長寿で人より老けるのが遅いから、見た目と年齢が違うんじゃなかったっけ？

　そう思ってダーヤン先輩に聞いてみると、それはハイエルフだけだと言われた。

　あっれぇ？　もしかして、この世界のエルフと、前の世界のファンタジーに出てくるエルフは違うのかな？　あまり変な質問して不審に思われてもいけないから、後でウルシュ君に聞こう。困った時のウルシュ君。

　そんな会話を、ダーヤン先輩としていると、他の先輩が薬草棚から薬草を抱えて戻って来た。

「さて、じゃあ薬草を潰すところから見せるね。この五種類の薬草を潰して混ぜるんだけど、潰した後に混ぜないといけない物と、一緒に潰して混ぜても良いものとに分かれているんだよ」

　それぞれの薬草の種類と効能について知るのは、授業で教科書を見ながらの方が良いだろうという事で、今回は手順だけを見せて貰もらう。

　さっきまで石臼の中に入っていた物は潰し終えていたようで、布ふ巾きんが敷かれた蒸せい篭ろの中に平べったく伸ばすように詰められて、他の部屋に運ばれて行った。

　先輩達は新しく持って来た薬草の重さを計り、一緒に潰して良いものだけを、石臼の中に千切りながら入れていく。それを見ていると、ダーヤン先輩が横から説明をしてくれる。

「これは、魔法薬ポーシヨン三十本分の薬草だね。授業では五本分から始めるから、もっと小さい乳鉢で潰すんだけど、大量生産時はこんな感じで石臼に入れて潰すんだよ。急いでなければ一人で潰すんだけど、今はとにかく数が必要だから、数人がかりで潰すんだ」

　ダーヤン先輩が言い終わる頃、ちょうど石臼に必要分の薬草を入れ終わったらしく、先輩達は石臼を取り囲むと、棍棒を手に薬草を潰し……フルボッコにし始めた。

「おらぁっ!!　さっさと潰れやがれぇ!!」

「クソがっ!!　クソがぁ!!　何が今日中に魔法薬ポーシヨン五千本だっ!!　ふざけてんのか教師共ぉ!!」

「いい加減に帰らせろやっ!!　イベントごとに俺らを酷使してんじゃねぇぞ!!」

「ふははははっ!!　薬草共めっ!!　泣け！　喚わめけ！　そしてバラバラになれぇ!!」

　……。違う。なんか思ってたのと違う。

　私の想像していた魔法薬ポーシヨン創りは、こんなんじゃない。これは魔法薬ポーシヨン創りじゃなくて、薬草に対する集団リンチだろ。誰がどう見ても大勢で取り囲んで、棍棒で集団リンチしているようにしか見えない。これを誰が魔法薬ポーシヨン創りだと思うんだよ。

　無言でダーヤン先輩を見上げると、先輩は達観した表情で呟つぶやいた。

「うん。皆ね、疲れてるんだよ」

　ブラック企業か、錬金術科ここは。

　内心、錬金術科に入るのやっぱり止めようかな、と思っていると、ダーヤン先輩がフォローを始めた。

「あ、心配しなくても、薬草潰す時に、必ずしも罵ば詈り雑ぞう言ごんを飛ばす必要は無いからね？」

　でしょうね。罵詈雑言が製造過程に必ひつ須すだなんて、誰も思ってないよ。

　急に罵詈雑言の嵐が収まり静かになったので視線を戻せば、石臼の周りで先輩達がゼーゼーと息を切らせて、座り込んだところだった。どうやら潰し終わったらしい。お疲れ様です。

　潰した薬草を他の容器に移し替えて、石臼を水みず拭ぶきすると、今度は別々に潰す薬草が入れられる。それを、他の先輩達が交代で潰し始めた。ジャングルの奥地で聞くような、鳥や動物の鳴き声みたいな雄たけびを上げながら。

　……ウルシュ君。早く帰って来て。

　ようやく潰し終えた薬草を全部石臼に入れると、それをヘラのような物で搔かき混ぜる。布巾を敷いた蒸せい篭ろに、それを平べったく伸ばすように入れて手渡される。これを持って、この部屋から続く隣の部屋に行くらしい。

　蒸篭を持ったまま、微妙な気分で混こん沌とんとした部屋を後にし、次の部屋へと移動した。次の部屋では、湯通しした薬草と生の薬草、乾燥させた薬草を刻んでいた。

　小柄で可愛らしい先輩が、

「小さくなぁれ。小さくなぁれ」

　と可愛い声で呟きながら、薬草を刻んでいる。彼女の目が虚ろで死んでいるのには気付かなかった事にしよう。

　その可愛らしい先輩の横で、聖母のような微笑みを浮かべながら、

「君にはなんの恨みもないのよ？　大丈夫、怖い事は何もないわ。ちょっと君の身体を切り刻むだけだからね？」

　と猫なで声で語りかけながら、薬草に包丁を叩きつけている先輩（♂）の姿も見なかった事にしたい。どいつもこいつも刃物持たせて良いのか不安になるような虚ろな目をしている事をここに記そう。

　唯一まともそうに見えるのが、カンフーの達人みたいな声を上げながら、両手に持った包丁で薬草を切り刻んでいる先輩だけというのが、なんか切ない。

　……ウルシュ君。早く帰って来て。




　学科長から入科届を貰って戻って来たウルシュ君と一緒に、職員室に記入した入科届を提出すると、学院敷地内から出る為の通行証を貰う事が出来た。

　入る科を決めてしまえば、学科紹介に参加する必要性が無くなるので、敷地から出て寮に戻って良いらしい。私とウルシュ君は自宅の屋敷から通える距離だけど、全寮制の学院なので寮に入ることが規則となっている。週末や長期休みは実家に戻って良いらしいけど、そう頻繁に帰る事もないだろう。

　国中から規定の魔力量を持つ子達が集まるので、魔術学院の外、魔術学院と騎士学校の裏を流れる川の向こう岸に、かなり大きな寮が建てられている。寮生は毎日橋を渡って通学する事になるようだ。

　実は私はまだ寮の部屋を見ていない。入学式の間にアンが荷物を持ち込んで、片付けてくれる事になっていた。

「とうとう入学だね。ウルシュ君と初めて会った日は、入学前に婚約ってお父様に言われて、そんなに長く待てないって思っていたんだけど、なんだかんだで入学まであっと言う間だったね」

「結局、一ヵ月たたない内に婚約出来たから、あっと言う間に感じたんだろうねぇ。婚約が入学まで保留にされていたら、長く感じたと思うよぉ」

　確かにそうかもしれない。本当に入学前まで婚約を保留にされていたら、じれったく感じただろう。

「あの日僕は、今日が僕の人生で一番の大事件だろうと思っていたんだけどねぇ。その後も大事件が立て続けに起きてビックリしたよぉ。きっとあの日イザベラに出会った事で、僕の退屈な人生は終わったんだろうねぇ。あれからずっと、大冒険の毎日で楽しかったなぁ～」

「まだまだ大冒険はあるハズだよ。だって卒業したら世界一周の行商の旅に出るんだし、もっと色々な出来事があって、もっと楽しい事があると思うよ!!」

　そう、私とウルシュ君は三年後、学院を卒業したら結婚して、世界一周の行商の旅に出るのだ。ただ行商するだけじゃツマラナイという事で、観光もかねて冒険者も兼業しながら行商をする事になっている。世界中を巡って、どこか住み心地のいい場所を見つけたら、そこに腰を落ち着けて細々と商売するのも良いねと話し合った。

「前にも話した事があると思うけどぉ、僕はまずメタリア王国に行ってみたいんだけど良いかなぁ？」

「西にあるドワーフが多くいる国ね。たしか牙が楼ろう帝国の先にある国で、魔道具を含めた発明品とか色々あるらしいね」

　この国を走る蒸気機関車はメタリア王国で製造・修繕されていて、線路は約一三〇年前にメタリア王国から同盟国である周辺七ヵ国を繫つなぐように通されている。七ヵ国すべてに線路を通すまで六十年かかったらしい。魔法があるとはいえ、六十年で済むのが凄い。線路には魔物が避けていくという聖木が敷板に使われていて、さらに等間隔で魔物除よけの呪術が組みこまれているらしい。どこのどの部分にどうやって組み込まれているのかは、国家機密らしくて知らされていない。ウルシュ君は何となく予想はついているようだけど。

「去年ようやくメタリア王国で大型飛行客船が完成したらしいんだぁ。それを見たいんだよねぇ。いつかは乗ってみたいなぁ」

「私も大型飛行客船に乗りたいな。この国にも飛行船は来るの？」

「今はまだ未定だったはずだよぉ。まずはゴーゴニャス大陸との定期便から始まるらしいねぇ。ゴーゴニャス大陸は沢山の鉱石に魔法石、さらにその上の魔宝石が採れるからねぇ。大陸同士が繫がると、交易も広がるからかなり期待されているんだぁ」

　飛行船で行く別の大陸か。錬金術やマジックアイテムの製造には欠かせない鉱石や魔法石が豊富なら、ウルシュ君もきっと楽しく観光できるだろうな。

「違う大陸から来た鉱石や魔法石も見てみたいから、まずはメタリア王国を目指して西側に進もうよ!!」

「やったぁ！　ちなみに牙楼帝国もかなり見どころがあるらしいよぉ。クリスタルダンジョンっていうのがあってねぇ、五層までの岩壁が光り輝いているんだけどぉ、削って外に持ち出すとただの石に変わっちゃうんだぁ。三層まではそんなに強い魔物が出ないから、冒険者が観光客を案内するツアーとかあるらしいよぉ」

　ただしそのツアーは、参加する前に誓約書を書かされるらしい。まぁダンジョンだから、勝手に行動されたら困るし、万が一の事故とかもあるだろうから誓約書は必須かな。それでも参加したい観光客はいるんだろうね。

　そんな会話をウルシュ君としていると、橋を渡り切り寮が立ち並ぶ敷地内へと辿たどり着ついた。

「じゃあ、僕は女子寮の敷地には入れないからココまでだねぇ。男子寮の敷地はアッチなんだぁ、用事がある時は預けたマジックアイテムで連絡入れてねぇ？」

「うん分かった。じゃあ、また今夜にでも連絡入れるね」

　そこでウルシュ君と別れて女子寮へと進む。まだ学科勧誘から逃げられた生徒が少ないのか、使用人や清掃職員以外の姿が見えなかった。

　建物と部屋は事前に聞いていたので迷わず進んで行く。私は今はまだ公爵令嬢なので、貴族向けの寮の豪華な個室があてがわれていて、使用人を一人だけ連れて来ても良い事になっている。ちなみにウルシュ君は大商人の息子なので、中流階級の個室が使えるらしい。使用人は付けられないという事なので、不眠不休で創作活動をしないか心配だ。せめて同室者がいれば……。

　そんな事を考えていると自室に辿たどり着いたので、部屋をノックすると、すぐにアンが迎え入れてくれた。

「おかえりなさいませお嬢様。ずいぶんお早いお戻りでしたね」

「うん。もう学科を決めちゃったから勧誘に参加しなくて良くなったの。後は授業が始まる来週まで寮内待機だよ」

「さようでございますか。ところで、お嬢様が戻られる前に、お嬢様の友人だとおっしゃる方が訪ねて来られましたよ」

　私の友人？　女子寮に訪ねて来られるという事は女の子だろう。誰だ？

「それって、アリスちゃん？」

「アマリリス様でしたら私も存じていますが、初めて見るお方でした。子連れの方でしたよ」

「子連れ？」

　誰だそれ。学院寮は関係者しか入れないから、学院生かその使用人、もしくは職員だろうけど……子連れ？　誰だ？

「どんな人だった？」

「ピンク色の髪に緑色の瞳ひとみの可愛らしい方でしたよ。今年、入学してきたそうです。お嬢様がまだお戻りになっていない事を伝えると、出直して来るとおっしゃり、すぐに踵きびすを返してしまわれたので、お名前を聞く暇がありませんでした」

　ピンク色の髪に緑の瞳の同級生……マリエタじゃね？　ヒロインのマリエタじゃね？　え？　子連れ？　どういう事？

　着替えと入浴を済ませ、アンの用意してくれた食事を食べながらマリエタの事について考える。

　子連れってどういう事だろう？　マリエタは私と同級生だから、現在十四歳か十五歳。年の離れた妹か、姪めいっ子こを連れて来た？　もしくはどこかで保護したのだろうか？　いや、その前に学院に小さい子を連れて来ても良いのか？

「ねぇアン。マリエタの連れて来ていた子供って、どんな子だった？」

「そうですねぇ。ピンク色の髪に琥こ珀はく色いろの瞳の、可愛らしい一歳位の女の子でしたよ」

　ピンクの髪……。マリエタの血縁かな？　妹か姪っ子説が有力かな。

　そんな事を考えながら食事を済ませてお茶をしていると、誰かが部屋を訪ねて来たので、アンが対応に出て行った。

　入り口の方で二言三言会話を交わして、アンが部屋に戻って来る。

「お嬢様、先程のお嬢さんが見えていますよ。名前をマリエタ・ザロモンと名乗っていらっしゃいます」

　マリエタ・ザロモン？　マリエタ・プレアじゃなくて？

　いや、母親が再婚すれば苗みよう字じも変わるか。名前がマリエタで髪がピンクなら、私の知っているヒロインのマリエタだろうと判断して、部屋に通すようにアンに指示を出す。しばらくしてアンと共に部屋に入って来たのは、私の予想通りマリエタだったが、その姿に驚かされる。

　子供の頃に会った時は、胸までサラサラの髪を伸ばしていたし、乙女ゲームでは長い髪を編み上げ、後頭部で可愛らしくまとめていたのに、今の彼女は……ショートカットだ。それもベリーショート。今日学院内で見かけた男子生徒達より、はるかに短い。顔立ちが整っているので、短くても大変可愛らしいのだが、その頭は一体どうした。いや、似合っているけど、本当にどうした。乙女ゲームのヒロインが……。

　そんなボーイッシュ美少女になった彼女は、混乱している私の前に立ち、フワフワしたピンク色の髪の女の子を抱っこしたままニコニコしている。

「え……っと。あ、マリエタ？　久しぶり」

「ええ、約七年ぶりねイザベラ!!　貴女とまた会える日を、ずっと楽しみにしていたの。本当は手紙を書きたかったのだけど、宛あて先さきが分からなくて」

　あ、そうか。手紙で連絡を取るという手があったか。全く思いつかなかった。きっとウルシュ君に頼めば、住所を調べて手紙を届けて貰もらえたんだろうけど、なんか学院に入るまで会えない＝連絡が取れないと思い込んでいた。

「あー、ごめん。手紙を私の方から送れば良かったね。思いつかなかった」

「良いのよ、だってイザベラも私の住所を知らないじゃない」

　いや、調べれば調べられた筈はずなんです。ほんとゴメン。

　内心で謝罪しながら、マリエタの腕の中でウゴウゴと動いている赤ちゃんに視線を向ける。

「え～と、マリエタ。子供を抱いたまま立ちっぱなしは疲れると思うから、まず座って」

　そう声をかけると、マリエタはアンが引いた椅子に腰かける。マリエタが座ると、アンは素早くお茶を用意し、茶菓子と共にマリエタの前に出す。

　話ができる態勢が整ったところで、早速彼女に話を切り出した。

「ねぇマリエタ。再会そうそう質問攻めにするようで悪いんだけど……その子はどうしたの？　あと苗字が変わっているのは何故？」

「私、結婚したの。で、この子が私の娘のベラよ。もうすぐ一歳になるわ。今日の入学式は子連れの生徒は免除されていたから、日中会いに来たんだけど、よく考えたらイザベラは入学式に参加していたのよね。私ってばウッカリしちゃったわ。そうそう、私の部屋は学院の母子寮にあるから、今度遊びに来てね」

　待って。待ってマリエタ。情報が過多なうえ、ツッコミが追い付かない。
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　まず、結婚して出産？　乙女ゲームのヒロインが、学院入学という物語開始時点で子持ちの人妻って、どういうこっちゃ。

　主人公の設定からして、乙女ゲームを始めようがねぇよ。

　そして次に……。

「えーと。娘さんの名前が……〝ベラ〟ちゃん」

「そう!!　イザベラから名前を取ったのよ。この子が、私のもう一つの希望になるように」

　そっかぁ……。名前の元ネタは私かぁ……アリスちゃんが、私の事をベラちゃんって呼んでいるけど、これじゃ呼ばれた時にごっちゃになるな。

「で、旦だん那な様がザロモンさん？」

「そう。私達が引っ越した先はワインが有名な土地だったの。見渡す限り広大な果樹園が広がっている所でね、そこのワイン工場でお母さんと叔母さんが働いていて、私も時々手伝いに行っていたんだ。数年前にその工場のワインを瓶詰にする機械を新しく輸入する事になってね、その機械の設置や管理の為に機械の輸入先であるメタリア王国から何人か技師さんが来たの」

「メタリア王国って、国民の七割がドワーフっていう、牙楼帝国の向こう側の？」

「そうよ！　その時にやって来た技師の一人が、この子の父親なの」

「ちなみに旦那様の種族は……」

「もちろんドワーフよ。彼はそのままこの国で暮らす事になったから、私と結婚してくれたの。今は地元のワイン工場で機械の管理をしながら、私が卒業して帰って来るのを待ってくれてるわ」

　どうしよう。聞けば聞くほど情報過多で、複雑な気分になる。

　長い間離れていた知人と近況報告して、『お互い生活が変わったね』で済ませられないレベルで情報が多すぎる。

　そもそも知人と呼べるかどうかも分からないレベルの接点しか無いのに、娘の名前を私から取ってる時点で、すでにキャパオーバーかもしれない。コメントに困る。そして旦那さんも、嫁さんだけでなく娘とも離れ離れだけど、それで良いのか。

「入学式は、子連れだと危険だし免除されるのは分かるけど、そもそも入学自体は免除にならないの？」

「ならないわ。既定の魔力量がある国民は、入学する義務があるから子供がいても強制入学よ」

「その割には入学式に集まった生徒が少なかった気がするんだけど。国中から集めたにしては講堂に収まるような人数だったし」

「あぁ、それは遠くから乗合馬車とかで来る生徒が、遅れて来るからよ。だから学科勧誘が七日、休日入れて授業開始まで十日の猶予があるの」

「確かに、他の子持ちの人とか移動が大変だね。住んでる地域に汽車が走っていれば良いけど、線路が通っていない領地の方が殆ほとんどだし。それに汽車の乗車料金も安くはないから、乗れない生徒もいるだろうね」

「領地から多少の補助金が出るけど、そのお金を浮かそうと考える人もいるものね。でも、入学免除になる場合もあるのよ」

「子持ちでも免除にならないのに？」

「そう。冒険者登録をして、魔術師としてすでに活動している子は入学しないの。そもそも冒険者は国を越えて活動するし、宿に泊まって定住せず税金を納めていないから国民に含まれないのよ」

「家を持って定住してる冒険者もいるよね？」

「でも、仕事ですぐに国外に出るし、指名依頼されたら断れずに仕事に出ないといけないから、寮生活や授業どころじゃないもの。引退してライセンスを返却して定住すれば、その土地の住民になるわね。でも、その頃には入学規定の年齢を越えているの」

　そう言えば、カラーズコレクターと戦った時、防御壁を張っていた冒険者のツインテールお姉さんは、学院生だったとしてもおかしくない年齢だったのに、学院に通ってる感じじゃなかったな。

「そっかぁ。冒険者が所属しているのは国じゃなく、冒険者ギルドになるんだね」

「そうよ。だから、冒険者ギルドに登録したら所属する国が無くなるから、国外追放を言い渡された人は、冒険者になれば国内にいても良いのよ」

「は？」

　どういう事だ？　国外追放なんだから、国外に出なきゃ駄目なんじゃないの？

　意味が分からなくて絶句していたら、マリエタが補足説明をしてくれる。

「国の法律によって違うところもあるかもしれないけど、少なくとも周辺の同盟国の法律では、国外追放と国外退去、入国禁止は別物なのよ。国外追放で国外に出ても、他の国で冒険者登録して仕事でこの国に入るのは問題無いの。だから国外のギルドで冒険者登録して、戻って来て国内にいるのは大丈夫」

「マリエタ……そんな法律の抜け道を良く知っていたね？」

「ダテに人生繰り返していないもの。とにかくこの国の保護を失って、国民じゃなくなれば良いわけだから、冒険者になっちゃえば、国外追放完了なの。重い罰の人は国外追放に加えて、入国禁止も言い渡されるけど、他国で名前や身分が変われば分かんないから、戻って来れちゃうのよ」

「ねぇ、マリエタの繰り返しの人生の中で、〝イザベラ〟が国外追放になった事ってある？」

「〝本物のイザベラ〟はないけど、〝偽物のイザベラ〟ならあるわよ。入国禁止も言い渡されていたから国外に出て行ったわ。でもその後、行方を追えなかったらしいから、どこに行ったかは分からないわね」

〝本物のイザベラ〟に、〝偽物のイザベラ〟ね。前にウルシュ君が語ってくれた予想が、合っているか答え合わせが出来るだろうか？

　私は身を乗り出し、マリエタにも寄って貰うと、彼女の耳に小声で質問した。

「昔、マリエタが私にしてくれた警告を覚えてる？」

「えぇ、覚えているわ」

　マリエタはそう答えながら、視線をチラリとアンの方へ向けた。

「答え合わせをさせて。マリエタが言っていた私の人生を奪う少女と、偽物のイザベラというのは、そこにいるアンの双子の姉、〝メリー〟の事？」




　夜、ベッドに潜り込んでウルシュ君がくれた魔道具マジツクアイテムの首飾りを手に取る。

　首飾りに付いた親指サイズのクリスタルに魔力を込めると、クリスタルの中で水色に輝く蔦つたが広がって行き、私が潜っているシーツの中を明るく照らす。

「コール。ウルシュ」

　呼びかけると、クリスタルの中で水色に輝いていた蔦がオレンジ色の光に変わり、点滅を始めた。私は点滅している光を見ながら、応答を待つ。

　暫くすると、オレンジ色に点滅していた光が水色に戻ると同時に、ウルシュ君の声がクリスタルから響いた。

『は～い。こちらウルシュだよぉ。通信が遅かったけど、何かあったぁ？』

「うん。マリエタが私の寮に遊びに来てたの。彼女と母子寮の門限ギリギリまで話していたら、こんな時間に……」

『マリエタ嬢が来てたのぉ？　何しに？』

「再会を祝うのと、近況報告と、これから学院で注意するべき人物と出来事について、警告に来てくれたみたい。その中にはゲームの内容で知っていた人物や出来事もあったんだけど、その他にも色々注意するべき事が沢山あったから、そういう情報は助かるし嬉うれしいかな。ただ、時間がなくて簡単な箇条書きみたいな感じでしか教えて貰えなかったから、後日学院で詳しく教えて貰う事になったよ」

『そっかぁ。ところで、「取り替え子チエンジリングと悪役令嬢達」の答え合わせは出来たぁ？』

「残念ながら、後日学院でと持ち越されたよ。同じ部屋に関係者であるアンがいたからね。アンって闇ギルドで訓練を受けていたから、聴力良いし、読唇も出来ちゃうから、部屋の隅にいたとしても安心して話せなかったみたい」

『まぁ、彼女が何者なのかを知っていたなら、警戒するのは当然かもねぇ』

　マリエタは自分がループしている事を沢山の人に知られるつもりが無いらしく、アンを横目で見た後、『（それについては）学院でね』と囁ささやいた。

　アンは自身が闇ギルドの『取り替え子』作戦の要だったという事を認めているので、いても構わないかと思って聞いてみたが、よく考えればマリエタがループしているという前提を知っていない者からすれば、関係者ではないマリエタがその辺の事情や、起こったかもしれない出来事について語っていれば不審に感じるだろう。それに加え、マリエタは例の『世界の崩壊を招く大賢者』を警戒している様子だった。

　マリエタのループをその大賢者が知れば、邪魔者として目を付けられるかもしれない。目を付けられるだけではなく命や生活を脅かされる可能性だってある。

　とりあえず今日の会話のなかで、私が転生者だという事を知っている婚約者に、マリエタから聞いた忠告やループについて相談した事を告げた。事後報告の形になったがマリエタは快く了承してくれたけど、話し合いの結果、これからは他の人には秘密にする事になった。

『まぁ、それが良いだろうねぇ。大賢者の事は置いておくにしても、他人に言っても信じないだろうし、信じたら信じたで、未来の情報を聞き出して利用しようとする人も現れるかもしれないからねぇ』

「マリエタが言うには、すでにだいぶ未来が変わっているらしいけどね」

　まず、第二王子のクリス様の婚約者が私ではなくアリスちゃんになった事で、学院入学時点で婚約しているはずの人物や相手が、だいぶ変更されているらしい。これはループのたびに微妙に違っている事はあったそうだけど、今回ほどの大掛かりな入れ替わりではなかったらしい。

　なぜそうなったのかは分からないけど、クリス様の呪いが解けたり、婚約者がアリスちゃんになった事で、派閥的な事情とかが影響してきたのかもしれない。

　ちなみにアリスちゃんは、王妃様が率いる冒険者パーティー『架空の騎士団ペルソナナイツ』の次世代メンバーになっている。

「そういえばマリエタに、冒険者になると国民ではなくなるみたいな事を聞いたんだけど、そうなるとアリスちゃんや王妃はどうなるの」

『冒険者でも、国に対して大きく貢献したりすると、爵位を与えられて国に囲われる事があるでしょ』

「そんな事があるの？」

『そんな事があるんだよぉ。で、国家的な立ち位置というか役職を持つと、冒険者でありながら国民として認められるんだよぉ。その分国民としての責任が発生するんだけどねぇ。大体の高位冒険者はその責任を嫌がって、国が爵位をあげるって言っても断るんだよねぇ。基本、冒険者って自由人の集まりだし。そして、王妃やアリス様は元々貴族の人間だから、国家的な立ち位置を持っているでしょぉ。だから貴族籍を抜けて平民にならない限りは国民のままなんだよぉ』

　ややこしい。そういう法律的な細かい事を理解するのが苦手なのよね。なんとなく貴族は冒険者登録しても自国の貴族として国民のままと理解しとけば良いかな。

「難しいね」

『諜ちよう報ほう活動する人や、外交を担当している貴族はだいたい冒険者登録しているよぉ。冒険者カード持っていたら、国の行き来が簡単になるからねぇ。外交先として訪れていた国の情勢が悪くなって、国から出られなくなったときに、外交官ではなく冒険者として秘密裏に国から脱出する事もあるんだよぉ』

　ちなみにそういう事が出来るのは、冒険者ギルドのカードだけらしい。冒険者ギルド以外のギルドは、国民のまま登録するので、国越えには使用できない。

「冒険者カードって本来はそういう使い方する物じゃないと思う」

『使える物はなんでも使っておくべきだよぉ。僕たちが行商する時は、冒険者ギルドと商業ギルドに登録しておいた方が良いねぇ。販売で取り扱い出来る物が広がるからぁ。錬金術ギルドと薬師ギルドもあるけど、錬金術科に入った時点で両方ともギルド登録されるから、錬金術の授業が始まる初日に、ギルド会員のカードが渡されると思うよぉ』

「それって、授業の成績によってランクが上がったりとかするの」

『Ｄ級まではねぇ。Ｃ級に上がるときはギルドで昇級試験があるよぉ』

　なんか『工業高校で在学中に資格が取れるよ』みたいな感じかな？

　頑張って授業の課題をクリアして、卒業までに最低でも両方Ｄ級に上げておこう。

「ウルシュ君は既に錬金術師として活躍しているけど、もう錬金術ギルドとかのカードを持ってたりするの？」

『持ってるよぉ。持ってないと錬金術で創った物の商品化や販売が出来ないからねぇ』

「ちなみにランクは？」

『錬金術ギルドと商業ギルドはＳ級で、薬師ギルドはＣ級だよぉ』

　ウルシュ君ってば、やっぱりチートだった。錬金術科で習うべき事なんて、何もないんじゃないかな。

「なんでそんなにランクが高いの……」

『ん[image: ][image: ]。ステータス表示の指輪と亜空間ポーチを創って発表したら、なんか錬金術ギルドでＳ級になって、さらにその販売で商業ギルドでＳ級になったよぉ。薬師ギルドはコツコツとあげたんだぁ、これ持ってると取り扱い出来る薬草や素材が広がるからねぇ』

　ウルシュ君があまりにも簡単に創っていたから、全然意識してなかったけど、確かにあの二つの商品は歴史を変えるレベルの物だよね。現地人チートキャラって、なんでこんなに人間離れしているんだろう。実は転生者で女神からチートを何個か貰もらっていますって言われた方が、まだ納得できるんだけど。

　ウルシュ君なら、いつかマリエタの言う『大賢者』に近づける気がする。








第四話









　ゴーゴニャス大陸、ダルダーニャ地方に現在まで伝承される五十五の童謡より。

　五十四番目の唄うた『おうさまのかけら』。










　ヘルバンダーニャの山の上　悪い王様おりました

　ヘルバンダーニャの山の上　独りで王様おりました

　王様山から降りません　それでも誰より物知りで

　王様両手を組んだまま　それでも誰より強かった

　王様瞼まぶたを開けません　それでも誰より見通して

　王様声を出しません　それでも誰より魅力的

　ヘルバンダーニャの山の上　悪い王様おりました

　何をしたかは知らないけれど　悪い王様おりました

　ある日空から聖騎士が　王様退治にやって来て

　王様十個に分けました

　ヘルバンダーニャの山の上　強い聖騎士帰ったら

　ヘルバンダーニャの山の上　十個の王様拾います

　遠い遠い海の向こう　十個の王様捨てに行き

　七個は捨てて　二個食べた

　ヘルバンダーニャの山の上　悪い王様おりません

　ヘルバンダーニャの山の上　独りの王様おりません










「な、なに？　その唄」

　ベラをあやしながら歌っていたマリエタに声をかける。

「え？　今の唄？　この唄は私の旦だん那なさんがベラをあやす時に歌っていた唄なの。なんでもゴーゴニャス大陸の方の童謡なんですって」

　今日はマリエタが錬金術科の入科届を貰いに行きたいと言うので、一緒に学院に向かっている。私は既に入科届を提出しているので、授業が始まるまで学院に行かなくても良いんだけど、乳児連れのマリエタをあの学院内に行かせるのが心配だった。

　そこで護衛するつもりでついてきたのだ。現在私はマリエタとベラに防御魔法をこれでもかとかけている。一応マリエタも防御魔法が使えるらしいのだが、ケルベロスやドラゴンが解き放たれ、爆撃による轟ごう音おんが響き渡っている学院内で、乳児を連れて歩くには不安があったので、私が魔力量に物を言わせて強固に保護させてもらった。

「ゴーゴニャス大陸……どっかで聞いたな。あ、そう言えばウルシュ君が、メタリア王国からゴーゴニャス大陸に向けて、飛行船の定期便が始まるって言ってたね」

「そうなのよ！　今までは船でしか貿易が出来なかったんだけど、海には海獣が出るからあまり多く行き来が出来なかったんですって。これからは空から行き来が出来るようになるから、沢山の鉱石や魔宝石の取引が出来るって、旦那さんも言っていたわ」

「へー。という事は、その唄はゴーゴニャス大陸から船で来た人達が、メタリア王国に持ち込んだ文化の一つなのかな？」

「そうみたいね。確か今の唄は『王様の欠片かけら』っていう唄よ」

　……『王様の欠片』ね。

　なんだろう。私ってゲーム脳なのかな？　なんか『大罪王の欠片スキル』に関連付けて考えそうになったよ。だってなんかイベントクエストを受けるのに必要な情報っぽくない？　この情報を持ってないとイベントクエストが発生しない的な。

　まぁ、これはゲームじゃなくて現実だから、関係無いんだろうけど。

　いや、待てよ？　無関係と決めつけるのは早いかな？　でも他の大陸の唄だしなぁ。

「ねぇマリエタ。今の唄もう一度聞かせてくれる？」

「ん？　良いわよ？」

　お願いするとマリエタはこころよく引き受け、もう一度同じ唄を歌い出す。

「ヘルバンダーニャの山の上　悪い王様おりました

　ヘルバンダーニャの山の上　独りで王様おりました

　王様山から降りません　それでも誰より物知りで

　王様両手を組んだまま　それでも誰より強かった

　王様瞼を開けません　それでも誰より見通して

　王様声を出しません　それでも誰より魅力的

　ヘルバンダーニャの山の上　悪い王様おりました

　何をしたかは知らないけれど　悪い王様おりました

　ある日空から聖騎士が　王様退治にやって来て

　王様十個に分けました

　ヘルバンダーニャの山の上　強い聖騎士帰ったら

　ヘルバンダーニャの山の上　十個の王様拾います

　遠い遠い海の向こう　十個の王様捨てに行き

　七個は捨てて　二個食べた

　ヘルバンダーニャの山の上　悪い王様おりません

　ヘルバンダーニャの山の上　独りの王様おりません」

　う～ん。思い込みというか、先入観を持っている所せ為いかもしれないけど、怪しい。どうも『王様の欠片』と『大罪王の欠片』を関連付けようとしてしまう。

　大罪王ってのは、言いかえれば悪い王様とも言えなくもない訳で。

　瞼を開けなくても見通すって《色欲とうし》《傲慢ぼうえん》《強欲かんてい》に関連付けて考えられる気がするんだよなー。

《傲慢王ルシフアー》みたいな能力なら、山から降りなくても物知りだろうし。両手を組んでも強いってのは何だろう？　『カラーズコレクター』のヒルソン子爵の奥さんであるリンゼイさんが所持していた《暴食王ベルゼブブの両腕》かな？

　でも《暴食王ベルゼブブの両腕》の能力って、結局何だったのか分からないままスキルが消滅したんだよね。ウルシュ君がいつの間にやら《暴食》スキルのレシピを持っていたけど、それ単体じゃ『大罪王スキル』へと進化しないから、結局能力は謎のままだ。

　でも十個に分かれてるなら、七大罪とは言えないよね。

　七個捨てて、二個食べた。の捨てられた七個が七大罪と考えられなくもないけど。って、うん？

　七個捨てて、二個食べた？

　ちょっ!!　残りの一個が行方不明!!　最後の一個どこ行ったんだよっ!?

「ねぇ、それ数が合わなくない!?」

「え？　何の数？」

　私の疑問にマリエタが首をかしげる。

「いや、王様の欠片だよ。十個に分けて、七個捨てて、二個食べて、じゃあ残りの一個は？」

「う～ん？　あ、本当。あんまり深く考えてなかった。でも古い童謡って意味が分からない物が多いし、そんなに深く考えなくても良いんじゃないかな」

　確かに童謡って意味が分からない物が多いけど、なんかモヤモヤする。そう言えば日本の童謡も意味が分からなかったり、実は怖い意味が隠されている的な物も多かったけど、それと同じような感じでは流せないんだよね。

　実際自分に『大罪王スキル』として、ステータスに実害が出ているからなぁ……。

　え[image: ][image: ]。何コレ怖い。ゴーゴニャス大陸の童謡が怖い。

　ギースのいろんな記録情報を収集・検索できるっていう《魔道辞典》スキルの中に、ゴーゴニャス大陸の童謡についての詳しい情報がないかな？

　でもなぁ……。最近のギース、会話が成り立たないんだよね。なんか、ギースってばゲームと違う感じに育って、言い回しが難しいというか詩的というか、とにかくブライアンが間に入って通訳してくれないと、何言っているか私にはサッパリなんだよ。

　なのにもかかわらず、頼みの綱のブライアンはゲームと違って魔術学院に入学してないし……。やっぱり困った時のウルシュ君頼みになるかなぁ？




　童謡に動揺しながら学院内を迷わず進んで行くマリエタについて行く。

「マリエタ、よくこんなに静かな通り道を知ってるね」

　遠くに聞こえている、騒動の音を聞きながらマリエタに声をかける。学院の敷地に入ってから、マリエタは暴動に巻き込まれない安全な道を選んで突き進んでいた。

「だって何十回も学院生活をやり直しているんだもの。この入学式にも慣れてるわ。他にも隠し通路だとか、隠されたまま忘れ去られていた禁書庫の場所とかも知っているから、なにか学院内で困った事や知りたい事があれば私に聞いてね」

　隠されて忘れ去られた禁書庫か。ウルシュ君とギースが喜びそうだね。でもゲームのどのルートにも出て来なかったから、ゲームルートで紹介されていた未来以外のループ知識なんだろう。一体マリエタは、何度この世界を繰り返してきたんだろう。

「やっぱりマリエタはループを抜け出したい？　……よね」

「うん。やっぱり、もう疲れちゃったかな。前の人生で死に別れたりした人ともう一度会えて嬉うれしかったり、別の人生では助けられたりするけれど、やっぱり前の人生で出会ったその人とは違うの。苦楽を共にした思い出も、相手からは失われてしまうし。そんな時は本当に悲しくて悲しくて、どうしようもなく泣きたくなるの」

　確かに、ゲームで見たシナリオだけでも、カラーズコレクターだとか、ブラッディメイデン事件だとか、牙が楼ろう帝国の第二皇子の護衛だとか、かなりの量の事件を皆の好感度を上げつつ協力し合って乗り越えてきた。なのに、ループで戻って築き上げてきた思い出や信頼を、初対面からやり直す事になったらやるせない。

　自分は覚えているのに他の皆は覚えていないなんて、想像しただけでも辛つらいのに、実際それを繰り返してきたマリエタはどれほど苦しんだだろう。

　聞いてはみたものの、マリエタの返答に言葉を返せずにいると、マリエタは振り返り少しバツが悪そうな笑顔を私に向けた。

「でも、その度に可愛い我が子のベラだとか、新しい旦那様だとかに会える幸せもあるの。辛い事ばかりじゃないわ。今回はイザベラとだって出会えた。私はこんな新しい出会いや新しい幸せがあるから、辛い繰り返しの中でも強く生きていけるの。辛い事ばかりじゃないって知っているから、心折れずに今までやってこられたの。だから繰り返しが終わる最後の人生まで、私は一生懸命生きあがくわ」

　そう言ってマリエタは私の正面に戻ると、私の額に自分の額をそっと寄せる。

「だからイザベラ。今回で私をループから外す方法が分からなくても、気にはしないで。確かにこのループから抜け出したいわ。でも理由や原因は分からないけど、これは私の事情や私の戦いでもあるのよ。諦あきらめずにいたら今回のいつもとは違うイザベラと出会えたし、学院入学前から沢山の事が変わっている。あなたはようやく見つけた私の希望の光。今回貴女あなたと出会えたそれだけで、まだまだ私は頑張れるわ」

　そうして今回が駄目なら、マリエタは次からも一人で戦うのだろうか。何度も絆きずなを結び直して、終わりの見えない出口を探して、違う結果を求めて一人で繰り返すのだろうか。そこに再び私の人格がいるのかは分からない。マリエタの今までの人生で、私が前世の記憶を持っていなかった事を考えると、次もマリエタが私と出会えるか分からないし、たとえ次の人生でも私が前世の記憶を持っていたとしても、今のこの瞬間の思い出を持っているかは分からない。

　覚えているのはマリエタだけ。

「マリエタ。私も協力するから。一緒に学院に通える間もループについて沢山調べるし、卒業して世界中を行商の旅に出ている間も、新しい土地で何か情報がないか調べ続ける。それと、マリエタが心配していた、世界の崩壊に関係していると思われる大賢者についても」

　ミッションが多すぎる気がするけれど、マリエタは今までそれを一人で頑張ってきたんだ。手分けしたら、もっと情報を集められるかもしれない。

「ありがとう、イザベラ。もし今回が駄目で、また繰り返す事になっても、今回の貴女の事はずっと忘れないわ」

「今からそんな事を言ったら駄目だよマリエタ。私はクエストを受注したからには、一生かけてでもクエスト達成するつもりでいくから。マリエタも疲れただろうけど、まだ次の事は考えずにいて？」

「そうね。始めから次を考えていたら、上う手まくいくものも上手くいかないわね」

　ゲーム風に軽く『クエスト受注しました』なんて言ったけど、セーブは利かない上に攻略情報皆無の現実世界で、どう挑んでいけば良いだろう？　失敗したら、私じゃなくてマリエタが『はじめから』を強制選択させられる訳で。

　これ本当に乙女ゲームじゃないよ。ジャンル詐欺だよ。いや、異世界とはいえゲームじゃなくて現実なんだけど。

　さて、真剣に考えると気が重くなるから、ゲーム風で考えよう。

　現在、私が受注しているクエストは、





　・大賢者が関わるとされる世界の崩壊を調べよう

　・世界の崩壊を止めよう

　・マリエタのループの原因を解明し、マリエタをループから解放しよう






　の三つかな。

　私の個別クエストとして、





　・ウルシュ君と無事に卒業して結婚しよう

　・大罪王スキルを何とかして、魔王化を防ごう






　の、二つを入れて、全部で五つだね。

『ラブ☆マジカル』のヒロインであったマリエタが、こんな状況だから、乙女ゲームのＶｅｒ．１のイザベラ公開断罪イベントは既に回避できたと思って良いだろう。

　あれ？　私気付いちゃったんだけど、『大賢者』ってさ、『大賢者』って呼ばれるだけあって、物知りなんじゃない？　だって賢い者で『賢者』でしょ。しかも『大』っていうだけあって、かなり知識があると思うんだけど。

　つまり『大賢者』さえ見つける事が出来れば、世界崩壊に関わっているのか？　とか、マリエタのループについて何か情報を持っていないか、とか、大罪王スキルについて聞いた事はないか？　とか、私を魔王にしようと企たくらんでいる誰かさんの話を聞いた事はないかとか、色々聞き出せるんじゃないだろうか？　全部が全部を『大賢者』が知らなくても、手掛かりは摑つかめるんじゃない？

「マリエタ。私、良い事考えた」

「え？　なぁに？」

「『大賢者』を生け捕りにしよう!!」

「え？」

「だから『大賢者』を生け捕りにするんだよ!!　そうすれば、大体の悩みの解決にむけて、状況が何歩も前進するよ!!」

「え……あ、うん。そうね……。うんっ!!　そうだわ！　確かにそうよ。イザベラ、『大賢者』を捕まえましょう!!」

　とりあえず第一の目標が出来た。まず『大賢者を探し出し、情報を集めよう』だ。やる事が多すぎて、どこから手を付けていいか分からないから、当面の目標を決めてそこを突き進めば、解決の糸口が見つかるかもしれない。

　マリエタも、今までのループの間に『大賢者』と接触した事がないようだから、問題解決に向けての、新たな角度からのアプローチになるんじゃないかな？

「と言っても、私が『大賢者』の存在に気が付いたのは、前回の人生の最後の方だったから、あまり具体的な情報を持っていないのよね。だから探し出す為ための手掛かりは何もなくって……」

「そう。マリエタはどんなきっかけで『大賢者』の存在を知ったの？」

　私の質問にマリエタは何かを思い出すように首をかしげながら考え込んだ。

「そうねぇ……。世界が崩壊する直接的な原因は毎回微妙に違うんだけど、でも世界が崩壊する前には必ず、大陸中を巻き込む大戦が起きるの。大戦の名前は色々あったけど、一番使われていたのが『ガルファシア大戦』だったかな？」

「う～ん、大陸全土で戦争が起こるのか。卒業後にウルシュ君と大陸中を行商して回る予定なのに、戦争が勃ぼつ発ぱつするのは困るな～」

「ウルシュ君と行商？　もしかしてウルシュ君って、スネイブル商会のウルシュ・スネイブルの事？」

　その質問に肯定すると、マリエタはその場に足を止めソワソワと何かを悩み始めた。

　一体なんだろう？　そういえばマリエタの家族に王都から離れた先の、ワイン工場という仕事先を紹介したのはウルシュ君だけど、人ひと伝づてにそれとなく紹介しているから直接的な接点は無かった筈はず。

　という事は、マリエタがウルシュ君について知っている事と、今こうして何か考えているのは、ループ中のウルシュ君の事だろうか？

　マリエタが何についてソワソワと考えているのか分からないけど、とりあえず彼女の考えがまとまるまで、黙って待つ事にした。

　しばらく挙動不審に考え込んでいたマリエタは、ようやく考えがまとまったのか、真剣な表情で私に向き直った。

「ねぇイザベラ、そのウルシュ君とどんな繫つながりがあるのかは知らないけれど、あまり彼には関わらない方が良いと思うわ。この学院にいる間に彼とは距離を置いて、近づかないようにして」

　……私の婚約者が、ヒロインから『触るな危険』の要注意人物扱いされているでござる。

　いや、関わるなって言われてもウルシュ君は私の婚約者だし、三年後には結婚して家族になるんだけど。

　そういえばマリエタには『婚約者がいる』とは言っていたけど、それが誰かは言ってなかったわね。でも感情のままに、『人の婚約者をそんな風に言うなんて酷ひどい』とかは言いませんよ。

　だって、これまでの間に『ゲームウルシュ君』のヤバさは何となく理解できているからね。私と婚約するかしないかの分岐点で、ウルシュ君の性格や錬金術で創り出す物に大きな差があろう事は、何となく察しがついている。

　多分マリエタは、私と『婚約していない人生を歩んだウルシュ君』──つまり私の知る『ゲームウルシュ君』の事を言っているんだと予想。ただ私は、ゲームで購入したウルシュ君が創ったアイテムと、ウルシュ君が過去に『暴食まりよくぐらいの豚マスク』を創ろうとしていた話を聞いて、『ゲームウルシュ君』の人格を私なりに予想しただけなので、実際に分岐の先にいるウルシュ君を知るわけではない。

　でも今ここに、分岐の先にいたであろうウルシュ君を知っているマリエタがいる。

「えーと。どうしてウルシュ君と関わらない方が良いの？」

　ウルシュ君が私の婚約者だと伝えてしまうと、本音が聞けないかもしれないので、その事は言わずに質問だけする。ごめんマリエタ、肝心な事は言わずに情報だけ引き出そうとして。

「私もあまり詳しくは知らないんだけど、これまでの学院生活の中で彼の周囲には色々な噂うわさがあったの……。実際に憲兵に要注意人物としてマークされていたから、噂に信しん憑ぴよう性せいがあったし」

「噂？　どんな噂？」

「それが……学院内の規則に反して、生徒相手に授業で使った物や創った物を売っているとか」

　ポイントで買えるアイテムの事ですね。分かります。

「さらには、まだ未承認の実験段階のアイテムの試作品を売り払っているとか」

　課金アイテムの事ですね。分かります。

「一定価格で、何の商品が入っているのか分からない物を売っているとか」

　課金ガチャの事ですね。分かります。

「そういった商品のやり取りしていたんじゃないかと言われている生徒の一部が、行方不明になっているとか。彼と親しくなると行方知れずになるとか」

　それは初耳だわ。行方不明ってかなり大事じゃないか？

「学院に慣れる事が出来なくて、学院から飛び出して行く生徒は毎年一定数はいるんだけどね。学院側も生徒を預かっている訳だから、衛兵や憲兵に捜索願を出して探して貰もらうんだけど、私が学院に入学してからの三年間は例年より行方不明者が多くて問題になるの」

「それがウルシュ君が原因だと」

「はっきり彼が原因と証明された訳ではないのよ。あくまで疑わしいってだけで。でも行方不明者の中で、発見されない生徒の一部が、彼と一緒にいる姿を度たび々たび見かけられていたから、憲兵にマークされる人物の一人になっていたの。学院に隠れて金銭のやり取りをしている噂があったせいで、余計に疑われたのかもしれないけど。でもそれらの噂が事実だとしたら、イザベラが心配で。だから出来れば彼とは関わりを持たないで欲しいの」

　なるほど。素行の悪さが裏目に出て、噂が流れてしまったとも考えられるけど、実際にウルシュ君と一緒にいた人達が、次々と行方不明になれば警戒されて当然だ。

　でも、果たしてそれだけだろうか？　そんな噂が流れていたというだけで、マリエタが関わるなと言うとは思えないのだ。

　マリエタはそんな噂だけで、左右されるような人物ヒロインではないと思う。他にマリエタが近づくのをためらうような何かがあったはず。

「それだけ？　本当にそれだけの理由で言っているの？　私は何度ループしても、強く前向きに生きようとしてきたマリエタが、聞いた噂だけで誰かの評価をするとは思えないんだけど」

　そう言うと、マリエタは視線を左右に泳がせて黙り込む。気を落ち着かせようとしているのか、彼女はしきりに腕に抱いたベラの頭を撫なでたり、小さな手を包みこんだりしていた。暫しばらくすると落ち着いたのかポツリポツリと語りだす。

「何度かループしている時にね、私のお父様が沢山の人を誘拐していた事が分かったの」

　マリエタの父親という事は、ヒルソン子爵、『カラーズコレクター』の事か。

「私は愛人の子だから、一緒には住んでいなくて父親の事はあまり良く知らなかったんだけど、世間で騒がれている連続誘拐犯が自分の父親だと知ったループの時に、私はお父様に殺されたの」

　なるほど、確かに何度もループしているのなら、その事実に気が付いた人生もあるだろう。ゲームと同じ展開かどうかは分からないけど、マリエタは『カラーズコレクター編』でバッドエンドを迎えた人生があったのか。

「その次の人生から、何度もお父様を止めようとしたんだけど、説得はおろか、そんな事をしている理由さえ知る事が出来なくて、何度も失敗したんだけど」

　きっとマリエタがどんなに心を尽くして説得しようとしても、彼は止まらなかったのだろう。四代にわたって息子達に取りつき、ただひたすらに妻を甦よみがえらせようとしたのだ。

　その為にマリエタが生まれる前から罪を重ねすぎて、説得して思いとどまらせる時期なんて通り過ぎている。

「その、失敗する原因の一つがウルシュ・スネイブルの存在なの。彼とお父様は繫がりがあったんじゃないかって。何かは分からないけど、お父様と彼の利害が一致して協力関係にあったんじゃないかって思っているの。直接的な妨害をウルシュ君からされた訳ではないんだけど、妨害の陰に彼の存在がちらついている事が多くあって。でも、何度やり直してもウルシュ君の関わりを証明する事は出来なかったの。それでもやっぱり、どうしても完全に無関係とは思えなくて」

　もしヒルソン子爵とウルシュ君に繫がりがあったのだとすれば、それは蘇そ生せいアイテムである『反魂の首飾り』関係だろう。妻を生き返らせたいヒルソン子爵と、『反魂の首飾り』の製作をしたいウルシュ君の利害が一致したと思われる。

　いくらウルシュ君が大商会の次男坊だとしても、人間の魂を材料にするアイテムの製作を、自由にさせて貰えたとは考えられない。

　なら、どこで試作、研究、作成をしていたのかと考えると、材料や制作場所を提供してくれる協力者がいたと考えるのが自然だ。同じ王都内に、ヒルソン子爵という百年以上研究してきた人物がいるなら、接触した可能性は高い。そこで、課金ガチャに放り込んでいた『反魂の首飾り』を大量製作していたのかも。

　では、『反魂の首飾り』が完成したにもかかわらず、なぜ大量に製作し続けたのかと考えると、ヒルソン子爵の奥さんであるリンゼイさんの魂の状態が問題だったんじゃないかな？

　リンゼイさんの魂が樽たるの中で分解されて、エネルギー体になってしまっていたせいで、反魂どころの問題じゃない。そもそも『反魂の首飾り』の発動条件が『装着した状態で、即死もしくは即死攻撃を受けた際に、ＨＰ・ＭＰを含めて完全復活させる』だから、死亡時にアイテムを身に着けていないから反魂・完全復活させる事が出来なかったのでは？　だから改良の為に創り続けたんじゃないだろうか？

　その時のウルシュ君に、ヒルソン子爵の奥さんを本気で生き返らせる気があったかどうかは疑問だけど。下手するとリンゼイさんの復活をチラつかせて、ヒルソン子爵を利用するだけしていた可能性だってあり得て怖い。

　そう考えると、生徒の行方不明にウルシュ君が関与している噂の信憑性が高くて何とも言えない。まさか『反魂の首飾り』の材料にしてないよね？

　現在のウルシュ君は、絶対にそんな事しないって自信もって言えるけどね!!

「大丈夫だよマリエタ!!　今回のウルシュ君にはそんな噂流れないから。だって婚約者の私がウルシュ君の傍そばにベッタリ引っ付いているから、悪い事はさせないよ！」

「婚約者の私？」

「うん。私に婚約者がいるって言ったでしょ？　その婚約者がウルシュ君なんだよ」

「え……。どうして？　どうして公爵令嬢のイザベラの婚約者がウルシュ・スネイブルなの？」

　よろしい。私とウルシュ君の出会いからこれまでの出来事を、とくと聞かせてしんぜよう。

　まずは私の前世から順番に説明するから、それ聞いて少しは安心してくれ。

　今回のマリエタの人生は、私とウルシュ君で大体の問題を片付けておいたから、ループ問題と世界の崩壊問題に時間がさけるっていうものですよ!!

　マリエタが話をするのに一番安全な場所があると言うので、ついて行った先の図書棟の地下にて、これまでの事を説明する。

　他にも避難して来ている生徒、緑色のローブを着ているので魔法科だと思われる先輩達もいるが、彼らは彼らで必死に調べものをしているようなので、気にせず離れた場所で本棚を背に床に座り、マリエタに入学までの全てを話した。大体の出来事を話し終わった頃には、図書棟の閉棟時間になっていた。地下だから分かりづらいけど、もう夕方だね。

「え～と。その、イザベラの方も色々あったのね」

「うん。色々あったんだよ」

「半分以上がウルシュ君に対するノロケでしかなかったけど？」

「ウルシュ君は本当にカッコイイし、なんでもないような顔して、歴史に残りそうな発明や魔道具の魔力回路をアッサリと編み出したりと天才的なんだよ。ウルシュ君を説明する時って、真実を言ってるだけなのに、なぜかノロケみたいになっちゃうんだよね～」

「とりあえず、今の話で今回のウルシュ・スネイブルには、危険性が無いっていうイザベラの主張を信じる事にするわ。敵にすると厄介そうな人だなっていうのは、これ以上なく感じ取れたけど、イザベラの絶対的な味方だというなら、これ以上なく安心できるわ」

「うん!!　ウルシュ君が一人仲間にいれば、いろんな分野の専門家を百人仲間にするより、ずっと心強いよ」

　そうマリエタにウルシュ君を紹介しながら図書棟の地下の階段を上って行くと、先に地下階段を上がって行った魔法科の先輩達が、図書棟の出口に固まっていた。他の階にも他の学科の先輩達がいたようで、それぞれの学科のローブを着た先輩達が集団で入り口前を占拠しているので、出入り口の辺りがどうなっているのか良く分からない。

　先輩達は皆、押し合いへし合いしながら、無言で図書棟の外を眺めている。

　軽くジャンプしてみるが、出入り口までの五メートル位が人口密度過多になっていた。

　出入り口を立ち止まった先輩達で塞ふさがれているので、外に出られず困っていると、マリエタが大きな声で先輩達に声をかけた。

「あのー。先輩方、どうされたんですか？　外に出ないんですか？」

　マリエタの質問に数人の先輩が振り返る。その表情は青ざめ、目の焦点が合っておらず、口は半開きで小刻みに震えていた。

「え……、あの先輩方、どうされたんですか？」

「え……う、してる」

　前の方にいる先輩が、震えながら何か言葉を絞りだそうとしているが、声がかすれて上手く聞き取れない。

「え？　なんですか？」

「燃え……、炎上してる」

　炎上してる？　何が？

「しょ、職員棟含めて、ぜ……全部の、がっがとっ学科棟、が炎上……」

　そこまで聞いたマリエタが、私にベラを押し付けると入り口にとどまる集団の中に突っ込んで行った。

　慌ててベラをしっかり抱き留めながら、マリエタに呼びかける。

「ちょっ!!　マリエタ!?　マリエタ!!　待って!!　なに？　なにがどうしたの？」

　しかしマリエタは振り返る事もなく、そのまま先輩達を押し分け、人ごみの中に消えていく。

　ちょっ!!　一体なんだ!?

　私も人ごみに突っ込んで行こうかと思ったが、腕に抱いたベラが揉もみくちゃにされて泣くかもしれないので躊ちゆう躇ちよしてしまう。人ごみに入れず、ベラを抱っこしたままホールをウロウロと彷徨さまよい、考える。出入り口は先輩達で塞がっている。

　外に出たいけど、閉棟時間なので正面入り口しか開いていない。どっから出れば良いだろうか？

　ベラを抱いたまま、安全に出られる場所は？　というか、そもそも外に出て大丈夫なのか？　ベラがいるからあまり危険な事はしない方が良いのでは？

　っていうか、私、ベラに対してあまり意識を向けないようにっていうか、あえてスルーしていたのよね。だって私、どう接して良いのか分からないから、乳幼児は苦手なんだよっ!!

　前世も今世も、身近に赤ちゃんがいなかったから、対処法や声のかけ方が分からない。今も、抱っこの仕方がコレで良いのか全然分からないし、腕の中で蠢うごめいているのをほっといて良いのか分かんないし、何より泣き出したらどうしようっていう焦りから、全然考えがまとまらない!!

　オロオロしながら立ち止まり、腕の中のベラの様子を窺うかがう。今のところ泣きそうでもなく、大人しくしているけど……。

　静かだと思ったら、なんかベラ、私の髪の毛を食べてる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

「だだだだ駄目ですよ～。髪の毛、食べちゃだめですよ～。口から出しましょうね～。止やめましょうね～？」

　声のかけ方が分からず、赤ちゃんに対して敬語になる私。しかし、そんな私の気持ちが届いたのか、ベラは私の方を向いた。そして、私に『にぱっ☆』と笑顔を向けると……視線を戻し、私の髪を食べる作業を再開した。

　伝わってな[image: ][image: ][image: ]い!!

　止めて[image: ][image: ][image: ][image: ]!!　私の髪の毛食べないで[image: ][image: ][image: ][image: ]!!

[image: ]

　香油とか付けてないけど、髪の毛を口に入れたら汚いからっ!!

　それと、ドンドンよだれでベチャベチャになっていく私の髪の毛に、ショックが隠せない。マリエタが、ゲームと違ってベリーショートになっている理由の一端を、垣かい間ま見みた気がする。ベラが私の髪の毛に気を取られていて、泣かないだけ良いのかもしれないけど、そのうちママが近くにいない事に気付いて泣き出すかもしれない。赤ちゃんに対するスキルを、何一つ持っていない私は、ベラが泣き出したら詰む。完全にお手上げだ。

　赤ちゃんは可愛いけど、時々チラッと見かけて『わぁ。赤ちゃん可愛いですねぇ』ってコメントするくらいの距離が、今の私には丁度いいんだ!!

　なにより、自分の中型地竜並みと言われる腕力（ＨＰ）で、このフニャフニャと柔らかい赤ちゃんを潰つぶしちゃうんじゃないかっていう恐怖感も強い。この『ＨＰ：２』の赤ちゃんなんて、ウッカリで瞬殺しかねない。地竜に子守を頼むなよ。

　よし、マリエタを追いかけよう!!　ベラには防御を何重にもかけて、バフもかけられるだけかけて、マリエタを追いかけて外に出よう!!

　そう決めると、私は外に出られそうな窓を探して、図書棟内を彷徨い始めた。

　うっうぅ、重たい。赤ちゃん預かる責任が重たい。マリエタってば、なんで子守ビギナーの地竜女に愛まな娘むすめを押し付けて行くんだよっ!!

　乳児を任せられたプレッシャーによるストレスで、ＳＡＮ値正気度をガリガリ削られながら、必死に窓を探す。

　この図書棟は一階に読書スペースの机が並んでいて、三階までの吹き抜けになっている。そして窓はあるけど、私の腰の高さから三階の天井付近までの、アーチ状のステンドグラスの窓だ。勿もち論ろん、開閉不可。しかもステンドグラスなので外の様子が見えない。明かり取りは必要だけど、燦さん々さんと光が入ると本が黄ばむから、こういう形になったんだろう。だが今回みたいな非常時には普通の開閉出来て外の様子が見える窓が何個か欲しい。

　どうしよう。もうこのステンドグラスの窓、叩たたき割って外に出ちゃおうかな。

　でも窓ブチ破った時に、万が一ベラが怪け我がしたら駄目だし、何よりベラがビックリして泣き出すかもしれない。

　そう悩んでいると、同じく読書スペース辺りでウロウロしていた赤いローブの先輩達が、ステンドグラスに向けて椅子をぶん投げた。

　椅子はステンドグラスに当たると、鈍い音を立てて床に落ちる。

「くっそ～。やっぱり割れねぇのか」

「大量の貴重な本があるからなぁ……。ココが学院の建物の中で一番守りが強固らしいぞ。椅子投げたくらいじゃ割れねぇよ」

「下手に割って、蔵書が駄目になったら後々怒られんぞ。他の出口探そうぜぇ」

　どうやら赤いローブの先輩達も外へ出ようとしているようだ。

　赤いローブだから、彼らは魔法戦士科の生徒だろう。私より学院内の建物や地理に詳しいかも知れないし、一緒に付いて行けば外に出られないだろうか。

「あのっ！　先輩方。私も外に出たいんですけど、一緒に付いて行っても良いですか？」

　声をかけると、先輩達が一斉に振り返り、私とベラの姿を確認して口を開いた。

「あぁ？　ん、新入生？　いや、外で何か起きてるっぽいし、ここで待っていた方が安全だと思うぞ」

「それが……この子のママが、この子を置いて外に出て行っちゃったんですよ。私赤ちゃんの面倒の見かたが分からないから、せめてこの子を寮の誰かに頼みに行くとかしたいんです」

「お前がココで見とくのは駄目か？」

「乳幼児の面倒って、そう簡単にホイホイ引き受けられるものじゃないですよっ！　何の知識も無いんで、何かあった時の対処法が分からないし、責任が取れません。こんな非常時だと特に」

　何もない平和な休日とかで、オムツやミルクの揃そろっている部屋にいる事が前提で、なおかつ、ちょっとだけレクチャー受けた上で赤ちゃん見といてって言うなら……私の怪力問題以外については、なんとかなりそうな気はする。だけど何もない図書棟で、親がいつ戻って来るのか分からない状況で、かさねて非常事態のこの時に地竜が赤ちゃん預かるのは、正直きついわ。

　まず食事だけど、私の【クローゼット】には当然ながら離乳食は入っていない。私の作ったヘドロ料理は離乳食っぽいけど、乳児に食べさせるには不安しかない。何よりオムツどうすんだ。たしかマリエタの荷物に入っていたけど、置いて行ってくれなかった。預けるならせめてオムツも置いてって。

　マリエタってば物語のヒロインらしさを発揮して問題に飛び込んで行くのは良いけれど、ちょっともう少し冷静に物事を考えて欲しい。特に地竜に子守を任せてはいけないという事を察して欲しい。

「ん～。確かに、母子寮の寮母に預けた方が良いかもしれねぇな。分かった、ついて来い。寮へ行く橋までなら送って行ってやるよ。ここから出さえすれば後は簡単だから」

「なぁ。もう出口探すより、入り口に集まっている奴らを蹴け散ちらした方が早いんじゃねぇの？」

「う～ん。俺、後々もめたくねぇんだよなぁ。でもまぁ、ちっせぇのがいるから仕方がねぇか。多分、もうすぐココも避難して来る奴らで混雑するだろうし、急ぐかね」

　そう言って魔法戦士科の先輩達が、出入り口付近に集まっている人の対処をしてくれるということで、言葉に甘えてついて行く。

「ベラさ～ん、お外に出ますので～。人が沢山いるけど泣かないで下さ～い。お願いしま～す」

　私の言葉にベラは私の金髪を摑つかんであむあむしながら、キョトンと私を見上げる。たぶん伝わっていない。悲しい。

「お前、チビ相手になんでそんな下した手てに出てんの……」

　先輩達に呆あきれられながらガードされて、入り口の人ごみを抜けて行く。

　ようやく図書棟から外に出ると、そこは火の海だった。職員棟を含む六棟の建物が、ゴウゴウと燃え盛っている。

「おいおい、マジかよ……。学科棟はまだ分かるとして、職員棟が燃えてんのはヤベェよ。あそこは学科棟とは違って張りぼての建物じゃねぇんだ。図書棟ほどではないにしても防御壁を何重にも張っていた筈はずだぞ？」

「職員棟もだけど、聖魔法科の棟が燃えてんのも最悪だ。あそこの地下って怪我人を収容してんだろ。だから、こういう大騒ぎのイベントの時でも攻撃したら駄目だった筈だぜ？　上の建物が燃えてたら、地下にいる治癒士も出て来れねぇ。この状況で治癒士が動けねぇのはマズイな」

　先輩達も現状が分からずにいるようだったが、まずはベラの安全を優先しようということになり、先に寮へと向かうことになった。

　先輩の一人が首に下げていた短い銀色のストローを口に咥くわえて、空に向けて吹く。笛のように見えるが、音は鳴っていない。

「それ、何ですか？」

「ん？　これ？　俺の相棒を呼ぶ笛。人の耳では聞こえねぇんだけど、ちゃんと鳴ってんだぜ。ほら、俺の相棒が音を聞き取って、やって来ただろ？」

　そう言って先輩が空を指すと、飛竜が頭上を旋回していた。

「……相棒って、あの飛竜ですか？」

「そうそう。俺、竜騎士候補だから。知ってるか？　竜騎士って魔術学院を出てないとなれないんだぜ。普通の騎士が訓練して竜に乗ってるって思ってる奴らがいるけどさぁ、実際は竜騎士になるのは魔術師なんだよ。魔法が使えねぇと空飛ぶ飛竜の上で、息が出来ないっつうの。上空はさみぃし、風はヤベェし」

　そう先輩がドヤ顔で語る。うん。先輩が自身が竜騎士候補だという事を、誇りに思っている事はよく分かった。実際凄すごい事だしね。自慢して良いよそれは。

　ちなみに私は、足腰鍛えれば普通の騎士でも飛竜に乗れるって思ってたよ。言われてみれば、徒歩でも向かい風で息が出来ない時があるのに、竜の上なんて防御系の魔法か風魔法が使えないと無理だわ。そう納得している間に先輩は飛竜に合図を送って、図書棟の前の広場に着陸させる。

「よし。乗るぞ」

「え？」

「図書棟から出れば後は簡単っつったろ？　こいつに乗れば、寮へ繫つながる橋まですぐだ」

　いやいやいや、待て。待たれい。私だけならまだ良いさ。でも、ベラ連れて飛竜で飛ぶの？

「いや……あの、ベラがいるし」

「縛りつけとけよ。身体からだに」

　チラッと飛竜の方へと視線を向けると、飛竜は私の方を見ながら長い睫まつ毛げでパチパチとまばたきして、すましている。多分、この飛竜はメスだな。飛竜の中でもセクシー系の美人と見た。乱暴な飛び方はしなそうだ。

「じゃ、じゃあ、乗せて貰もらいます」

「おう。乗れ乗れ。あ、コイツの名前は『マリリン』な」

　まず【クローゼット】に入っていたスカーフを繫いで、ベラを私の身体に固定する。それが終わると飛竜に近づき挨あい拶さつをした。

「えっと。マリリンさん、はじめまして。ちょっと乗せて頂きますね。よろしくお願いいたします」

　そう声をかけると、マリリンは上目遣いで再びパチパチとまばたきをした。やたら色っぽい竜だな。

　先に乗った先輩に引っ張り上げて貰い、マリリンの背中に立つ。

「足はマリリンの背骨に乗せる感じで立てよ。慣れねぇ奴が背筋を踏んで立つと、羽ばたく度に足の位置がズレていって滑るからよ。両足を前後に開いて、動きのすくねぇ背骨を踏んでた方が、安定して立っていられるぜ」

　先輩の指示に従いながら、足元のポジションを整えると、後ろから先輩の肩に摑まる。準備が整うとマリリンは立ち上がり、翼を広げて五メートル程走ると離陸した。先輩が防御壁を張っているので風は感じないが、上昇していく際の足場の角度が怖い。慌てて魔力で自分の足とマリリンの鱗うろこを固定する。

　ある程度の高度に達すると、マリリンは悠々と寮の方角へ進路を向け飛び始めた。周囲を確認すると、他にも飛竜で飛んでいる生徒を見かける。彼らは上空から避難者へ指示を出したり、危険な場所に取り残されている生徒を探しているようだ。私も上空から、マリエタのピンク頭を探すけど、見える範囲にはいない。一体どこへ行ったんだろう。

　他にも消火作業の様子を確認するが、どうも作業が難航しているようだ。

「なかなか火が消えませんね？」

「あ[image: ][image: ]。地下がなぁ……」

「地下がどうかしたんですか？」

「水かけて炎を消そうとするだろ？　そしたら炎で熱された水が地下に流れ込むんだよ。そしたら地下がサウナ状態になって、下にいる奴らが蒸されるじゃん？」

「でも地下にいる人達も魔術学院の生徒ですよね。何とか自衛できませんか？」

「魔力が残っていて万全なら良いけどよ。地下で裏方やっている奴らは皆フラフラしてんだよ」

　それを聞いて、入学式の日に見かけた錬金術科の先輩達の様子を思い出す。連日のポーション創りに追われていて、極限状態に陥っていた。あれから三日ほど経たつので、さらに疲弊している姿が簡単に想像できる。その状態で地下に水が流れ込んできたら、対処できないかもしれない。

　ベラを母子寮に預けたら、すぐに戻って消火作業に協力しよう。そう考えていると、先輩が声を上げた。

「あぁっ!!　クソっ!!　おい、マズいぞ!!」

「え？　なんですか？」

「敷地内から出られねぇ!!　出口が完全封鎖されてやがる!!」

　先輩の言葉に下を見下ろすと、避難しようと集まり出られないでいる生徒や新入生で、敷地出口が混雑していた。

「は？　なんでこんな時に封鎖されているんですか？」

「知らんっ!!　ひとまず話聞くために着陸すんぞっ!!」

　人が集まっている所から少し離れた場所に着陸したマリリンから降りると、先輩と一緒に門から出られないでいる人達のもとへと走り、話を聞きに行く。

　学科棟が炎上しているにもかかわらず、敷地内から出られないでいる事に多くの生徒が混乱していた。情報も錯さく綜そうしているようで、沢山の人に話を聞くが、何が正しい情報なのか判断が付かない。

「学院内に不審者がいるらしいよ。学科棟の火災がその不審者の仕業じゃないかと言われているらしくて、その人を出さないようにする為の封鎖だって聞いた」

「職員棟への攻撃は認められていないし、職員棟の強力な防御も突破しているから、悪意を持った誰かが計画的に起こした騒動じゃないかって噂だよ」

「なんか重要な物が盗まれたらしいぜ。これは俺の予想だけどよ、その盗まれた物が学院外に運び出されないようにする為に、出入り口が封鎖されたんじゃねぇの？」

「一斉に燃えだしたの!!　同時よ!!　同時!!　絶対に複数犯よ!!　一人で全部を同時に燃やせるわけないわ!!」

「見ろよこの服。いくらだと思う？　ブッブー！　はずれ～。実は上下で五百ガルでした。安くね？　いやー俺って買い物上手だわー」

「なんか学科棟を燃やしている炎、特殊な炎らしいな。色々試しているけど消えないんだってよ。だから消火活動が遅れてる」

「一昨年にクビになった教師によく似た人が目撃されたらしいよ。なにか関係があるんじゃない？」

「私この状況に似たシーンを小説か何かで読んだわ。きっと模倣犯よ。その内容通りに進むなら、燃え跡から魔宝石の組みこまれたミスリルの儀礼剣が発見されるはずよ」

「三十年前も同じような火災があったらしいね。その時の犯人グループは捕まって、動機も手段も解明されてるらしいけど。え？　その時の奴らの動機？　そこまでは知らないよ」

「ねぇ。赤毛の長い髪をおさげにしている、清せい楚そ系ワンピース着たマッチョを見なかった？　いや、私の兄なんだけどさ、あんなに目立つ風体しているのに姿が見えないのよ。もし見かけたら妹がココで待ってるって伝えてくれない？」

　手分けしてある程度の情報収集を済ませると、先輩と合流し情報交換を行った。だが、どちらが得た情報もアテになりそうになかった。

「状況が全然分からねぇ。封鎖されてる理由も聞く奴らで違ってさ、いつ封鎖が解けるのかも分かんねぇ」

「そうですか。今のところベラは大人しく寝ていますけど、図書棟で離乳食と母乳飲んでから、そこそこ時間が経ってきているんですよ。そろそろお腹なか空すかせるんじゃないかと思うんですけど、食べさせられそうな物持ってなくて。ベラだけでも外に出す事は出来ないでしょうか？」

　ベラはこの騒ぎの中、ぐっすり眠っている。ちょっとあり得ないくらいに胆きもが据すわりすぎ。きっと将来大物になると思う。

「封鎖の原因もはっきりしねぇからなぁ。聖魔法科の学科棟なら生徒が利用する託児所あるし、時々子持ちの生徒が熱出したチビ連れて行ったりするから、何か置いてるかもしれねぇけどよ。火が消えねぇことにはな」

　怪我人の治療の事も考えると、聖魔法科の消火活動を優先すべきだろう。

　だけど、消火活動に協力したくても、ベラを連れているから派手に動けない。

　どうしようかと思案していると、急に横から黄緑色の影が飛びついてきた。

「ねぇ、ちょっと!!　貴女、イザベラっ!?　イザベラでしょ!?」

　飛びついてきた黄緑色に視線を向けると、黄緑色の髪の毛をツインテールにした少女が立っていた。

「覚えてる？　私よっ!!　ディアナ王国の『ブラッディドール事件』で出会った!!」

「もしかして……バーバラ？　バーバラなの？　どうしてココに？」

　黄緑色の髪の少女は、元ヒルソン子爵令嬢のバーバラ・レイミー・ヒルソン。現在は母親の再婚によって、バーバラ・レイミー・テイラーと名前を変えた、ブライアンルートでの悪役令嬢でマリエタの異母姉だ。

　彼女は『カラーズコレクター事件』の時に、母親の再婚によってディアナ王国に引っ越したはずだ。少なくとも私がウルシュ君とディアナ王国へ家出した時には、ディアナ王国の王都に住んでいた。そこで彼女と彼女の姉、ミリアーナ・リリィ・テイラーが『ブラッディドール事件』と呼ばれる事件に巻き込まれ、私とウルシュ君で事件を解決した。その際に親しくなったのだ。

　ちなみに『ラブ☆マジカル』のＶｅｒ．２で『ブラッディメイデン事件』と呼ばれる似た名前の事件が、ルイス・ハント先輩のルートで発生するが、なんの事はない、犯人が同じだ。ディアナ王国にいた犯人が南下し、ロゼリアル王国に渡って来て事件を起こすのである。もう私とウルシュ君で事件を解決したから在学中にそのイベントは起きないけどね。

「私と姉さんは留学で来たのっ！　でも、今はそれどころじゃないのよ！　姉さんは聖魔法科の治癒士なの!!　姉さんが、あの火事で地下に取り残されているのよ!!　助けなさいよ!!　貴女なら何とか出来るでしょ、あの時みたいに!!」

　聖魔法科か……。今も助けに行きたいと考えていたのだけど、ベラをどうにかしない事には何とも……。ん？　そう言えば、バーバラとミリアーナには確か……。

「ねぇ、バーバラには年の離れた弟がいたよね？　すっごい可愛かわいがって、よく面倒見てたよね？」

　確かバーバラの母親はヒルソン子爵と離婚して、幼おさな馴な染じみと再婚した後にディアナ王国で息子を二人産んだはずだ。

「あれから天使みたいな妹が、二人も産まれてくれたわよっ!!　それが何!?」

　あれから更に増えたのか。子沢山だなテイラー家。だけど、それは好都合。当時のテイラー姉妹の弟に対するデレデレ具合を考えるに、妹達の事も良く世話した事だろう。

「それと、『ブラッディドール事件』で絶体絶命になった時に、昔虐いじめていた腹違いの妹にいつか謝りに行きたかったって、泣いていたよね？」

「そそそそんな事、忘れなさいよっ!!　今はそれどころじゃないって言っているでしょ!!」

「いや、これはミリアーナを助けに行くのに重要な事なのよ？」

「そうなの？　で、でももう、あの子が何ど処こにいるのかも、どう接触を持てば良いのかも分かんないんだから無理よ!!」

　そう叫ぶバーバラの前にベラを突き出す。

「さて、こちらに見えましたるは、そのマリエタの愛娘、ベラちゃんです!!」

「は？」

「貴女の腹違いの妹の娘だよ。つまり……君の姪めいっ子こ？」

「は……。はぁああああ!?」

　バーバラは目を向いて私とベラを交互に見る。うん。その気持ち分かるよ。私もマリエタから子持ちになったって聞いた時には、意味分かんなかったもん。

「え？　は？　いや……。え？　あの子の、マリエタの子？　私、伯母になったの？　ホントに？　あ、でも確かにあの子に似てるけど……」

「私さ、マリエタからこの子を預かったから、ミリアーナを助けに行きたくても行けないのよ。で、この子の伯母であるバーバラに、この子の事をちょっとだけ見ていて貰えないかなぁ～……なんて」

　実際問題としては、預かった乳児を更に別の人に預けるのは、たらい回しみたいで駄目だと思うんだ。でも小さい子の世話をした事のない地竜わたしより、沢山の弟妹の面倒を見てきた経験のあるバーバラにお願いした方が、よっぽど良い気がするんだ。それに、これを切っ掛けにバーバラとマリエタの仲が修復されないかなぁ～、なんて考えたりして。

「いや……でも、その子の世話はイザベラが引き受けたんでしょ？」

「……引き受けてはない」

「は？」

「マリエタが急に私にベラをパスして、どっかに行っちゃったんだよね。〝うん〟も〝すん〟もなかったよ！」

「はぁあああ？　あの子何やってんのよっ!!　しょうがないわねぇ！　分かったわ、私がその子を見とくからイザベラは姉さんが居る聖魔法科の炎を消してきて！」

　そう言ってバーバラが両手を差し出すのでベラを受け渡すと、バーバラはしっかりとベラを抱きよせた。ミリアーナの心配で強こわ張ばっていたバーバラの表情が、ベラの顔を覗のぞき込んだ途端に少し緩んだ……と、いうかデレッとにやけた。

　おぉ。私が抱っこしてた時より安定しているし、堂に入っている。ちょっと安心。

　あ、ベラが怪我しないように、物理耐性と炎耐性のあるアイテムを身に着けさせよう。これが良いかな？　『着ぐるみガチャ』のＳレア『ドラゴン着ぐるみパジャマ』。炎耐性と物理耐性特化だし、着る人の身体に合わせてサイズ変わるし。

「ちょっとベラにこの着ぐるみ着せとくね。これ、物理衝撃と炎に強い素材で出来てるから」

　そう言って、ベラの着ている服の上から着ぐるみを着せようとすると、バーバラから怒られた。

「乳幼児は体温高いんだから、こんなに厚着させたら暑いでしょ!!　蒸れて汗あせ疹もが出来るじゃない!!　ただでさえ火災の熱風で暑いのに!!　少しは考えなさいよね!!」

　バーバラが子育て中の獣みたいに私を威嚇しだした。もともとツンギレ属性だとは思っていたけど、野性的な母性本能も合わせ持っていたんだね……。

「う……ごめん」

「これは私が着せておくから、イザベラはもう行って!!」

「ありがとう。ちなみにその子の名前はベラよ。マリエタとは図書棟で別れたから、そこに戻って来るかもしれない。だけど図書棟は避難所になりそうな感じだったから出て来たの。封鎖が解除され次第、ベラだけでも母子寮に帰そうとココまで来たんだけど……」

「そうね。出られるならすぐにでもココから出してあげた方が良いと思うわ。分かった。イザベラかマリエタが戻って来るまで、私が責任もってこの子の事を見ておくから任せて。もし封鎖が解除されたら母子寮でこの子の面倒を見ながら待ってるわ。途中でマリエタを見かけたら、彼女にもそう伝えておいて」

「うん。よろしくね」

　そう言って燃え盛る聖魔法科の学科棟へと向かいながら、首から下げたネックレスを握りしめる。

「コール。ウルシュ」

　学院の敷地内がこんな状況だから、ウルシュ君が何処にいるのか把握しておかなければいけない。できれば寮で作業をしててくれたら良いんだけど……。

　ネックレスがオレンジ色に点灯した後、ウルシュ君と繫つながり応答が届く。

『は～い。こちらウルシュだよぉ。イザベラどうしたのぉ？』

「ウルシュ君!!　今何処にいる？」

『僕はねぇ、今は錬金術科の地下にいるよぉ』

「錬金術科の地下!?」

　なんてこったい!!　まだ授業が始まってないのに学科棟にいるなんて!!

『なんかねぇ、対魔法戦士科ゴーレムの最後の動作回路が上手く組み立てられないらしくて、今朝早くに学科長が協力を求めに来たんだぁ。ゴーレムの動作回路自体は組み立て終わったんだけどぉ、地上が火事になったみたいで収まるのを待ってるんだよねぇ』

「ウルシュ君は今大丈夫なの？　私も敷地内にいるからすぐに救出に行くよ!!」

　聖魔法科の救出に行こうと思ったけど、ウルシュ君がピンチならソッチが優先だ！　先に錬金術科へと向かおうとしたところで、ウルシュ君から返答がくる。

『う～ん。いざとなれば母さんが創った転移装置で脱出できるしぃ、今も家庭用に開発した魔道具マジツクアイテムを稼働させてて快適だからぁ、まぁ大丈夫そう。こっちでもアイテムを使って消火できるような方法を考案しているところで……』

『ウルシュ少年!!　そのネックレスはなんだい!?　新しい魔道具マジツクアイテムかい!?　離れた相手と話せるアイテム？　それも携帯できる小型の物だなんて実に素晴らしい!!　僕にもよく見せてくれたまえ』

『学科長……。いま婚約者と話しているから邪魔しないでぇ』

　会話の途中でウルシュ君をゴーレム創りに駆り出したという学科長が乱入してきた。通話先の雰囲気から思うに、なんだか余裕そうだ。

　それにゴーレムが完成しているなら、火災はどうにかなるだろう。

「じゃあ私は聖魔法科の消火活動を優先するけど……大丈夫？　もし無理そうだったらそっちの消火活動を優先するけど」

『え？　聖魔法科の学科棟も燃えてるのぉ？　聖魔法科の学科棟は怪我人を運び込んでるから、不可侵の筈はずだけどぉ』

　どうやら火災により外との連絡が途絶えているせいで、地下にいる生徒には地上の状況が分かっていないらしい。

「燃えてるのは聖魔法科だけじゃなくて職員棟もだよ。全学科棟に職員棟を含めた六棟が、一斉に燃え上がったって話。特殊な消えにくい炎らしくて、全ての火災現場で消火活動が難航しているらしいの」

『ウルシュ少年の婚約者殿！　そ、それは本当かい!?　だったら聖魔法科と魔法科が大変だ。彼らはそういった状況に対処する方法を、ほとんど持っていないからね』

　ウルシュ君より先に学科長が返答してきた。確かに魔術師科と魔法戦士科の人間は自力で状況を打破できそうだけど、その二科はお手上げだろう。

　錬金術科も心配していたんだけど、彼らには魔道具マジツクアイテムという名の兵器や回復薬ポーションがあるから、余裕を持てるようだ。

『ちなみにイザベラはその消えにくい特殊な炎を、どうやって消すつもりなのぉ？　イザベラはまだ魔法の威力を押さえるのが不得意だから、魔法で力押しっていうのは駄目だからねぇ』

　はい。私は下手すると地下ごと吹き飛ばしかねないからね。

「大丈夫だよウルシュ君。魔法は一切使わないから。使うのは《身体強化》くらいかな」

『《身体強化》？　……あぁ、そういう事かぁ。だったらイザベラは得意だねぇ。聖魔法科の事はイザベラに任せるよぉ』

　どうやらウルシュ君にはそれだけで伝わったようだ。

「ねぇウルシュ君に確認したいんだけど、ゴーレムは一体しかないのかな？」

『すぐに起動できるのは一体だけだねぇ。もう二体あるけど外側だけで肝心の動作回路が手つかずなんだぁ』

「もう一体を動かせるようになるまで、どのくらい時間がかかりそう？」

『う～ん。これ創っているのは先輩達だからぁ、まだちゃんとした生徒じゃない僕が勝手に手を出すのは良くないと思うんだよねぇ。だから先輩達次第かなぁ』

　確かに。ココまで創ってきた先輩を差し置いて、ウルシュ君が出しゃばるのも良くないだろう。一体目の仕上げの手伝いにウルシュ君は駆り出されてるけど、一から動作回路を組み立てるのと仕上げの手伝いをするのとでは違うもんね。

『学科長。もう一体起動させられるまで、どのくらいかかりそうかなぁ？』

『そうだな……。一ヵ月は貰もらいたい』

　一ヵ月……。まぁそうよね。ある意味ロボットの動作パターンを、一体ずつプログラミングして確認するんだから、一ヵ月は欲しいところ。パソコンがないと人工ゴーレムの大量生産は難しいかな。ただし今は、チートが錬金術科そこにいる。

「ちなみにそれをウルシュ君がやれば最短でどのくらい？」

『三十分あればなんとかなるよぉ。ちなみに、自動型じゃなくて操縦席コツクピツトを付けた操縦型にすれば、起動まで最短十分かなぁ』

　もはやそれはゴーレムじゃなくて、巨大ロボだよウルシュ君。乙女ゲームに機動戦士を混ぜないでくれ。すでにカラーズコレクターの捕獲時に使った、スネイブル商会の巨大捕獲装置で特撮感が出ちゃったのに、これ以上この世界の方向性を少年向けにしないで。お願い。

　しかし私のその願いを、学科長が無慈悲に振り払う。

『操縦席のついた操縦型ゴーレム!?　素晴らしい!!　ウルシュ少年、その方向でいこう!!』

　いくなや。そもそも誰が乗るんだよ。

「そ、それは完成するかもしれないけど、乗組員を育てるのに時間が掛かるんじゃないかしら？　出来たは良いけど動かせないじゃ意味が無いですし」

　学科長の暴走を、やんわり止めてみる。

『はっはっは!!　心配御無用ウルシュ少年の婚約者殿。操縦席にはルイス・ハントでも突っ込んでおけばいい!!』

　はっはっは!!　じゃねぇよ。心配御無用と言われても心配しかねぇわ。

　急に何の相談もなく、巨大ロボの操縦士に抜ばつ擢てきされたルイス先輩も困惑だよ。いつも以上に世を儚はかなんじゃうだろ。でもなんかもう良いや。いざとなれば私が何とかすれば良いし。

「じゃあ、そっちの事はそっちに任せる事にするよ。私は先に聖魔法科の方を何とかするから」

『うん、分かったぁ。まずは一体目のゴーレムを起動させるからぁ、それまでよろしくねぇ』

「うん。じゃあウルシュ君気を付けてね？」

『うん。イザベラも気を付けてねぇ』

　私は燃え盛る聖魔法科の学科棟前に立ち、ネックレスの通信を終わらせる。

　さて、消火活動に入りましょうかね。

　水魔法や土魔法で消せない火災をどうやって消すか。ぶっちゃけ、建物全部を覆える水球を作って、それに沈めてしまえば消えるんじゃないかと思うんだけど、そこまでの水球を出せる魔術師は中々いない。私は出来るけど、目立つし魔法の威力が大きくなりすぎるからやりたくない。

　と、いう事で、江戸時代の火消しが行っていたという方法を試したいと思います。放水ポンプが無い時代、火消しの方々がどうやって火を消していたか。

　そう、壊したら良いんだよ、壊したら。

　大きな水鉄砲もあったらしいけど、それでは追いつかないから、水鉄砲は主に火消しの人が火の粉で火傷やけどしないようにするために使っていたらしい。

　そして実際の消火方法として行っていたのが、建物の破壊活動。そうデストローイ!!　ちなみに風下にある近くの建物は、まだ燃えてなくても壊します。木造なので燃え広がらないように、風の強さに合わせて数軒を、燃える前に壊します。そうデストローイ!!　理屈は分からんでもないけど、燃えてない家に住んでた人達からしたら迷惑極まりないな。まぁ仕方ないけど。

　今回の場合は全ての学科棟は地下が重要で、上の建物がハリボテという事なので叩たたき壊こわしても問題無いでしょう。実際問題こんだけ燃えてたらどうせ壊れるし。

　いくら消えにくい炎だとしても、燃やす物が無くなっちゃえば燃えようがないと思うのよね。建物が完全に倒壊しても火の勢いが消えない時は、その時で考えよう。とりあえず地下の人達が出られるように、地下入り口から燃えてる建物をどかす感じで壊していこうかね。

　ただ、消火活動（物理）の為に炎の中に突っ込んで行くのは良いけど、服が燃えるな。

　私自身は全属性耐性を持っているから、この程度の炎じゃ火傷しないけど服は燃えるなぁ。ドラゴンの着ぐるみはベラに着せちゃったから、もうないし……。

　他に炎に強い耐性がある衣装は、サウザード国出身である王太子妃からの依頼イベント時の『灼しやく熱ねつの踊り子ガチャ』の衣装なんだよなぁ。

　ただこの衣装、サンバの踊り子レベルの露出の激しさだから、これ着て消火活動を行うのには抵抗感が。いや、この世界だとサンバの踊り子みたいな衣装で街を闊かつ歩ぽしていても誰も気にしないんだけど、元日本人の感性だと身に着けるのに勇気が要るんだよ。

　街中でビキニアーマーの人を見ようが、サンバやアラブの踊り子みたいな恰かつ好こうの人を見ようが気にならないけど、自分が着るとなるとねぇ……。

　スタイルは日本人の頃よりは遥はるかに良い。悪役とはいえ乙女ゲームの主要キャラをはるだけはあるよ。でも気が引けるなぁ。しかも私、ダイモン兄様の地獄のブートキャンプの所為なのか何なのか、お腹回りが令嬢にしては逞たくましいのよね。流石さすがにシックスパックとまではいかないけど、腹筋が薄っすらと割れかけている。いや、この程度で済んでいるだけ良いのかもしれないけど、乙女としてはこの逞しい腹回りは恥ずかしい。年若い令嬢としてはどうなんだ。

　まぁ、仕方がないか。衣装系は前世でアイテム交換の為に大放出したから、他のアイテムより数が少ないんだ。ほぼレアかＳレアか真レア衣装しか残ってないせいで、こんな時に選択肢が限られて困るのよねぇ。

　と、いう事で身に着けました。『灼熱の踊り子ガチャ』の真レア『紅ぐ蓮れんの乙女』。金と赤のビキニっぽい衣装に用途不明の謎の飾りがジャラジャラとぶら下がってます。サンバ衣装とアラビアンな踊り子の中間みたいな感じかな？　そして腕輪だとか足輪（？）だとかが沢山付いてシャラシャラと音をたてている。そして頭には巨大な羽根飾りが何本もそびえ立つ。

　ってかコレ、なんの羽根だよ。長さが一ｍ以上あるんじゃないか？　この飾りだけなんか先住民っぽいぞ。頭の羽根飾りだけでも外そうかと思ったんだけど、この頭の羽根飾りが空調管理をしてくれて、炎の中でも快適に過ごせるみたいなんだよね。分かりやすく言えば冷房みたいな物だ。火傷をしないとはいえ流石に暑くて汗だくになるのは女子的に嫌なので、身に着けておく事にした。

　さぁ、解体作業開始だ。助走をつけて跳び、回転しながら燃え盛る聖魔法科棟の屋根に着地すると、一気に建物を踏み抜く。燃えて脆もろくなっているせいで、踏み抜いた部分の屋根から大きく崩れ落ちた。その衝撃で雪崩のように周辺が崩れ始める。

　ただ、こんな陽気な恰好で燃え盛る建物を解体するって、なんのフェスティバルだよ。現に、私が解体作業を始めてから、火災の野次馬がショーの観客へと早変わりした。本人は真面目に消火活動しているのに、周囲からは楽しそうに遊んでいるように見えるジレンマ。

　諦あきらめて観客は気にせず、建物にあがり上から順に建物を殴る、蹴ける、高く跳び上がっては体当たり。足場が崩れればバック転や立体機動で転落を回避。更に回転を付けラリアットやエルボーで粉砕しては、瓦が礫れきを建物の土台から遠ざけるように学科棟前の広場に除のけていく。

　そんな作業を続けていると、野次馬の一部がどこからか樽たるやドラム缶を転がして来て、それをドラム代わりにパーカッションを始めた。終しまいには、それに合わせて観客が手拍子や足踏みでリズムを取り出す。いや、だからエンターテインメントじゃねぇからコレ!!

　それっぽい感じの民族調の歌を歌い出したの誰だよっ!!　上手いな、お前!!

　ドンドコドンドコドンドコ♪　ドゥドドドドド……

「テエィオールルルルルルァッ!!　ツオルルロロロロールアっ!!　トゥトゥーリナノ・ミッツァッ!!」

　パーカッションが激しくなると共に、謎の歌が盛り上がっていく……。巻き舌具合がヤベェな。でも、そんな言語聞いた事ないぞ。

　私はウルシュ君と世界中を行商して回るつもりだから、せめてこの大陸の主な言語は覚えようと家庭教師を付けて貰っているけど、聞いた事がない。もしかして、造語で適当に歌っているんじゃないか？

　ズドン!!　ドンドンドッパッパッドン♪

「ファガナミティルィエーダ!!　トゥトゥーリナノ・ミッツァッ!!」

　っていうか私の消火作業に、伴奏と歌を入れるの止めて!!　私は掃除とかの作業中に音楽をかけられると、無意識にリズムに乗っちゃうタイプなんだよっ!!

「トゥトゥーリナノ・ミッツァッ!!　アァ[image: ][image: ]アッアッ！　トゥトゥーリナノ・ミッツァッ!!」

　トゥトゥーリナノ・ミッツァッはもう良いよっ!!

　さっきから『イターリアの、ピッツァ!!』って連呼されてる感じで、やけに耳に付くんだよ!!

　そんなトゥトゥーリナノ・ミッツァッを私一人で頑張っているなか、周囲の観客の熱気が最高潮に達している。まさに観客参加型のショーだ。

　いや……。手拍子に観客一体になるんじゃなくて、消火活動の方に参加して頂けませんかね？

　観客の中には集めた瓦礫の残り火を、何とか消そうとしてくれている人もいるけど、圧倒的に笑顔で手拍子している人数の方が多い。

　盛り上がる観客を横目に解体作業を続けていると、どこからともなく激しい振動音が聞こえてきた。何事かと音の方向へと視線を向けると、その音は、錬金術科棟前の広場の中央に設置された、大きな噴水から聞こえていた。その噴水の水を使って消火活動に参加していた一部の人が、慌てて噴水の周囲から離れ始める。

　そのまま噴水を眺めていると、急に噴き出していた水がピタリと止まり、激しい振動音とともに波打つ水すい面めんが薄桃色に輝き出した。

　一体なんの現象だろうと様子を窺うかがっていると、光り輝く噴水の中央から水を押し上げながら、青銅色の大きなゴーレムがゆっくりと姿を現した。

　全身が噴水の中央に搬出され終わると、ゴーレムが起動したのか両目が青白く点灯した。全身から水を滴らせながら、ゆったりとした動作で噴水から出たゴーレムは、そのゆったりした動きから一転して、綺き麗れいなフォームで俊敏に走り出し、そのまま燃え盛る錬金術科の学科棟にタックルした。

　あの噴水がウルシュママの創った転移装置だったのか!!　大型マジックアイテムが搬出できる転移装置なんて、一体どこにあるんだろう？　って思っていたけど、普段は噴水になっているのね。

　それにしても、やった!!　錬金術科のゴーレムが一体、消火活動に投入される!!　ありがとう錬金術科のゴーレム製作チームとウルシュ君!!　そして、頼むよゴーレム君!!　ただ、一つ言わせてもらうと、ぶっちゃけ私の想像していたゴーレムの動きじゃない。速いし滑らかすぎる。助かるけど、なんかあれ怖い。

　ゴーレムのタックルを受けた錬金術科の学科棟は、そのまま地雷原と化している裏庭へと崩れて行き、作動した地雷で更に粉々に吹き飛んだ。

　流石に大きいだけあるね。私の手足でチマチマと破壊作業するよりも、一撃で押し出せる瓦礫の量が多い。ゴーレムが十回程タックルするだけで、一棟分の解体が完了出来る。コレで消火活動が一気に進むぞ!!

　そう期待していると、更に噴水の中央から、もう一体のゴーレムが姿を現す。

　搬出された二体目のゴーレムは、頭部以外が赤みの強い赤銅色。頭部は透明になっていて、その中にルイス・ハント先輩がギュウギュウに詰め込まれていた。

　うん……。まさに詰め込まれてますって感じ。

　ルイス先輩がいくら合法ショタ枠の小柄な体型だと言っても、かなり無理がある……。だって、ゴーレムの頭部分に体操座りだぜ？　そんな操縦席あるか？　しかも、どう見ても絶対その姿勢のまま動けない。頭が痒かゆくなっても絶対に搔かけない設計の操縦席。なんか切ない。

　あの操縦型ゴーレム、絶対に改良が必要だわぁ……。

　ルイス・ハント先輩は本当にあの状態で大丈夫なのか、と心配になり千里眼でズームして確認した。……ルイス・ハント先輩の目が死んでいる。というか表情が死んでいる。

　あれ絶対に合意のもと操縦席に乗ったわけじゃなさそう。見た感じ、ハント先輩は完全に現実逃避している。頑張って、逃げちゃ駄目だ。

　幼少期のクリス様より遥かに虚うつろなハント先輩は、ゴーレムの頭部に詰め込まれたまま魔法科の学科棟へと移動して行った。どうやら手分けして学科棟の解体をするようだ。

　聖魔法科は私。錬金術科はゴーレム。魔法科はハントｉｎゴーレム。残るは魔法戦士科と魔術師科なんだけど、私やゴーレムの対処方法を見た誰かが対応してくれるだろう。きっと解体作業なら魔法戦士科と魔術師科は得意なはずだ。

　そう考えて聖魔法科の作業を再開していると、隊列をなした赤い飛竜が上空を猛スピードで通りすぎて行った。その隊列を目で追うと、そのまま彼らは燃え盛る魔法戦士科の学科棟へと次々に突っ込み、建物を吹き飛ばした。

　赤い飛竜という事は炎属性の飛竜かな？　竜騎士はシールドが張れるから無事だろう。

　残りは魔術師科だな、と考えていると、魔術師科の学科棟の方から金色の閃せん光こうが走った。数秒遅れて轟ごう音おんとともに学科棟が崩れ落ち始める。

　あぁ……アレは爆撃狂ボマー、いや、今は『爆滅妃』って呼ばれているアリスちゃんの仕業だな。

　アリスちゃんとクリス様は魔法戦士科に行くって言っていたけど、魔法戦士科の消火活動は竜騎士候補に任せて、魔術師科の消火に回ってくれたんだね。

　ただ、あの学科棟の吹き飛び方を見るに、周囲と地下は大丈夫かな？　まぁ良いや。向こうは向こうで何とか対策しているだろう。

　なんだかんだとよそ見をしながらも、聖魔法科の学科棟を解体し終わった私は、瓦礫を広場へとどかしながら地下への出入り口を探す。消えにくい特殊な炎といえども、燃やす物が小さくなった事でだいぶ下火になり、周囲の野次馬でも瓦礫に残る炎をなんとか消火出来るようになっていた。

　地下の出入り口の捜索をしていると、観客達が近寄って来てねぎらいの言葉と共に、後は私達が替わりましょうと瓦礫の処理を引き受けてくれた。正直ウルシュ君の事が心配だったので、その言葉に甘えて聖魔法科を後にする。

　マリエタを探さなければとか、ベラを任せたバーバラに合流しなくてはとか、色々考えが浮かぶけど、今日はもうなんか疲れた。とにかくウルシュ君に会って癒されたい。

　そう考えてゴーレムによる解体が進む錬金術科の学科棟へと、足を進める。

　錬金術科の学科棟の前には、茶色のローブに身を包んだ生徒が集まって記録を取っていた。どうやら転移装置で地下から出て来たゴーレム製作チームが、ゴーレムの動作チェックをしているようだ。その集団の中に、グレーのツナギを着た薄茶色のモフモフ頭のウルシュ君の姿を見つける。

　ふおぉぉぉっ!!　ウルシュ君がツナギを着ているっ!!　なんかいかにもエンジニアっぽくてカッコイイ!!

　テンションを上げた私はウルシュ君に駆け寄って行く。

「ウルシュく[image: ][image: ][image: ]んっ!!　わーい、ウルシュ君!!　こっちは終わったよ！」

　私のその声に笑顔で振り返ったウルシュ君は、笑顔のまま一瞬硬直すると、今までに見た事のないような俊敏な動きでこちらに向かってきた。その様子にウルシュ君と一緒にいた先輩達が、何事かと驚いた表情で振り返る。

　綺麗な姿勢で歩きつつ、それでもビックリするくらいのスピードでやって来たウルシュ君は、流れるような動きで私を片腕で抱えると、そのまま移動して行く。

「ウルシュ君こっちは消火活動終わったよ。ウルシュ君もゴーレム製作お疲れ様」

　声をかけるが返答が無い。どうしたんだろう？　と様子を窺うと、そこには能面のように薄ら笑みを貼はりつけたウルシュ君の表情があった。

　……やべぇ。なんかウルシュ君が怖い。いつもみたいに黒いオーラが滲にじんできている感じではないんだけど、その貼り付けた笑みが怖い。

　ポカンとした表情の先輩達に見送られ、子供のように抱えられて人ひと気けのない大きな温室の裏にまで運ばれた私は、その場にそっと降ろされた。

「え～と。どうしたの？　ウルシュ君？」

「どうしたのぉ？　ってそれは僕が言いたいんだけどねぇ？　ねぇ、どうしたのぉ？　その恰好？」

　ウルシュ君に指摘されて、私は自分の恰好を思い出す。

　ふぉぉぉぉぉ!!　ビキニみたいな陽気で露出の激しい衣装着たままだったぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]!!　女子力の低い、逞しい腹回りがウルシュ君に見られてしまう!!　しかも頭には謎の羽根を付けたままだし!!

「うわぁっ!!　ウルシュ君待った!!　見ちゃ駄目だ!!　この格好は見ちゃ駄目だ!!」

「なんで見ちゃ駄目なのぉ？　いつからその恰好でいたのかは知らないけどぉ、他の人には見せていたんだよねぇ？」

　せめてお腹だけでも両手で隠そうとするも、ウルシュ君に両手首を摑つかまれて持ち上げられる。全力で抵抗すれば振りほどけなくはないんだけど、それをすると後が怖い気がして振りほどけない。少しでもウルシュ君から身体、特にお腹の辺りを隠そうと、身体を捻よじるが無駄な抵抗感が強い。

「他の人は見て良くて、婚約者の僕が見たらいけないのはおかしいよねぇ？　で、なんでそんな恰好しているのぉ？　それサウザード国の民族衣装だよねぇ？　なんでイザベラがサウザード国の民族衣装を着ているのぉ？」

　理由を話すまで解放されなそうだと考え、ウルシュ君との通話を終えた後からの行動を、正直に説明した。

　話し始めるとウルシュ君は両手を解放してくれたが、お腹を隠すと怒られそうで、行き場のない両手を落ち着きなく彷徨さまよわせながらの説明となった。

　だけど何故だろう？　正直に話せば話すほどにウルシュ君の表情が怖くなっていくのは……。

　確かに私はサウザード国人じゃないけども、似たような露出度のロゼリアル王国人、例えば魔術師のお姉様方とか冒険者とか女騎士とか街中でよく見かけるし、水着姿で日向ぼっこしている人とかも公園や広場で見るし、なんら珍しい恰かつ好こうでもない。ウルシュ君が怒っている原因が分からず、だけど聞ける勇気もなく黙って見上げていると、ウルシュ君はゆっくりと口を開いた。

「とりあえず、その衣装を今すぐ脱いでくれるぅ？」

　は？　……え～と？

　今すぐこの衣装を……脱げと？

「え、いや、その……」

「なんで悩むの？　脱げないの？」

　いやいやいや。ウルシュ君。流石にそれは無茶やで。

「え～と、その、人目が無いとはいえですね……。その野外で全裸になるのには抵抗が……」

「え？」

「え？」

　いやいやいや……『え？』って何だウルシュ様。四の五の言わずに脱げっていう圧力か、そうなのか？

　くっ!!　ここは……よし。女は度胸だっ!!

　気合を入れてビキニみたいな衣装に手をかけたところで、焦ったウルシュ君から止められる。

「ちちち違うからぁっ!!　そうじゃないからっ!!　脱いでってそういう意味じゃないからっ!!」

　え？　違うの？　じゃあどういう意味だ。意味が分からず、ウルシュ君を見上げると、ウルシュ君は両手で顔を覆っていた。

　でも、肝心な目の部分に指の隙間が出来てるよウルシュ君。目が開いてるか閉じているか判断付かないけど、絶対それ見えてるよね。

「全裸になって欲しいんじゃなくて、その衣装を脱いで欲しいの!!」

　え？　いや……、だから衣装を脱いだら、全裸やで私。

「あぁ[image: ][image: ][image: ]もうっ!!　イザベラは【クローゼット】から直接装備を変えられるでしょ!!　その色気過剰な衣装から変更してくれれば良いんだよぉ!!」

　あ、そういう意味か。ようやく納得したわ。そうだよね、流石に野外で全裸になれとは言わないよね。ウルシュ君の『着替えて欲しい』という希望は、私の『おなかを隠したい』という希望にも一致するので、断る理由は何も無い。

　そこで今日ここに着て来た服へと着替えたのだけど……何故かウルシュ君の表情が渋い。何故？

　今朝は子連れのマリエタと学院の敷地内に入る予定だったので、いざと言う時には彼女達の盾になれるように、物理耐性のあるワンピースを選んで着て来た。それでもノーマルすら装飾過多なアバター服の中で、よりシンプルなデザインの物を選んできたつもりだ。動きやすいように膝ひざ丈たけなのはいつもの通りだし、何もおかしなところはない。そう、おかしなところはないハズだ。

　だけどウルシュ君の表情が気になり、改めて自分の恰好を見下ろして確認してみる。うん、普通。

　不思議に思ってウルシュ君を見上げると、ウルシュ君は私のワンピースをジッと見つめながら口を開いた。

「その服どうしたのぉ？　イザベラはそんなデザインの服は作ってなかったし、持ってなかったはずだよねぇ？」

「あ、コレはゲームウルシュ君から買ったガチャの服だよ」

　私の着る服はスネイブル商会で作って貰もらっているので、ウルシュ君は私の所有しているドレスや普段着を全て把握している。ただし、それは私がこの世界に来てから買って貰ったドレスだけだ。私の【クローゼット】に入っていたガチャアイテムの衣装を全部広げて見せたわけではないので、ウルシュ君がこのワンピースを知らなくても不思議ではない。

　なるほどウルシュ君は私が、見慣れない、見覚えのないワンピースを着ているのが気になったのか。そう納得して一人頷うなずく私に、ウルシュ君が言い放つ。

「それも脱いで？」

「なんでっ!?」

　どうしたウルシュ君!!　いつもは私のファッションに注文付けた事なんてなかったのに、急にどうした。

「なんでも。とにかく前世でゲームウルシュから買った服以外の服に着替えてねぇ？」

「え……。今、アイテム以外の衣装は持ってないよ？」

　実は【クローゼット】に入れた衣装は、自動的にクリーニングされる。だから、持っている衣装を全部【クローゼット】に入れようとした事があるのだが、それはマリーちゃんやアンといったメイド達に止められたのだ。なんでも『ドレスの洗濯や管理は我々の仕事でございます。その仕事を奪われては私達の存在意義が問われてしまいます』という事らしい。仕事が減って良かったね、では済まないようなので、彼女達の言葉に甘えてアイテム以外のドレスは衣装部屋にて彼女達に管理して貰っている。

　と、いう事で、今日のようにアイテム衣装を着て来た日は、アイテムではない普通の服を持っていないのだ。

　私のその返答を聞いたウルシュ君は、しばらく考え込む。そして、おもむろに着ていたツナギを脱ぎ始め……脱ぎ始めたっ[image: ][image: ][image: ][image: ]!?

「ちょ……ふっ！　ふおっ!!　ちょ……えっ？　ウルシュ君!?」

　動揺する私の前でツナギを脱いだウルシュ君は、そのツナギを私に差し出した。どうやらツナギの下にパジャマのズボンを穿はいていたようだ。だがしかし上半身は裸。

　ねぇ!?　どっから突っ込めば良い!?　中に穿いてたパジャマのズボンに突っ込めば良い!?　それとも、実は筋肉質なその上半身に突っ込めば良い!?

　童顔だし、戦闘職ではないウルシュ君のその上半身は意外だよっ!?　いや、そう言えば冷静に思い返すと、最近は私を軽々と持ち上げていたな。

「どうしたのウルシュ君!!　そのパジャマと筋肉っ!!」

「ん～？　今朝、急に学科長がやって来てぇ、ゴーレム製作の手伝いにすぐ来てって駆り出されたからぁ、慌ててパジャマの上に作業用のツナギ着たんだよぉ。筋肉？　は、大型の魔道具マジツクアイテム造る時に重い物を抱えたりするからじゃないかなぁ？」

[image: ]

　そう説明しながらウルシュ君は私に、脱ぎたてホヤホヤのツナギを押し付けてくる。

　なるほど、その筋肉は製造作業による労働で生み出された、実用的な筋肉なのだねウルシュ君。カッコいいよ。素敵。好き。

　そう納得しながら、ウルシュ君が押し付けてくるツナギを受け取る。

　はて？　受け取ったは良いが、この脱ぎたてホカホカのツナギはどうすれば良いんだ？

　う[image: ][image: ]ん？　えーと。まず、嗅かぐ。うん。ウルシュ君の良い匂いがするね。安心できる優しい香りだ。ゴーレム製作で少し汗搔かいたのかな？　ほんのり汗の匂いが……。

「イザベラ、何してるのぉ……」

　声をかけられ我に返って顔を上げると、困惑した表情のウルシュ君がそこにいた。

「いや、どうして良いか分からなくて、まず嗅いでみようかと？」

「……どうしてそうなったのか理解できないよぉ。話の流れ的に、そのツナギに着替える以外の選択肢は無かった筈はずだけどぉ……」

　な……なん……だと……っ!?　こ、このツナギを……。ウルシュ君の脱ぎたてホヤホヤの、このツナギを身に着ける……!?

「そっ、そんな事したら、私はウルシュ君の香りと温ぬくもりに包まれちゃうじゃない!!」

「……一回【クローゼット】に入れなよぉ。そしたらクリーニングされて匂いも生暖かさも消えるからぁ」

　ウルシュ君の発言に思わずツナギを強く抱きしめて、首を激しく横に振る。

「そ、そんなっ!!　そんな酷い事、……私には出来ないよっ!!　このツナギからウルシュ君の匂いと温もりを消し去るなんてっ……私には出来ない!!」

「そんなに必死になる事じゃないと思うなぁ……」

「必死だよっ!!　ウルシュ君の匂いと温もりのないツナギなんて、ただのツナギだよっ!!」

「実際、ただのツナギだよぉ……。いいから着なよソレ？」

　ウルシュ君から何度も促され、揉もめている間にツナギの温もりが冷めてきたので、観念して着替える事にする。

　まず、ワンピースの上からツナギを着こむ。そして着ていたワンピースを【クローゼット】に仕舞った。

「一度【クローゼット】にツナギを入れた方が、着替えも早かったんじゃないかなぁ？」

「駄目だよウルシュ君。それじゃせっかく美お味いしく味付けされた手料理を、水洗いしてから食べるくらい意味が無いし罪深いよ」

「……そう。まぁ良いや。じゃあ、さっきの色気過剰な民族衣装を出してくれるぅ？」

　何な故ぜ？

「ウルシュ君、まさかアレ着るつも……りな訳ないか。え～と、よく分からないけど、着る物が無いなら衣装出すけど……」

　たしか男装ガチャの残りがあったはず。そう考えて提案すると、ウルシュ君の笑顔が黒く怖くなった。

「着ないよぉ？　そうじゃなくてぇ、あんなアイテム持ってたらイザベラはまた同じような状況になればアレを着るでしょ？」

　まぁ、他に燃えないような炎耐性の強い衣装を持ってないから、似た状況なら着るしかないよね。黙って頷くと、ウルシュ君は続ける。

「僕は独占欲や所有欲が強いんだよぉ？　知ってるでしょ？　他の人に僕のイザベラをそんなにさらけ出したら駄目だよぉ。だって僕のなんだから。イザベラは全部僕の……。だから、ね？」

　そう言ってウルシュ君が私に片手を出すので、素直にその手にビキニのようなサンバの衣装を渡す。

　そうさっ!!　渡すよっ!!　たとえゲームウルシュ君がくれた真レア衣装であっても渡すよっ!!

　だってウルシュ君がヤキモチ焼いてるんだもん!!　他の人に、見せたくないってヤキモチ焼いているんだもん!!　渡すさっ!!

　素直に衣装を渡した私に、満足そうに頷いたウルシュ君は更に言う。

「それと、もうゲームウルシュ前の男が創った衣装は着たら駄目だよぉ」

　うん。それは構わないけど……、ま、前の男？　そんな関係では無いよ？

「今までは良かったのに、急に何故」

　子供の頃ウルシュ君だって身に着けていたはずだ、急にどうした？

「これまでは、イザベラの言う『ゲームウルシュ』は、僕のようで僕じゃない僕だとして、僕とは別人だと思いつつも、心のどこかで『未来の僕』だという意識があったんだろうねぇ？」

　そこまで言うとウルシュ君は言葉を止め、少し考える素振りを見せたあと、再び言葉を続ける。

「でも僕は彼の歳に追いついたよぉ。イザベラが知っている『別の世界のウルシュ』と同い年になった今は、彼と僕は確実に別の男なんだぁ。だから他の男が創った服なんて着ないでイザベラ。イザベラが必要とするなら、それは僕が創る」

　そう言ってウルシュ君は衣装を、手の平の上で《解体》《分解》して焼却した。特殊な炎でも燃えなかった衣装は塵ちりも残らず、ウルシュ君の手によって一瞬で燃え尽きた。

「これからはイザベラを護まもる服は僕が創る。『別の世界のウルシュ』が不特定多数の誰かの為に創った服じゃなくて、この『僕』がイザベラの為に、イザベラの為だけに創った物を身に着けてくれないかなぁ？」

　そう言ってウルシュ君は、困ったような表情で笑った。





◆◇◆◇◆






「……」

「……おーい。ウルシュ君」

「……」

　ウルシュ君から返答が無い。

　事の発端は、パジャマのズボンだけ身に着けた恰好で、ウルシュ君が錬金術科に戻ろうとした事だった。

　そこで私は、半裸姿のウルシュ君を見た女子生徒が、ウルシュ君にときめいたらどうするのだと訴えて、何か着るように言ったのだ。だけど、ウルシュ君は『僕の半裸にときめくような女子なんていないよぉ』と、どこ吹く風で自分の恰かつ好こうに頓とん着ちやくしてくれない。

　着替えが入っている『亜空間ポーチ』を錬金術科の地下に置いて来ているから、そこまではこのまま行くと言うウルシュ君を全力で止める私に、ウルシュ君が笑いながら言ったのだ。

『じゃあ、イザベラが僕に引っ付いて、僕の上半身を隠してくれればいいよぉ』

　なるほど。それは良い考えだと思った私は、ウルシュ君の素敵な上半身に前から引っ付き、ウルシュ君の首に腕を回した。そのまま勢いを付けて両足をウルシュ君の腰に巻き付け、コアラのようにしがみ付いた。

　ちっさい子供みたいで恥ずかしいけど、ウルシュ君の魅惑的な上半身を隠す為だと自分に言い聞かせる。決してウルシュ君の逞たくましい上半身を堪能したかった訳ではない。本当だよ？

　しかし、そのままウルシュ君からの反応がない。声をかけても無言のままだ。

　不審に思ってウルシュ君の首筋に埋うずめていた顔をあげ、正面からウルシュ君の顔を見ると……




　ウルシュ君は深紅に染まっていた。




　こんな言い方すると血まみれみたいに聞こえるけど、そうじゃない。でも普通の赤面を通り越している。顔だけじゃない、見える範囲、上半身まで真っ赤だ。

「う、ウルシュ君……？」

「─────っつぅ……」

　覗のぞき込むと、思いっきり顔ごと目をそらされた。こ、これは……。

「ウルシュ君、自分から言い出した事なのに、そんなに照れないでよ。こっちもなんだか恥ずかしくなってくる……」

「──────っは、……いや、この体位……ちがっ、体勢はちょっと……も、もう降りてっ!!　イザベラ降りてっ!!　早くっ!!」

　ウルシュ君は恥ずかしいのか珍しく早口になっていて、何言っているのか聞き取れなくなっている。なんだコレ可愛い。

　あ、あれか。『顔が近いと照れて頭突きしたくなる』っていうアレか。照れるたびに頭突きの発作にみまわれるなんて、難なん儀ぎな奴よのぅ。ふふふ、可愛い。好き。

　ニヤニヤしながらウルシュ君を眺めていると、青筋を立てたウルシュ君から振り落とされた。

「うひゃあっ!!　ウルシュ君、流石に私もふざけ過ぎたけど、振り落とすのは酷いよっ!!」

「振り落とされるだけで済んで、良かったって思ってよねぇ!!　僕の理性に感謝してよぉ!?」

　なんか怒られた。声を張り上げるウルシュ君とか、激レア過ぎて感動す……あ、いやスミマセン。反省します。だから、その漆黒のオーラを仕舞ってね、ウルシュ君。

　どうやら思春期男子を虐め過ぎたようだ。反省してウルシュ君が慣れるまで、顔を近づけるのは止めておこう。

「分かったよウルシュ君。今度は顔を近づけないから」

　そう言って、芝生の上に座ったままウルシュ君に向かって両手を差し伸べる。小さい子がよくやる『だっこ』をせがむポーズだ。しかし、ウルシュ君からその両手をポイッと跳ね除のけられた。解せん。

「イザベラ、なんで密着しようとするのぉ」

「いや、引っ付いて隠せって言ったのはウルシュ君だよ？」

「……うん、いや……そうだけどぉ、そ、そうだねぇ。でも方法は他にもあったはずだよぉ。なんで前から来るのぉ」

「え？　後ろから？　おんぶの体勢？　それじゃウルシュ君の身体をちゃんと隠せないよ。背筋も大事だけど、やっぱり正面を隠す事を優先しなきゃ」

「別に抱き着く必要性はないよぉ、引っ付くと言っても寄り添う程度でもいい訳だしぃ。それに……ま、前に来られるとぉ、その、前が見えづらくて大変だしぃ……。その、作業もしにくいからぁ……」

　なるほど、確かに錬金術科の地下に行くまで、ドア開けたり階段下りたりとかあるからね。前にいたら危ないよね。そこで私はウルシュ君の後ろからおぶさる体勢になる事で落ち着いた。

　私を背負って歩くウルシュ君は、深紅ではなくなったけど、ほんのりピンク色に染まったままなのが可愛かった。

　あ、耳は深紅のままだね。これ、かじったりしたら絶対怒られるパターンだよね。うぅ、この真っ赤な耳にイタズラしたいっ!!

　再びウルシュ君を怒らす訳にもいかないので、自分の気をそらす為に話を振る事にする。

「さっきウルシュ君は、大型の魔道具マジツクアイテム創るのに筋肉がついたんじゃないかって言ってたけど、たとえばどんな物を創っているの？」

「最近力を入れているのはぁ、荷馬車かなぁ？　イザベラと行商するのに必要でしょ？　世界中を回るなら少しでも快適な荷馬車を創ろうと思ったんだぁ」

　荷馬車かぁ。前世で読んだ異世界転生物の小説でも、馬車の改良は鉄板だったもんねぇ。

　なんかよく分かんないけど、スプリングとかバネだかコイルだかで振動をやわらげるんだよね。ウルシュ君なら前世知識が無くても、自分で考えつきそうだね。

「へ～。完成が楽しみだね!!　どんな風になるのかな」

「世界中だからねぇ。宿が無くて野宿する状況もあると思うんだけどぉ、僕達なら荷馬車に防御壁張れば見張りも無しで中で眠れるからねぇ。中を広く快適にしようかなぁって？」

　なるほど、商品は私の【クローゼット】やウルシュ君の『マジックバッグ』に入れられるから、荷馬車の中をテント代わりに使えるね。

　そう考えていると、ウルシュ君は続けた。

「そこで、荷馬車の中に拡張魔法をかけてねぇ、外側は普通の荷馬車のままで、内側は二階建ての４ＬＤＫにするところまでは出来たよぉ」

「は？」

「キッチンにはイザベラが話してくれた、前世の世界にあるっていう『ＩＨ』とかいうのを、僕なりに想像して設計して創ってみたよぉ。荷馬車の中で火を扱うのは危ないからねぇ。ただ、水回りが上手くいかなくてぇ……」

「え？」

「ほらぁ、水やお湯は魔法で出せるけどぉ、排水がねぇ……馬車だし。馬車の底でスライム飼って排水に対応するにしても、馬車の振動に驚いたスライムが酸を吐いて馬車に穴を開けると大変でしょぉ？」

　やべぇ……。ウルシュ君の場合、『馬車の改良』の次元が違った。

　もはやバネが云うん々ぬんとかいう問題じゃ無い。

　まさかウルシュ君が移動式のマイホームを創っているとは、思いもしていなかった。一軒家創っているんだもん。そりゃ、筋肉もつくよね。錬金術と大工仕事の合わせ技だもんね。

　でも、それなら旅の途中で家族が増えても安心だね。

　……スネイブル家の遺伝子を継いだ子供って、どんなのか想像つかなくて怖い、お義か母あ様みたいな特殊性癖が無ければ良いけど……。

　よし、お義と父う様の方の家系に似るよう祈っておこう。お義父様の家系がどんな家系かは知らないけど。

　そうして、ウルシュ君と話しながら学科棟が集まる場所まで戻ると、遠くから私達を呼ぶ声が聞こえた。

「ベラちゃ～ん。ウルシュく～ん。そこにいましたのねぇ～」

　そう言い、長い髪を揺らしながら駆けて来たのは、アリスちゃんだった。その後ろから少し遅れてゆったりとクリス様も歩いて来ている。

　アリスちゃんの称号は爆撃狂ボマーのままだし、まだクリス様と結婚してないけど、彼女は周囲から『爆滅妃』と呼ばれるようになった。

　クリス様がスキルの常時発動による神経衰弱から回復した事で、一時期に婚約者希望の令嬢が増えたんだよね。呪いが解かれたなら、婚約者の家に大きな権力がなくても大丈夫だろうと、『是非ウチの娘を婚約者に』と言ってくる家が沢山わいて出たんだ。
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　王様も王妃もその時には、アリスちゃんをクリス様の婚約者にしようと思っていたんだけど、周囲がうるさかった。そこで王妃が、『クリストファーよりも弱い娘は（クリス様が読心出来ちゃうので）婚約者とは認めん。我こそはクリストファーの妻に相応ふさわしいという者は、その武勇を以もつて我らを納得させよ』とか言い出したもんだから、アリスちゃんの心ダイナマイトに火が点ついた。

　その結果、爆撃魔法でクリス様は言うまでもなく、他の婚約者候補達を蹴散らばくはし、なおかつ中規模ダンジョンを単身踏破して、最下層ボスの討伐証明ドロツプアイテムを王家に献上してみせたアリスちゃんが、婚約者として確定したのだった。それからというもの、『彼女の前に立たち塞ふさがる恋敵ライバルは全て爆撃によって滅される。彼女こそ第二王子の不動の婚約者であり、第二王子妃として約束された令嬢』と言われ、恐れと敬意を込めて『爆滅妃』と呼ばれるようになった。

　多分この国にはもう、アリスちゃんを倒せる恋敵ライバルはいないと思う。

　そんなアリスちゃんの今日の衣装は騎士風の服だ。前髪も少し宝塚風（？）にセットしてある。男装レイヤー風と言っても良いかもしれない。でも、騎士服を着て前髪を恰かつ好こ良よくセットしているからと言って、中身が凛り々りしくなったかというと、そうでもない。

　王妃様がアリスちゃんに施す王子妃教育の方法に、疑問と危機感を持った官僚達が、元王女である私のお母様に教育を依頼しに来た結果、なんだかフワフワした『爆滅妃』が出来上がった。

　フワフワした『爆滅妃』ってなんだ。と言われそうだが、そうとしか言いようがない。フワフワした『爆滅妃』なんだ。

　教育の結果『ふえぇぇぇ』とか『ふわぁぁぁ』とか言わなくなっただけでも良しとして頂きたい。十五歳になってもまだ言っていたら問題だし。

　そして王妃様から冒険者パーティ『架空の騎士団ペルソナナイツ』のメンバーに引き入れられたアリスちゃんは、冒険者活動をしていない通常時でも、時々こうして騎士団風というか、軍服のような物を身に着けている。

　理由としては、爆撃による爆風でスカートがなびく事を、クリス様がやんわり窘たしなめたからだ。流石の優しい王子さまも、婚約者のスカートが爆風でまくれるのは許せなかったらしい。

『架空の騎士団』のメンバーの騎士団風の衣装は、元メンバーであるアリスちゃんのお母様が作っている。アリスちゃんのお母様が王妃様と同じ冒険者チームの団員だと聞いた時には、耳を疑った。普通の貴婦人だと思っていたのに、裏切られた気分だ……。他のメンバーも、全員貴族女性だと聞いたから、この国の淑女教育はどうなっているのかと問いたい。

　ちなみにアリスちゃんがメンバー入りした事で、アリスちゃんのお母様は引退したそうだ。

　しかし王子様よ。爆風でまくれはしないけど、この騎士団服も問題だよ。上着が巨乳ではち切れそうになっているし、パンツ姿だとアリスちゃんのムッチリしたヒップが目立ってけしからん。ゲームのキャラデザでも、けしからん感じのメリハリ我わが儘ままボディだったけど、凸凹具合がそれよりもパワーアップしている。出てくるゲーム間違っているよコレ。乙女ゲーじゃなくてギャルゲーだよ。

　ちなみに王子の実際の好みはフワフワ系なので、アリスちゃんは王子とゆっくりお茶会する時は、花の妖よう精せいみたいなドレスを着ている。どこまでも第二王子ファーストなアリスちゃんだった。相変わらず可愛いね。いや、ウルシュ君婚約者ファーストでは私も負けてないよ？

　そんなアリスちゃんが、私達の前に辿たどり着つくと、フワフワと口を開いた。

「ベラちゃん。学科棟の消火は終わったのですけどぉ、職員棟がまだ燃えているそうなんですの。ですから今日はもう、入科届の提出は出来ないそうですわぁ。困りましたわね～。だけど、皆さんとキャンプファイヤーする事になりましたのよ。ベラちゃん達も一緒に参加なさらない？」

　そんな風にフワフワと微笑ほほえむアリスちゃんの腰に手をやり抱き寄せたクリス様が、さらに情報を提供してくれる。

「──……炊き出しが終わったら、楽器演奏があって、ダンスが出来るらしいよ。ボクもアリスと一緒に楽器演奏で参加するから、二人も来ると良い」

　クリス様はアリスちゃんと過ごす日々の中で、目にハイライトが戻ってきたのだけど、相変わらずワンテンポ遅れた話し方をする。

　幼少時代に《傲ごう慢まん王の耳》スキルの常時発動のせいで、常に読心していたクリス様は、聞こえてくるのが本当に話している声なのか、スキルによって聞こえてくる声なのか判断がつかなかったらしい。そのため返事をする際や話し始める前に、相手の様子を窺うかがう癖がついてしまい、未いまだにワンテンポ遅れてしまうのだと。

　ある意味、『大罪王の欠片スキル』の後遺症と言えるのかもしれない。

　まぁ、それはさて置いて……。職員棟の消火活動の事を完全に忘れてた。








閑話









　私を呼ぶ女性の声がする。ここはどこだろう。

『マリエタ!!　おい、マリエタ妃!!　何をしている、立ち止まるな走れっ!!』

　燃え盛る炎。悲鳴と怒号と何かが崩れていく音。

『マリエタっ!!　しっかりせんか馬鹿者っ!!』

『ふえぇぇぇっ!!　マリエタ妃ぃ～、急ぎましょう。ここはもう危険ですわぁ。早くしないと燃えちゃいますぅ』

　声に振り返ると、オレンジ色の髪の女性が二人、私を待っている。

　一人はオレンジ色の髪を、頭の上の方で二つのお団子にしているメイドで、背中に誰かを背負っている。

　あれは……クリストファー殿下？

　クリストファー殿下を背負ったメイド、『メリー』は叫んだ。

『マリエタ妃、ここはもう駄目だ。急ぐぞっ!!』

「でも、塔が……」

　私は背後を振り返った。

　私とクリストファー殿下と、メイドの『メリー』と『アン』。四人で静かに暮らしていた『塔』が崩れて落ちていく。

　閉ざされた、でも、慎つつましやかな幸せが、思い出が、沢山詰まった白い塔が炎に包まれ、砕け、崩れていく。塔の下に植えられていた沢山の花達も炎の中で黒く崩れていく。

『ふえぇ……。悲しいですけど、もう塔はどうにも出来ませんわぁ。まずはクリストファー殿下を無事に避難させる事が大切ですぅ。マリエタ妃ぃ、早くここを離れるべきですよぉ～』

　もう一人の女性、オレンジの髪を頭の下の方で二つのお団子にした『アン』が、涙目でそう訴えた。

「そうね……。早くここから移動しましょう」

　炎の海に飲まれた王宮の建物を迂う回かいしながらなんとか抜け、城壁の方へと急ぐ。

『ふぇ……。どうして火事になったのですかぁ。ベラちゃん、ダイモン近この衛え騎士団長から何か聞けましたぁ？』

『おいアン、何度言ったら分かる。「ベラ」じゃなくて「メリー」だ。ここは塔の中ではない。誰が聞いているか分からないんだから控えろ』

『でもぉ……こんな大騒ぎの状況じゃ誰も聞いてないですよぉ』

「大丈夫よベラ、周りに誰もいないわ。それに、いつどうなるか分からない状況だからこそ、アリスも自分を偽らずにいたいのよ」

『ふんっ!!　お前達はいつも吞のん気きで、警戒心が無いから困ったもんだ』

「でも、ベラが守ってくれるんでしょ」

『当然だ。と、言いたいところだが、私は今殿下を背負っている。努力はするが各自でも周囲の警戒を怠るなよ』

『ふぇぇぇ……。ベラちゃん……私、武器になりそうな物はフォークとナイフしか持ってないですよぉ』

　アンアリスがポケットの中からフォークとナイフを取り出してメリーベラに見せる。

『逆になんで、フォークとナイフをポケットの中に入れているんだお前は……もう良い。それは私によこせ。お前じゃ食器を武器として扱う事は、出来ないだろうからな。私の左右の太ふと腿ももにナイフを隠しているから、二人はそれを持て』

　ベラのスカートにアリスが潜っていき、二つの大きなナイフを持って出てきた。

　アリスから受け取ったナイフは、刃の長さが三十㎝程もある大振りのナイフで、ずっしりとした重みがあった。

　ベラはこんな大きなナイフを、いつもスカートの中に隠し持っていたのか。

「どうしよう、私こんな大きなナイフの使い方なんて知らないわ」

『ふぇ……私もですぅ……』

『アン、お前は緊急事態以外は、ナイフを鞘さやから出すな。お前はどんくさいから、自分の指を切り落とすぞ。マリエタ妃にはこの場を無事に切り抜けられたら、ナイフの扱い方を教えてやる。とりあえず、それまではお守り代わりに持っておけ』

「そうね、約束よベラ。無事にこの危機を乗り越えられたら、ナイフの扱い方……ううん。他にも戦い方やクリストファー殿下を支えて生きて行く為ために必要な事を教えてね？」

『そうだな。お前とは約束事ばかり増えていくが、中々それを果たす機会が無かったからな。安全な所に落ち着けた時には、約束を一つずつ果たして行く事にしよう。そうと決まれば行くぞ』





◆◇◆◇◆






『くそっ!!　こっちの門も溶けて変形して開かないらしい。今、近衛兵が門を破壊する準備をしているそうだ』

　城門から出ようと集まった人達の波をかき分け、戻って来たベラは集めた情報をそう説明する。

　私は芝生の上に座り、クリストファー殿下の上半身を支えたまま城門の前に集まる人々を眺めた。

「そう、じゃあ門が開くまで待ちましょう」

『ベラちゃん……。ダイモン近衛騎士団長には会えましたかぁ？』

　アリスの言葉に、ベラは少し目を伏せる。

『兄様……いや、ダイモン近衛騎士団長は死んだ』

「そんなっ!!　どうして!?」

『ふえぇぇ!!　どうしてですかぁ!!　いつそんな事になったんですのぉ!?』

『緘かん口こう令れいが出ていたんだ。数日前から仕事中に部下数人と急に姿を消していたらしくてな。城壁内から出た記録も無いから、何かあったのかと捜索されていたのだが、一昨日の夜に全員遺体で見つかったそうだ。塔に続く道を横にそれた所に、蔦つたまみれの大きな二階建ての倉庫があるのを知っているか？』

「知らないわ……。そんな所に倉庫があったのね、何の倉庫？」

『倉庫自体は庭師などが道具を入れていた倉庫らしいんだが、ここ三十年程は老朽化と気味の悪さがあるという理由で、あまり使われていなかったらしい。その倉庫の階段の辺りで死んでいるのを発見されたそうだ』

「どうしてそんな所に……」

『階段には地下に続く階段が隠されていたらしくてな。その地下には壊れた樽たるが置いてあったそうだが、それが何かは分かっていない。樽が破壊されたのは最近だという事は判明しているが、中身が謎でな。魔術師団や薬くす師し達が中身の正体を調べていたようなんだが、こんな状態では解明できずに終わるんだろう』

　そう言ってベラは悔しそうに唇を一度嚙かみ締しめると、震える声で続ける。

『ダイモン近衛騎士団長が……ダイモン兄様だけは、何も言わなくても「私」に気付いてくれた。はっきりとそう言葉にはしなかったが、確かに兄様だけは「私」が己の愚妹だと自みずから察してくれたのだ。きっと、そんな兄様だから王宮内の危機を察して動いたんだろう』

　震える声で、だけど顔をしっかりと上げ、少しずつ燃え落ちていく城を真まっ直すぐに見つめるベラを、アリスが背後からしっかりと抱きしめた。

『そんな兄様が命を落とした原因を、解明出来ずにここを去らなければいけない事だけは、心残りだ……。あぁ、マリエタ妃。城門が開いたようだぞ。急ごう』





◆◇◆◇◆






「ベラっ!!　ベラっ!!　しっかりして!!　置いて行かないでっ!!　私を一人で置いて行かないで……！」

　炎の中、私はベラの手を握り叫ぶ。

　ベラは閉じていた瞼まぶたを開けると、空いた片手を私の手に添えて口を開いた。

『……御お伽とぎ話ばなしを信じて、ここまで来たが駄目だったか。あれが本当であれば、殿下もアリスも、兄様も……取り返せると思ったのに』

「ごめんねベラ。魔力が切れて、これ以上治癒魔法をかけられなかったの。魔力が回復したらすぐに治療を再開するから、だからそれまで頑張って。どうにか意識を保つのよ、なにか……なにか話し続けて？」

『……マリエタは御伽話は信じるか？』

「ええ。えぇ信じているわ。皆が幸せに、ハッピーエンドになるものであれば特に大好きよ？」

『そうか。……私が殿下に、アリスとこの学院に通わせて貰もらっていた時だ、御伽話のような不思議な話がいくつかあってね、その内の一つが隠された禁書庫だ』

「隠された禁書庫。素敵ね、一体どんな本があるのかしら」

『その禁書庫には、「虚言王フラウロス」の封じられた場所について書かれた書物があるらしい』

「『虚言王フラウロス』？　封じられたって何な故ぜ？」

　ベラに問いかけるが、返事がない。

「ベラっ!!　ベラっ!!　しっかり!!　気を確かに持って!!」

『……あぁ、……マリエタか。すまんな。少し居眠りをしたようだ。なんの話だったかな……。そう、「虚言王フラウロス」だ。七つの大罪と呼ばれる物は知っているか？「強欲・嫉しつ妬と・傲慢・色欲・憤怒・暴食」そして「虚きよ言げん」だ。七つの種類は土地によって違うらしいがな』

「どうして『七つ』の大罪なのかしらね」

『昔いた聖騎士とやらが言い出したそうだが、実際にはどうか分からん。七つと言われている大罪の内容も土地でバラバラらしいしな。話を戻そう……どこかに「虚言」の罪を冠する王が封じられているらしい』

「どうして封じられたの？　噓うそつきだから？」

『全てを「噓にする」からさ。そんな能力を持っているという。はは……なんとも御伽話らしいだろう？』

「そうね、王宮を脱出してからの、この数年が……いいえ。その前からの全てが、噓であればいいのに……」

『すまんなマリエタ。そいつを見つけ出せば、殿下やアリスを取り戻せるんじゃないかと思ったんだ。御伽話を信じて、お前をこんな所まで連れ回してしまった……。すまない』

　燃え盛り、崩れ落ちていく学科棟を見渡す。

　ベラに連れられて、避難先の隣国からこの学院まで戻って来たけれど、とうとうココも失ってしまう。

　思いかえせば沢山の出会いがこの学院から始まった。

　殿下との出会いや、入れ替わってしまった令嬢達。沢山の思い出、それが燃え尽きていく。

『嵐のような人生だった……。見知らぬ少女と入れ替わり、殺されそうになってアリスと逃げ出した日の恐怖は今でも夢に見る。殿下だけは何故か私達の言葉を信じて、保護してくれた時の安あん堵ども。だから殿下に生涯にわたり忠誠を尽くし、守り抜こうとアリスと誓ったその夜の事も。だけど二人とも失ってしまった……もう御伽話にでも、すがるしかなかったんだ……』

「分かるわベラ。私もよ、私もその御伽話にすがるわ。だから、元気になったら禁書庫を一緒に探しましょう。そして封じられた『虚言王フラウロス』を一緒に探しに行くの」

『そうだな……もう一度やり直そう。……今度こそ……殿下と、アリスと、四人で送る、……静かな生活を……』

　私の手に添えられていたベラの手が落ちる。

「ベラ？　また寝たの？　起きてベラ。ベラっ!!　起きて!!　起きるのよベラっ!!　一緒に探しに行くんでしょ、ベラっ!!　ねぇ起きてっ!!」







　あぁ……思い出した。

　何十回と繰り返して忘れていた。




　コレが私の『一回目』の人生だ。








第五話









　錬金術科で着替えたウルシュ君を連れて、ベラを預けていたバーバラの元に戻った。

「ただいまバーバラ!!　マリエタには会えた？」

　するとバーバラはベラを抱いたまま首を振った。

「ご覧の通り、まだ会えてないわ。知り合いに図書棟にいないか見に行って貰もらったんだけど、どこにもいないのよ。ピンクの髪なんて珍しいから、すぐに見つかると思ったんだけど」

　そういえばマリエタは髪がベリーショートだから、帽子やスカーフをかぶったら髪の色なんて分からなくなるな。それを思い出して伝えると『早く言いなさいよバカっ!!』と怒られた。ごめんバーバラ。

　とりあえず日も落ちてしまった事だし、マリエタは私とウルシュ君で探す事にして、バーバラには聖魔法科で待っていて貰おうかな？

「じゃあ、バーバラは聖魔法科に……あ、そうだバーバラ。私の友達からキャンプファイヤーが行われているって聞いたけど、参加しに行く？」

　聖魔法科の地下が開放された事で、託児所の粉ミルクなどの配給も出来るようになったみたいだし、敷地内から出られなくても一晩ならどうにかやり過ごせそうな余裕が出てきた。

　そこで、バーバラをキャンプファイヤーに誘ってみる。

「は？　キャンプファイヤー？　こんな時に？」

「うん。いまだに燃えている職員棟で、マシュマロ焼いて食べたりバーベキューをするらしいよ」

「燃えている職員棟で？」

「うん。職員棟でキャンプファイヤーしてるんだって」

「馬鹿じゃないの？」

　うん。そうだよね、そんな反応になるよね。私もアリスちゃんから聞いた時は耳を疑ったよ。一体誰が職員棟でキャンプファイヤーしようと言い出したんだよ、おかしいだろって思いきや、まさかの学院長の発案だった。

　半信半疑のバーバラに、ウルシュ君が追加情報を与える。

「流石さすがに魔術学院の教職員だけあって皆無事だったらしくてぇ、炊き出しとかしてるらしいよぉ？」

「炊き出ししてないで消火しなさいよ……」

「それがね、なんか災害対策用の魔術が発動したみたいで、職員棟の全部屋の次元が移動だか遮断だかしてるらしいよ。だから先生達も余裕みたい」

「え？　全部屋の次元が移動か遮断って何よ？」

　うん。理解が及ばないよね、私もサッパリだよ。せめて『移動』なのか『遮断』なのかはっきりして欲しいよね。

「私にも良く分からないけど、『そこに在ってそこに無い』っていう状況らしいよ」

　バーバラと二人で首をかしげていると、ウルシュ君が解説してくれる。

「僕も詳しい事は分からないんだけどねぇ、『虚言王フラウロスの砦とりで』って言われる、大掛かりな魔術らしいよぉ。現象や事実を『噓うそにする』、つまり存在しなかった事にするんだってぇ。今、職員棟の全部屋が『存在していない』事になっていて、火災が収まれば『火災やそれに伴う結果』がなかった事になるんだぁ」

「つまりどういう事よ？　部屋の存在が消えたら火事が収まった後も大変じゃない」

「火災が起きたという事実すらを噓にして、火災なんて起こってない事にするんだぁ。だから、災害対策用の魔術が発動して部屋の存在が消えたっていう事実も無くなるんだよぉ。まぁ僕達の記憶には残るから完全になかった事になっているかは微妙だけどねぇ？」

　さっぱり分かんないよ……。どういう事よ……。

　説明を聞いても哲学的過ぎて分からず首をかしげる私の横で、バーバラは大きくため息をついて首を横に振ると、抱いていたベラを抱え直した。

「何が何だか分からないけど、私はこのままベラと聖魔法科に向かう事にするわ」

　バーバラは夜が深まる前に、ベラの為ためにも寝床を確保しておきたいらしい。だからキャンプファイヤーには行かずに、聖魔法科に行くと。

「私がマリエタから預かったわけだし、付き添って行った方が良いかな？」

「いらないわよ付き添いなんて。そのくらい私一人で行けるし説明出来るわ。聖魔法科にはミリアーナ姉さんもいることだし。姉さんもマリエタの事を後悔していたから、彼女の手助けをしたがると思うわ。その代わり頼みたいんだけど、あちこちにある掲示板に、マリエタへ伝言を残したり、マリエタを見つけたら私とこの子が聖魔法科にいる事を伝えて貰えるかしら？」

「私はいいけど、本当にそれで良いの？　なんかバーバラにだいぶ負担をかけちゃってるけど……」

「良いって言ってるでしょっ!!　そもそも私には歩き回るような体力は無いから、そろそろ休みたいし」

　そうか……。バーバラは比較的普通のお嬢さんだもんね。医療大国であるディアナ王国で育っているから、脳筋国家のロゼリアル王国の脳筋令嬢とは違うよね。

　ただそれだと一つ心配になる事が……。

「ところで、バーバラは何科に入るつもりなの？」

「私？　私はこの国のポーションの創り方を学びたいから、錬金術科に入るつもりよ」

「だったら体力をつけておいた方が良いと思うよ……」

「なんでよ？　錬金術科よ？　魔法戦士科じゃないのよ？」

　錬金術科はブラックだから……、と伝えようかと思ったが、同じ科に知り合いがいると楽しいかと思い黙っておく。マリエタもいるし。

　魔法科でも缶詰状態でポーション等の魔法薬創りはさせられるらしいから、どっちに入っても変わんないよね。多分。

　一緒にポーション創り耐久レースをしようね、バーバラ。体力的には私負けないよ。集中力は負けるかもしれないけど。

　ベラを連れて聖魔法科へと向かったバーバラを見送ると、さっそくウルシュ君とマリエタの居場所に関する情報を求めて掲示板巡りを始めた。

　一つ一つの掲示板が大きいので、ウルシュ君と二手に分かれて両端からマリエタからのメッセージがないか確認する。掲示板の真ん中辺りでウルシュ君と合流すると、お互いの情報を交換した。

「う～ん。ざっと見たところ、マリエタ嬢からのメッセージは貼はってないねぇ」

「そっか……。じゃあ、マリエタへの伝言を書いて貼っておくね。ちょっと待っててね」

「うん。その間に僕は情報収集しておくよぉ」

　すぐにマリエタが見つけられるように、同じ内容の物を三枚書いて両端と真ん中に貼る。全て貼り終わった頃に、ちょうどウルシュ君が戻って来た。

「おかえりウルシュ君。なにか役に立ちそうな情報は見つかった？」

「ただいまイザベラ。さっき職員の人を見つけたから話を聞いて来たよぉ」

　そうしてウルシュ君が得た情報というのが次の通り。





　・明日の朝一番に、騎士団と魔術師団、憲兵が来て火災原因を調べるらしく、それまで敷地内は封鎖されたままだという事。

　・五つの学科棟の焼け跡から、ミスリル製の儀礼剣が出て来て、出所が分からない事。

　・警備員や職員から、見知らぬ人物を見かけたという情報が入っている事。






「色々な情報が飛び交っているらしいけど、今確実なのはこの三つらしいよぉ」

「そうなんだ。やっぱりここにいる人達みんな、敷地内で一晩過ごさないといけないんだね」

「講堂や本校舎が無事だから、そこを避難場所として一時的に開放するらしいよぉ」

「本校舎っていうのは……、学科紹介の間は立ち入り禁止になっていた所ね。学科別の授業じゃない時は、そこで基礎的な授業を受けるんだよね？」

「そうそう。僕達一緒のクラスになれると良いねぇ」

「私も貴方あなた達と謂いう盟友と共に、同じ知識の間にて魔道の深しん淵えんを覗のぞきたく思います」

「そうだね、一緒の教室で勉強……」

　……会話に誰かが紛れてる。

　いや、この声と言い回しをする知り合いは、一人しかいない。ウルシュ君と二人、会話に混入して来た人物に視線を向けると、そこにはいつの間にかギースが佇たたずんでいた。

　約一ヵ月ぶりに再会したギースは左目を眼帯と長い前髪で隠し、右目だけで私達を見ていた。

「ギース久しぶり!!　いつからいたの？　声かけてくれればよかったのに。ところでその眼帯、銀細工の髑どく髏ろが付いててオシャレだね。それどうしたの？」

「これは禁断なる魔道の書を封じる為に、必要とされる楔くさびなのです」

　ん？　な、なんて？

「スキル《魔道辞典》を眼帯で封じてるって言いたいんじゃないかなぁ？」

　ウルシュ君の予想にギースは無言でコクリと頷うなずいた。正解らしい。

　あ、あぁ。なるほど。でも《魔道辞典》って封じないといけないようなスキルだったっけ？　そういう危険なスキルでもなかった気がするんだけど……。まぁ良いや。私が知らないだけでスキルの不具合とか色々あるんだろう。

「そういえばギースは火事の時ドコにいたの？　大丈夫だった？」

「魔道を信仰せし先駆者と共に、光無き奈な落らくの底そこにて厄災の時を過ごしておりましたところ、天上より降り注ぐ光と終しゆう焉えんの調べにより、仄ほの暗ぐらき檻おりより解放されたのです」
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　ウルシュ君に視線で助けを求めると、通訳してくれる。

「魔術師科の先輩と、火事のあいだ地下に閉じ込められていたんだねぇ？　それでアリス嬢の爆撃魔法のおかげで脱出する事が出来たのかなぁ？」

　ウルシュ君の通訳にギースはまたもや無言でコクリと頷いた。

　難しい。難しいよギース。私には何を言っているのかさっぱりだよ!!　ギースの言い回しがやたらと難しくて、察しの良いブライアンか頭の良いウルシュ君がいないと、語ご彙い力の無い私はとっさに返事を出来ないよ。手紙とかの文章なら、時間をかければ何とかなると思うんだけど会話は無理だ。

　そんなギースの登場に冷や汗を流していると、赤いローブを身に着けた先輩が駆け寄ってきた。

「おー!!　さっきぶりだな。チビの母ちゃんは見つかったか？」

　声をかけられ視線を向けると、彼は図書棟から飛竜に乗せてくれた魔法戦士科の先輩だった。

　たしか名前が……。名前なんだっけ？　え～と、たしか……。

「あっ!!　マリリンさんだっ!!」

「ちげぇよ!!　それは飛竜のほうだろっ!!　あー……、俺は名乗ってなかったな、デイビスってんだよ。改めてよろしくな？」

「はい、よろしくお願いいたしますデイビス先輩。私はイザベラと言います。今日は助かりました。そして残念ながら、まだベラのお母さんは見つかってないんです」

　するとデイビス先輩は少し考えてから、提案してきた。

「なんか不審者がいるっていう話があるからよ、竜騎士候補の生徒は臨時で上空から見まわりする事になっちまってさ、俺今から三時間くらい見まわりするんだよ。なんだっけ？　ピンクの髪の女子生徒だったか？　ついでだから一応気にして見といてやるよ。もう暗いから見つけづれぇだろうけど」

「本当ですか？　ありがとうございます。よろしくお願いいたしますね」

　そのまま少し会話をした後、デイビス先輩は竜舎の方へと去って行った。

　すると今まで静かにしていたギースが口を開いた。

「霧の先へと進んでしまった、薄紅色の髪の乙女を追っているのですか？」

「き、霧の先？　今日、霧なんて出てたっけ？」

　なんの事だ？　火災による煙ならあったけど、霧は私の知る限り出ていなかった気がするんだけど……。

「イザベラ、ギースは〝姿が見えなくなった〟って言いたいんだと思うよぉ？」

「そんなん分かるかいっ!!　なんかもう面倒くさいよっ!!」

　あ、でもギースはマリエタと間接的に関わりがあったな。事情を説明したら探すの手伝ってくれないかな。

「まぁ良いや。そう、知り合いがいなくなっちゃったの。昔、ギースが人形師に誘拐されたときのこと、覚えてる？」

　そう聞くと、ギースは無言で頷いた。

「その時、ギースと一緒に保護されたピンク色の髪のお姉さんがいたじゃない？　その人の姪めいっ子こがマリエタって言ってね、今日の夕方頃から乳児の娘を置いて、学院内で行方が分からなくなっているの」

　その説明を聞いていたギースは、少しずつ真剣な目つきになり、聞き終わると強こわ張ばった表情で口を開いた。

「囚とらわれし生いけ贄にえであった私の心を、癒しの息吹によって救済せし春の女神の愛いとし子が、闇の中に？」

「簡単に言ってくれ」

　いちいち長いよ言い回しが。聞いてるうちに訳が分からなくなっちゃうだろ!!　要点を言え、要点を。

「貴女あなたが保有せし、薄紅の乙女へと導く道標の欠片かけらを私にも頂けますか？」

「お前は一体何を言っているんだ？」

「イザベラ……。ギースはイザベラの持っている情報や手掛かりが欲しいらしいよぉ」

　だから分かんないって!!　この意味不明さで本当にギースは学院生活やっていけるのか心配だよ!!　ただでさえ脳筋が多いこの国の学院で、この調子だと先が思いやられるよっ!!

「ウルシュ君、これ呪いじゃないかってレベルで何言ってるか分かんないよ。一刻も早くこの呪いを解かなきゃ、在学中みんなと意思の疎通がはかれないよ」

「その辺は僕も考えとくよぉ……。ブライアンも心配してて、騎士学校に入学して行く前に、僕の所に菓子折り持ってギースの事を頼みにきたことだし」

　ブライアンはギースのオカンかっ!!　ゲームでの本来のオカンキャラは、ギースのハズだったでしょ!?　なんで立場が逆になっちゃったの？

「……イザベラ嬢、薄紅の乙女へと指し示す地図の断片を、どうか忘却の海の底より拾い集めてくれませんか？　それを私が復元致しますので」

「おぉ、ちょっと分かりやすくなったよギース!!　その調子だよ!!　でも情報は私が欲しいくらいで、なんの手掛かりも持ってないの」

　そう伝えると、ギースは悲しげに肩を落とした。なんの情報も持ってなくてゴメンねギース、恩人の姪っ子探すのに何か力になりたかったんだよね。

　ギースと向かい合って少ししんみりしていると、掲示板の周囲に集まっていた生徒達が、ザワザワしながら移動し始めた。駆けだしている生徒もいる。

「あれ？　見てウルシュ君。皆、どこかに行くみたいだよ」

「うん、そうだねぇ。ちょっと話を聞いてこようかぁ。あっ、さっきの親しげにしていた男の先輩については、後日改めてちゃんと話し合うからねぇ？」

「え？　マリリン先輩の事？　なんで？　何を話し合うの？」

「あの先輩、マリリンじゃなくてデイビスって名乗っていたのもう忘れたのぉ？　その調子じゃ心配無さそうだけどぉ、婚約者の僕がいるのに、目を離したすきに知らない男と親しくなっているのは嫌なんだぁ。僕、少し怒ってるんだからねぇ？」

　え？　もしかして嫉しつ妬と!?　ふおぉぉぉ……。

　よっしゃあぁぁぁ!!　バッチ来い!!　ウルシュ君のヤキモチなら、いくらでも聞くよ。だって嫉妬するウルシュ君マジ尊とうとい。好き。

　ヤキモチウルシュ君にニヤニヤしている私の手首を、ウルシュ君はしっかりと摑つかんで歩き出した。

　ふぉぉぉ!?　ウルシュ君が私の手首を摑んで、ちょっと強引な感じで引っ張っているよ!!　やだ、急にどうしたの男らしい。

　ウルシュ君が私を殺しにかかっている!!　キュン死させようとしてる!!

「あぁぁぁぁぁぁっ!!　ウルシュ君、かっこいい!!　好き!!　嫉妬によってちょっと強引さが出ちゃうところも素敵っ!!　私と結婚して下さいませぇぇぇぇ!!」

「するよ!!　お嫁さんにするよ!!　来てよ、絶対っ!!　もーっ！　僕怒ってるのにぃ」

　そう言いながらウルシュ君が振り向いた時、大きな声で話しながら男子生徒達が横を駆け抜けて行った。

「見回りしていた竜騎士候補が、不審な魔術儀式の祭壇を発見したってよ!!」

「そこで、檻に入れられた生徒が保護されたって。みんな新入生らしいぞ」

「俺の知り合いが見つからねぇんだよ。まさかその中にいねぇよな」

　それを聞いたギースは、皆が向かう方向へと駆けて行った。

　私とウルシュ君も顔を見合わせると、保護された生徒達がいるという場所へと急ぐ。

　保護されたという生徒達は、どうやら燃える職員棟の前に集められたようで、その周りを様子を見に来た生徒や知り合いを探しに来た生徒達が、大きく輪を作るように囲んで、遠くから見ていた。

　先に辿たどり着ついていたギースがその輪から手招きするので、そこにウルシュ君と入り、保護された生徒の中にマリエタの姿がないか探す。

　保護された生徒の人数は十数名。地面に座り込んでいる生徒や、立ったまま不安げにしている生徒達に、職員達が飲み物や炊き出しの温かいスープを配っていた。保護された生徒達は順番に何があったのかを学院長と教職員に説明しているようだ。

　ちょうど学院長に事情を説明し終わって、保護された集団の中に戻ろうとしていたマリエタを見つけた。どうやらマリエタは、この事件に巻き込まれて捕まった生徒の一人だったようだ。

　私達に気付かずに集団の中に戻ろうとしているマリエタに、大きな声で呼びかけると、彼女は弾はじかれるように振り返った。

　マリエタは私の姿に気付くと目を見開いて驚き、集団から離れ私の方へと駆け寄ってきた。

「イザベラ!?　どうしてココに？　イザベラはココに来ては駄目よ、また死んでしまうわ!!」

　うん？　『また』死ぬ？　一体どういう事だろう？

　マリエタの言葉に首をひねっていると、マリエタはさらに独り言のように言葉を続ける。

「一体どうして？　ベラを預けたら図書棟から出て来ないと思ったのに……」

　ん[image: ][image: ][image: ][image: ]？　なんかその言い方だと、私を図書棟に足止めする為にベラを預けたみたいに聞こえるな。

　でも、それじゃ足止めにならないよ。だってベラの食べる物とか世話する物を貰もらってないから、どちらにしてもそれらを求めて図書棟の外に出るしかないんだし。詰めが甘いよ詰めが。

「いや……あのさマリエタ。ベラのご飯とかオムツとか無かったし。あと、ベラは──……」

　バーバラに預けたよ。と言いかけて、はたと気付く。

　私はバーバラとディアナ王国で過ごした時間があったから、彼女が子供の世話が得意だったり、なんだかんだと自分の懐に入れた弱者には凄すごく責任感を持つタイプの人物だと知っていた。だからベラを預けるにあたって信頼しても大丈夫だと考えたんだけど、マリエタからするとバーバラは幼少期に自分を虐いじめてきた異母姉だ。

　その異母姉に娘を勝手に預けられたら、複雑というか不安というか、あまり良い気はしないんじゃないだろうか？

　今さらそんな事に気付いたけど、すでに預けてしまった後だし、これから錬金術科で一緒になるわけだから、姉妹としての交流を改めてやり直してもらいたい。

　それに明らかにバーバラの方が適材適所だったし、その預けた行動に対して文句を言われたとしても、私は振り回された事に対して逆ギレしていい立場じゃないか？　そう色々と考えた末に、正直にベラをバーバラに預けた事とその理由、そして今ベラがどこにいるのかをマリエタに伝えた。

　すると私の心配をよそに、マリエタはあっさりと頷いた。

「そう。彼女がベラを見てくれるなら安心だわ。彼女は凄く攻撃的な言動をするけど、自分が守るべきだと判断した存在には、不満を漏らしながらも凄く面倒を見るし、その存在を守るためには凄く必死になる人だと知っているわ。私も過去に、彼女から文句を言われながらも助けられて生きた人生が何度かあるの。だから彼女の性格はよく分かるわ」

　そうか、これまでのループの中で、マリエタとバーバラが共にある人生もあったのか。それを聞いて、マリエタが過去に築いては失ってきた絆きずなと人生に想おもいをはせ、少し切なくなった。

　マリエタと共に過ごしたというバーバラは、性格は今と変わりなさそうだ。

　そういえばバーバラがマリエタを虐めた原因は、愛人と隠し子の存在に苦しんで泣き暮らし、ふさぎ込んだ母親を助けようと突っ走った事が切っ掛けだったな。やる事が極端だけど、自分が守るべき存在を傷つける者は攻撃する、といった行動原理は今も昔も変わっていない。

「それで、マリエタは一体何をしようと跳び出したの？　自分の娘で私を足止めまでして」

　私の問いかけに、マリエタは表情を暗くして目線を落とすと黙り込んだ。

　何も言わないマリエタに焦じれて、もう一度問いかけようとした頃に、ようやく彼女は小さな声でポツリポツリと話し始めた。

「学院が今回みたいに燃える事は過去に何度かあったの……。どれも私達が卒業して数年程経たってからなんだけど」

　なるほど、卒業して数年経っての出来事なら、ゲームのシナリオに無くて当然だ、私が知らなくても不思議ではない。

　でも、今回は入学式直後の学科紹介の時期だ。まだ通常の授業すら始まっていない。どうして時期が早まったんだろう？

「その学院が燃える事件の時に、過去のイザベラが命を落とした事が何度かあるの。そう、何度も。それは火災そのもののせいだったり、この事件を起こした魔王崇拝集団を追っている最中だったり」

　ん？　待って、なんか今重要な事を聞いた気がした。この事件の首謀者が何だって？

「それを思い出して……。だから私はイザベラが危険に巻きこま……」

「ちょっと待ってマリエタ。いま『魔王』崇拝集団って言った？　それがこの火災の原因なの？」

　私はマリエタの発言を遮って、一番聞きたい事を質問する。マリエタは私が喰くいつくように問いかけてきた事に少し驚きながらも、答える。

「えぇ、そうよ。これは魔王を復活させる儀式の一つでもあるの」

「私、千年以上前に魔王は滅びたって聞いていたんだけど、復活するの？　そんな事が出来るの？」

　それ、その儀式は……まさか大罪王スキルを持っている私やウルシュ君。さらにクリス様、そしてブライアンに影響は出ないよね？　その儀式によって大罪王スキルが反応して、それぞれが魔王化するとかないよね？

　それに今朝聞いた童謡の、十個に分かれた悪い王様の件も気になるしで、謎が多すぎだよっ!!

　聞いたり調べたりする前に、次から次へといろんな事が起こるし、意味深で断片的な情報がいっぱい入ってくるしで訳が分からないよ！

　そろそろ現時点で皆が持っているであろうバラバラの情報を全て集めて、今私達が立たされている状況の大まかな予測を立てたいんだ。出し惜しみせずに、皆さっさと持ってる情報を全て開示してくれないかな？

　マリエタを焦らさないように真顔で黙っているけど、内心は大荒れだ。かなり荒ぶっている。そんな私にマリエタは戸惑いながらも私の疑問に答え始めた。

「えっと……。魔王がいなくなった理由にいろんな説があってね、千年以上前に聖騎士に倒されて滅んだ説と、次元の狭はざ間まに永遠に封じられた説とか、他にも地域や種族によって言い伝えが微妙に違うらしいんだけど……」

　そして彼女が続けた話によると、今回の事件を起こしたのは『魔王は次元の狭間に封じられた説』を信じるグループだったらしい。

　でも、なんで学院に火を放ったら魔王が復活するなんて思ったんだろう？　魔王復活と学院炎上の関係性が分からなくて首をひねる。

　生徒を捕らえておくというのが儀式に必要な生いけ贄にえのためだと考えると、皆が考えるイメージ通りの魔王崇拝者なんだけど、保護された生徒達は誰一人として傷つけられていない。

　竜騎士候補が見つけたのは何かの儀式が行われた形跡、つまり儀式の跡を見つけたわけだから、儀式自体は既に終わっている。では何の為に生徒を捕らえたのか？

　腑ふに落おちない点が多すぎて、もう少し具体的に話を聞こうと口を開いたとき、教職員の一人がマリエタを呼びに来てしまった。

　保護された生徒は夜が明けたらやって来る騎士団に、もう一度情報提供をしなくてはいけないので、それまで集められたまま教職員や警備員に警護されるらしい。職員に連れられて他の生徒達と一緒に移動するマリエタを、ウルシュ君と見送ってため息をつく。

　結局また、中途半端な情報を得ただけに終わった。だけど明日以降に、マリエタに知っている情報を教えて貰おうと思い直す。どんどん次の事を考えていかないとね。

　とりあえず、今はウルシュ君とどこで野営をするかを考えよう。

　そう思ってウルシュ君に向き直ったとき、傍そばにギースがいた事を思い出した。

　ギースはマリエタのループの事なんて知らないのに、今の話を聞かせても良かったのだろうか？　そう思ってギースの様子を窺うかがうと、彼は顎あごに手を添えて下を向き、険しく眉まゆを寄せて深く考え込んでいた。

「え～と、ギース大丈夫？　何か気になる事でもあったかな？」

　すると、私の言葉に顔を上げたギースは眉を寄せたまま口を開いた。

「私が産まれ堕おちる数月前、世界を構成せし外殻の亀裂より、封じられし魔王が甦よみがえらんとする恐怖の影に王都が沈んだと伝え聞いています。我が父も真理を求めるも、時の巨壁に阻まれ無情にも届かず。そして魔王を求める哀れなる信徒が光届かぬ深き場所で澱おりになったとも」

　なんて？　ギースが生まれる数月前に世界の甲羅に亀裂？　ギースの父親が真理に手を伸ばす……。

　あ、なんか聞いた事があるぞ。ギースが何月生まれかは知らないけど、確か私が生まれる十ヵ月くらい前に、どこからか強い力が流れ込んできたっていう話だ。その原因が次元に亀裂が入って魔王が復活するんじゃないかと噂になったから、魔術師団が駆けずり回って原因を調べたけど、結局何も分からなかったっていう話じゃないか？

　もしかしてその事件があったから、魔王が次元の狭間に封じられているっていう話に真実味が出て、魔王を崇拝するカルト集団が誕生したっていう事かな？

　私がギースの話から読み取った内容を伝えると、ギースは無言で頷うなずいた。どうやら彼が伝えたかった内容はそれで正解のようだ。

「私は独り、その深しん淵えんに潜ってみます。父すら未到達の真理へと手を伸ばし欠片や澱の一部でも手に出来たなら、ご覧に入れましょう」

「えーと。魔王崇拝者集団と十五年前の事件について、独自に調べて来るって事で良いのかな？」

　するとギースは無言で頷いた。ねぇ、たったそれだけの内容を、そんなに難しく言う必要ある？　何とか伝わったけどさ……。

　ギースはそのまま踵きびすを返し、図書棟のある方向へと歩いて行った。

　そう言えばウルシュ君の通訳が無かったな、と不思議に思い、ウルシュ君へと視線を向ける。するとウルシュ君はウルシュ君で、とても真剣な表情で、何かを考えていた。なんで皆そんなに考え込んでるの？

「どうしたの？　ウルシュ君。なにか気になる事があった？」

　そう声をかけるが、思考の海に沈んでいるウルシュ君には届いていないようだ。私の話しかける声に反応しない程に考え込むウルシュ君は珍しいので、少し不安になる。そんなにも考え込むような何かがあったのだろうか？

　いつまでたっても反応しないウルシュ君に、堪こらえきれずに彼の袖そでを引っ張りながらもう一度声をかける。

「ウルシュ君、どうしたの？　マリエタも見つかったし、そろそろ夜が明けるまで待機できる場所を探そう？」

　すると、ウルシュ君はようやく私の方に顔を向けて口を開いた。

「イザベラ。僕、イザベラに言っておかないといけない事があるんだ」

　いつになく真剣な表情と話し方に、とても重要な話なのだと身構える。

「子供の頃、クリス様を誘拐した時の帰り道に、僕と荷馬車の中で話した内容を覚えてる？」

「うん、覚えているよ。私の『七大罪スキル』についての話でしょ？」

「そうだよ。あの時、僕に心構えが出来なくてイザベラにまだ話せない事があるって言ったのも覚えてる？」

「うん。ウルシュ君の言いたい時で良いよって返したよね。あの、もしまだ言いたくないのであれば無理しなくてもいいんだよ？」

　そう返すがウルシュ君はゆっくり首を振る。

「ううん。もはや僕が〝言いたいか言いたくないか〟というような時期ではないと思うんだ。確かにまだちゃんと決心がついていないけど、それでも今のうちにイザベラに知らせておかないといけないんだと思う。だから……聞いてくれる？」

「ウルシュ君がそう判断したなら、聞くよ。重要な事なんでしょ？」

「そう、重要なことなんだ」

　重々しく頷いたウルシュ君は、それから一拍おくと強張った表情で口を開いた。

「イザベラに『七大罪スキル』を埋め込んで、魔王を創り出そうとした男についての話だよ」




　生徒が集まり、キャンプファイヤーが始まった場所で話すのもなんなので、とりあえず移動する事にした。

　避難場所として開放されている本校舎に入り空き部屋を探すが、なかなか重要な話を話せそうな場所が無かったため、広い半円形のバルコニーにある空中庭園に出る。流石にこんな時間に空中庭園を見に来る生徒はおらず、職員を含め誰もいなかったので場所をここに決め、ウルシュ君と二人でバルコニーの手すりを握り、燃えている職員棟を見下ろした。

「それで……私に『七大罪の魔眼』を植え付けて、人工的に魔王を創り出そうとした人っていうのは、一体誰なの？」

　確か、あの時ウルシュ君は『私も知っている人物で、ウルシュ君が大っ嫌いな男で、二度と会う事は無い人』と言っていた筈はずだ。いまだに思い当たる人物がいないので、気になっていた。

「イザベラが僕の作業場に遊びに来て、お互いのステータスを鑑定し合った時の事を覚えてる？」

「うん。あの日の事ね、ダイモン兄様に抜け出して遊びに来ていた事が見つかって、ウルシュ君の前で凄く怒られた挙句に、引きずられて帰ったのよね。恥ずかしいから、その時の事は忘れてくれないかな？」

　だけどウルシュ君は無情にも首を横に振って拒否した。

「駄目だよ。僕はイザベラと過ごす大切な日々の思い出は、イザベラの頼みであっても何一つとして忘れないよ。イザベラ自身と、イザベラと過ごす一分一秒は僕の宝物なんだから、無くさないし誰にも渡さない。それがたとえもう一人の自分自身が相手だとしても」

　もう一人の自分自身？　何だろうソレ？

　もしかしてウルシュ君はまだ、私が前世でプレイしていた『ラブ☆マジカル』のゲームキャラクターであるウルシュ君にライバル意識を燃やしているのだろうか。でも私はすでに、ゲームのサブキャラだったウルシュ君よりも、今現実に目の前にいるウルシュ君の方が好きなんだから、心配しなくても良いのになぁ。

　そういえば日中に、ゲームウルシュ君の創った衣装を着ていた事で嫉しつ妬とされたな。

　まぁ、ある意味そのおかげでウルシュ君の脱ぎたてホヤホヤのツナギをＧＥＴ出来たから、得しかしてないけど。ちなみにこのツナギを返すつもりはない。

　婚約者の作業着を借りパクするつもりの私、悪役令嬢十四歳です。だけどその代わりに新しいツナギを後日プレゼントするよ。名前の刺し繡しゆうも入れよう。私の刺繡の腕前は可もなく不可もなくで面白味が全くないけど、ウルシュ君なら笑って許してくれるだろう。

　私がそんな事を考えている間にも、ウルシュ君は話を続ける。

「あの日初めて僕は、イザベラのステータスを《強欲王マモンの眼め》で鑑定したんだけど、その時、鑑定結果に今まで経験した事がない現象が起きたんだ」

「経験した事がない現象？」

「そう、あの日イザベラのステータスの鑑定結果の上に、僕に宛てたメッセージが乗っていたんだ」

「うん？」

　え、意味が分からない。

　なんて？

　鑑定して出て来たステータス表示の上に、ウルシュ君宛てのメッセージが乗ってる？

　実体の無いステータス表示の上に、どうやってメッセージを乗せるの？

　っていうか、なんでウルシュ君宛て？　ウルシュ君があの日に私を鑑定する事を知っていた誰かが乗せたの？　いや、そんな筈はない。アレは予定された行動じゃなかった筈だ。

　待て待て待て。その前に他人のステータスの上に、誰か宛てのメッセージを乗せておくという離はなれ技わざをやってのけた人物がヤバイ。もしかしてそいつが魔王なんじゃないかっていうレベルの超絶技巧すぎて、理解が追い付かない。

「えっと……。良く分からないんだけど、それはつまり私は、知らない間に伝書鳩にされていたって事かな？　一体いつの間に？」

　なんだそれ。軽く腹も立つし、意味分からなすぎて怖い。

「一体いつか、と聞かれると、イザベラが転生する前。イザベラがまだ『ニホンジン』の女性だった時に、『七大罪スキル』と一緒にメッセージも持たされたんだ」

「ん[image: ][image: ][image: ][image: ]あ[image: ][image: ][image: ]。なんだったっけ？　確か、来世、つまり今の世界から世界線と時間を越えて、前世の私にスキルを埋め込んだ人が、一緒にウルシュ君宛てのメッセージも乗せたって……いう事？」

　なにそれ本気で怖い。私で人工魔王を創ろうとしたヤバイ人からのメッセージって事でしょ？　そんな物を理解不能な配達方法で、しかも名指しで送られたら、困惑するし説明が難しいな。

「そうだよ。そのメッセージにイザベラへ『七大罪スキル』を埋め込んだ事と、そのスキルを全て進化させると『魔王』が出来上がる。と、彼が思っている事が書かれていてね、そのスキルを進化させる作業を僕に任せる事が書かれていたんだ。でも、彼にも誤算があったみたいでね、確かに『僕』宛てではあったんだけど、それは『魔術学院に通っている僕』に対するメッセージだったんだ」

　なんて事だ……。配達指定日時を大幅に間違って届けられたとはいえ、急に名指しでそんな無茶な作業を任される事になった、六歳児の少年が受けるであろう衝撃は計り知れない。普通の六歳児が魔王創りを任されたら、荷が重すぎて途方に暮れるぞ。それ以前にメッセージの内容が難しくてサッパリ理解できないかもしれないけど。

　ウルシュ君だったから内容を理解したうえで、私に気付かせずにやり過ごしたうえに、今日まで黙っていられたわけだが。

　……どう考えても当時六歳のウルシュ君、スペック高すぎだろ。

「で、そのぶっ飛んだ男は一体何者なの？　私の知っている人とは言われたけど、私の知る限り、そんな壊れた性能を持った人物に、思い当たるふしがないんだけど……」

　私が知る中で一番のチートだと思えるのはウルシュ君だけど、そのウルシュ君よりも遥はるかに違う次元にいる気がするよね。一体どこの誰が、知人の前世に干渉してスキルを埋め込むついでにメッセージを挿はさむんだよ。

「……僕だよ。他の世界線で、イザベラと出会わずに成長した僕がそれをしたんだ」

「あぁ！　それなら納得」

　ＯＫ、理解した。確かにウルシュ君以外に、そんな事を可能にしそうな人物は他にいないわ。

　うんうん、と頷く私をウルシュ君は首をかしげて眺める。

「イザベラ？　怒らないの？」

「え？　なんで？」

「だって、並行世界線上の僕がイザベラを実験体にして、魔王を創り出そうとしたんだよ？」

「うん、それは今聞いたよ」

「僕に対して怒らないの？　僕を嫌わない？」

「え？　うん？　なんでウルシュ君を嫌うの？　ウルシュ君がした事じゃないじゃん」

「僕だよ」

　違うよ、ウルシュ君だけどウルシュ君じゃないよ。

　これ、ウルシュ君に一体どうやって説明したらいいんだろう？　そもそもウルシュ君は日中、自分とゲームウルシュは違う男だと言っていたじゃないか。発言が日中と相反してるよ。

　これはアレか。凄すごい事、凄い物を創ったゲームウルシュは自分と違う男で、悪い事をしたゲームウルシュは自分と同じって感じで、マイナス面だけ背負っている感じ？

　いや、そこはマイナス面も他人がやった事だと切り捨てちゃいなよっ!!　実際この世界のウルシュ君は、何もやっていないじゃん!!

　許すまじ並行世界のウルシュ・スネイブル!!　お前のやらかしで、私の婚約者が変な罪悪感と負い目を感じて自己評価が低くなってるじゃないか!!

「えっと、やっぱりウルシュ君がした事じゃないよ。上う手まいたとえが見つからないんだけど、たとえば一卵性の双子の兄弟がいたとして、明らかに〝双子の兄の方〟が悪い事をしたって分かっている状況で、〝双子の弟の方〟が『僕と兄は同じだから、僕がやったも同然だ。だから謝罪に来ました。申し訳ありません』って謝ってきたとしても『いやいや、お前じゃねぇよ。やった兄本人が謝罪に来いよ』ってなるでしょ？　それがたとえ同じ遺伝子……って言っても分からないか。えっと、同じ血が流れた同じ姿をした人物だとしても違う人なんだよ!!」

「でも、双子の兄弟は魂まで一緒じゃないよね。僕とそのウルシュ・スネイブルは並行世界線上の同じ人間で……」

「えぇいっ!!　だったら今すぐ歯を食いしばれぇい!!」

「え？」

　私の言葉にポカンとしたウルシュ君の頰へめがけて、思いっきり手加減した平手打ちを喰らわす。

　燃える職員棟からの明かりで照らされる空中庭園に、『ばちーん』と音が響いた。

　ウルシュ君は私に打たれた頰に手を当て、相変わらずポカンとしている。

　そして、私はと言うと……。凄すさまじい速さで早鐘を打つ心臓を抱えて、冷や汗を流していた。

　よ、よよよよよかったぁぁぁぁぁぁぁ!!　なんとか上手く手加減が出来たっ!!　私の平手打ちで、ウルシュ君の頭と身体からだが永遠の別れエターナルグツバイにならなくて、本当に良かったぁぁ!!

　内心バックバクだけど、そのまま勢いに任せて言い放つ。

「今の平手打ちで全部チャラだよっ!!　ぶっちゃけウルシュ君は全然悪くないと思っているけど、ウルシュ君の気が収まらないんだったら、今のが罰ね。はい、この件は一件落着!!　終了!!」

　少しずつ思い出してきたけど、イザベラ魔王計画を企んでいる奴がいると知った時、その男を一発ぶん殴ろうって思ったんだよね、たしか。

「えっ？　えっ？」

「『えっ？』じゃないっ!!　終了なのっ!!　はい、これで終了!!　はい、他に言っておくべき事はある？」

「え……あ、うん？　う……うん、そのメッセージで、並行世界の僕は『大賢者』って名乗っていたんだぁ」

　え、ちょっ、おまっ!!

「だ、『大賢者』はお前かぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

「え、えっとぉ、僕自身はまだ『賢者』スキルしか持ってないけどぉ……。それは、うん」

　それを聞いた瞬間、私はウルシュ君にタックルして抱きしめる。

「うわっイザベ……グフッ……!!」

「はい、確保[image: ][image: ]っ!!　『大賢者』確保[image: ][image: ]っ!!　生け捕り成功っ!!」

　マリエタと考えていた『大賢者生け捕りクエスト』を達成した瞬間、軽快な音楽が流れだした。

　一瞬クエスト達成メロディかと思いきや、どうやらキャンプファイヤーの周りでダンスが始まったようだ。

「よし、ウルシュ君。私達も踊りに行こう。仲直りのダンスだよ」

　そのままウルシュ君を抱きしめたまま、引きずるようにして燃え盛る職員棟へと戻る。ウルシュ君は階段を下りる時に段差に足がぶつかって痛かったのか、途中で両足を浮かせて私にぶら下がっていた。

　その姿がおかしくて笑うと、ウルシュ君もつられて笑い出した。

　二人で笑い合いながらダンスの輪に加わると、お互いの左腕を組んでグルグルと回転しながら跳ね回る。

　ちなみにこの世界には、ワルツやタンゴのように向かいあってホールドするダンスはない。多分、これは私の予想なんだけど、両腕を塞ふさいだ状況でお互いの背中を他人に晒さらすのは無防備だと考える脳筋的な風土が影響していると思う。

　その結果が、酒場で荒くれ者共がジョッキ片手に踊るようなこのダンスだ。正直、色気も何も無い。でも、ダンスは楽しい時や元気を出すべき時に、馬鹿騒ぎしながらする物だという文化は結構好きだ。

　ウルシュ君と笑いながら、グルグルと飛び跳ねる。

　大丈夫。私達はやっていける。

　魔王が何なのかも、大賢者が何を考えていたのかも、まだ全然分からないけど、私達は笑い合いながら、信頼し合いながらやっていける。





◆◇◆◇◆






　沢山騒いで踊った私とウルシュ君は、再び空中庭園に戻って来た。ここから見える職員棟の炎もだいぶ収まって来たみたいだ。

　ウルシュ君と二人、花壇の縁に腰掛けて座り、空を見上げた。上空では、隊列を組む飛竜のシルエットが旋回している。未いまだに不審者の捜索と、見回りが続いているのだろう。

　私がぼんやりと飛竜を眺めていると、横に腰かけたウルシュ君は大きく伸びをして、花壇へと仰あお向むけに倒れこんだ。その衝撃で花びらが舞い上がる。ビックリして花に埋もれるウルシュ君を覗のぞき込む。

「どうしたのウルシュ君。気分が悪いの？」

「ううん。少し休もうかと思ってぇ。花は後で魔法で元気に戻すよぉ。今日は一日色々な事が起こったから、頭が疲れたなぁって思ってねぇ。イザベラ、もうそろそろ夜明けが来るよぉ。多分騎士団が来てからも、状況確認や生徒の安否の確認の為に、なかなか外には出られないと思うからぁ、今のうちにゆっくりしとくと良いよぉ」

　ウルシュ君の夜明けが来るという言葉に、もう一度空を見上げる。確かに少しだけ夜空の色が薄くなっている気がする。そうか、もう暫しばらく外には出られないのか。

　ウルシュ君は私の方へモゾモゾと寝返りをうち、背中を丸める。

「でも、騎士団が来てくれれば、皆が安心できるね。具合が悪い人や怪け我がした人の治療も進みそうだし、食べ物も何とかなりそうだね」

「そうだねぇ。明るくなれば、知り合いを探しやすくなるしねぇ。勿もち論ろん知り合いだけじゃなくて不審者もねぇ」

　不審者か。噂うわさでは不審者情報が沢山寄せられているけど、暗かったら本当に不審者かどうかの区別がつかないからね。明るくなってから探すのが確実だろう。そこまで考えて、ふと、マリエタとギースの言っていた話を思い出す。

「それにしても、なんで魔王を復活させるのに、この学院に火を付けたんだろう？　この学院が火事になったからと言って、魔王が復活するとは思えないんだけど」

　するとウルシュ君は花の中から私を見上げて答える。

「ギースの話を聞いてから、大体の予想はついているんだけどねぇ。イザベラが気にするといけないからと思って、言わないでいたんだけどぉ……。聞きたい？」

「聞きたい。けど、私が気にするって何を？」

「色々な事をだよぉ。本当に聞きたい？」

　何だろう？　この話を聞くと私が気にする？　良く分からないけど、聞かなきゃこの先どうするかの指針が決まらないし、先に進めないから、聞く以外の選択肢が無いんだけどね。情報大事。

「聞きたい。ウルシュ君の考えを聞かせて貰もらっても良いかな？」

「そう？　じゃあ話すけどぉ、これはあくまでも僕の予想であって、事実とはかけ離れているかも知れないって事は理解しておいてねぇ」

「うん。分かった」

　そこでウルシュ君は少し間を置いてから話し始めた。

「まず、他の学科棟の火災は囮おとりだねぇ。学院で火災が起きたら一番に生徒の安全が優先される。学科棟の地下に生徒が閉じ込められていたら余計にね。消火の人手と注目はそちらに集まっちゃうよねぇ。職員棟は『虚言王フラウロスの砦とりで』という大魔術で守られているから後回しにされる。でも、魔王崇拝集団の本当の狙いは職員棟の火災、具体的に言うと『虚言王フラウロスの砦』を発動させる事こそが目的だったんだと思うよぉ」

「なんで彼らは『虚言王フラウロスの砦』を発動させたかったのかな？」

　首をかしげる私にウルシュ君は花を一本つまんで見つめながら続ける。

「彼らは『魔王は次元の狭間に封じられている説』を信じているタイプの魔王崇拝集団だよぉ。そんな彼らが、魔王を復活させようと思ったなら、やる事は一つ。次元に干渉して亀裂を入れようとする事だよね。ここで『虚言王フラウロスの砦』が関係してくるんだけどぉ、僕が言った『虚言王フラウロスの砦』の効果は覚えてる？」

　そう言われて、バーバラと二人でウルシュ君から聞いた『虚言王フラウロスの砦』について思い出そうと頭をひねる。あの時点であまり理解できていなかったから、本当にうろ覚えなんだけど、確か……。

「え～と。職員棟の全部屋がそこに在って、そこに無い状態になる……だっけ？」

「そうだよぉ。職員棟の全部屋の『次元』が遮断か移動かをする事によって、そこに存在しなくなるんだぁ。でもその時、その部屋はどこに在るんだろうね。遮断にしても移動にしても、その時その部屋の次元はどこに存在するの？　異世界かな？　でも部屋だけとは言え異世界に運ぶのは難しいし、その異世界で、他の生き物が部屋を壊したりしたら、部屋が返ってきた時に元通りとは言えないよねぇ。だったら、どこの次元でもない場所に行ってるんじゃないかなぁ？　例えば次元の狭間とか」

「もしかして、その部屋に乗せて魔王を運んで来ようと思ってるの？」

「部屋に誰かが入り込んで戻って来たら、火事の前と同じとは言えないから違うと思うんだけどぉ。でも、部屋が移動する時に多少の次元のゆがみは発生するよねぇ」

「つまり、彼らは次元にゆがみか綻ほころびを作りたかったんだね。でも、どうしてマリエタが経験した世界よりも、彼らの活動が早まったんだろう？　マリエタは私達が卒業してから数年後に起こる筈はずの事件だったって言っていたけど、今は授業も開始していない学科紹介の時期だよ？」

　私の疑問にウルシュ君は口を閉ざした。なにか言いづらい事があるみたいだ。多分、その部分こそが『私が気にするかもしれない部分』なんだろうか。

「ウルシュ君、私は大丈夫だから、教えてくれないかな？」

「そうだねぇ。うん、話すよぉ。でも、何度も言うけどこれは僕の予想だからねぇ？」

　その言葉に、ウルシュ君を見つめながら、頷うなずきで返す。するとウルシュ君も花に頭を擦りつける様に頷いて、口を開いた。

「マリエタ嬢が繰り返した今までの世界では起きなくて、この世界では起きた事が要因になっているんだと思うんだぁ。それはイザベラが前世から『七大罪スキル』を持って生まれてきた事だと思うんだよねぇ。多分、一つ前の世界、前回の僕がイザベラにスキルを埋め込んだんじゃないかなぁ」

「確かに、今までのマリエタのループでは、私は前世の記憶を取り戻してなかったみたいだし、出会った時には私とメリーが入れ替わっていたのよね。確かに他の世界との大きな相違点だよね」

「それとねぇ、イザベラが前世のゲームで見た悪役令嬢イザベラは、『庶民のマリエタが、ギースと結ばれると、庶民と親しん戚せきになるから嫌』っていう理由で、マリエタを虐めて二人の仲を引き裂こうとしたって言ってたよねぇ？　つまり、イザベラのお兄さんであるトレヴァー様とルーシー嬢は、その世界では何の問題も無く、結婚していたんじゃないかなぁ？」

　確かにゲームでは、ギースの姉ルーシーはトレヴァー兄様と結婚していて、イザベラの義姉である設定だった。ギースと姉がトーランド家の当主の座を巡って、争っていたという話は聞いていない。では、何な故ぜトーランド家の後継者争いは勃ぼつ発ぱつしたのだろう？

　首をかしげている私の横で、ウルシュ君は花に顔を埋め表情が見えない。そうして顔を花で隠したままウルシュ君は静かに続ける。

「他の世界では、ギースとルーシー。そして二人の父親との溝は、そこまで深くならなかったんじゃないかなぁ。さっき、ギースが言っていた話を覚えてる？　今から約十五年位前に、王都に大量の力が流れ込んできて、次元に亀裂が入って魔王が復活するんじゃないかっていう噂が流れた。それでギースの父親である魔術師団長が、原因解明に駆けずり回る事になったって言ってたよねぇ」

「そうだね、その所為でギースのお母さんのお葬式にも、ギースの誕生にも間に合わなかったのよね。私も、ルーシーからその話を聞いた事があるよ」

　ルーシーに付いて行った先で、教会の地下で樽たるに入れられた時の事を思い出す。そこで私は、彼女を見上げながら、そんな昔話を聞いた。

「もし、他の世界では、その事件が起きて無かったらぁ？」

　その事件が起きて無かったら？　もしも、魔術師団長が事件の原因解明に駆け回らずに済んで、ギースの出産時に帰宅出来ていたなら……。きっと、ギースの母親の亡なき骸がらが放置されて、ギースの誕生でお祝い騒ぎになるような事にはならなかったかもしれない。それどころか魔術師団長が傍そばにいれば、ギースの母親は命を落とさなかったかもしれない。

「ウルシュ君、どうしてあの事件は起きたの？　ウルシュ君の予想を聞かせて」

　相変わらず、花に埋もれて表情の見えないウルシュ君に問いかける。ここまでくると私にも何となく予想が付いてきた。その事件が起きたのは確か、私が生まれる十ヵ月程前だと聞いている。今までは起きなくて、今回は起きた事。

「前回の僕が植え付けた、『魔王の元』となる『七大罪スキル』を持って、イザベラの魂が、次元を超えてこの世界に『異世界転生』して来た頃だよぉ。沢山のスキルとアイテムを【クローゼット】に詰め込んで、イザベラの魂がこの世界にやって来たんだぁ」

　その言葉は私の予想通りだった。あの事件の『王都に流れ込んできた力』の正体は私の魂だった。ギースの父親は、私を探して奥さんの出産時に帰宅できなかったのだ。私の存在がルーシーの人生を狂わせて、トーランド家の家庭を壊したのだ。

　ウルシュ君は、私の傍に這はうようにして近づいて来た。そのまま花の中から手を伸ばして、私の背中を撫なでる。

「イザベラ、これはあくまでも僕の予想だからねぇ。それに、もしこの予想が当たっていたとしても、イザベラにはなんの非も無いよぉ。だから気にしないで、傷つかないで、自分を責めないで。イザベラはただいつも通り、他の世界と同じようにただ転生して来ただけなんだぁ。非があるとすれば前回の僕、『大賢者』を名乗るおかしな男が諸悪の根源なんだよぉ」

　ウルシュ君のつらそうな声を聞いて、我に返る。私が落ち込んじゃ駄目だ。私が自分を責めて落ち込めば、ウルシュ君が自分を責めてしまう。ウルシュ君と前回の世界の『大賢者』は別の人間だとあれだけ説得したのに、私の所せ為いでウルシュ君が並行世界の自分の影を背負ってしまう。

「うん。そうだねウルシュ君。確かに私は何もしていないから悪くない。そしてこの世界のウルシュ君も悪くない。誰が何と言っても何と責めても、私はそう思うし、そう主張するよ。確かにかなり気まずさを感じるけど、自分じゃどうしようも出来ない事で責められても困る。現世で前世の罪を責めるのはおかしな話だよ。そして、それは並行世界も同じ。なんで並行世界パラレルワールドの自分がした事を、関係無いこちらの世界の自分が背負わなければいけないんだ。もし責めてくる人がいたなら逆ギレして良いくらいだよね。私はもう悩まない。だからウルシュ君も悩まないで」

　私もウルシュ君へと手を伸ばし、丸まったその背中を撫でる。ウルシュ君は花に埋もれたまま小さく頷いた。それを確認すると、私も花壇へと倒れ込んで花に埋もれる。ウルシュ君と向かい合うように寝返りを打つと、ウルシュ君のフワフワした前髪をかき分けて、出てきたウルシュ君の可愛かわいい額に軽くキスをした。




　……何をやっているんだ私は。




　キスをした後、我に返って自分の行為に愕がく然ぜんとし、バネ仕掛けのように上半身を起こした。私ってばキスした？　ウルシュ君の可愛い額にキスをした？　何やってんだ自分。マジで何やってんだ自分。頭湧いてんのか？　湧いてるんだろうな。だがしかしちょっとだけ自分ＧグツＪジヨブ。問題は私の湧いた行動に対するウルシュ君の反応だ。

[image: ]

　恐る恐るウルシュ君の様子を窺うかがう。もうすぐ朝日が昇ってきそうな白んだ空の下、ウルシュ君は花に埋もれたまま両手で顔を覆って呻うめいていた。ジワジワとウルシュ君の背中が曲がっていき、最終的にウルシュ君は胎児のように丸くなった。何コレ可愛い。好き。

　さっきまでの落ち込みやモヤモヤは全て吹き飛んだ。とにかくウルシュ君は素敵で、可愛い。

　ビバ!!　ビバ転生!!　『大賢者』めっ!!　色々迷惑をかけられてるけど、こればかりは感謝するよっ!!　私のウルシュ君が今日も可愛いしカッコイイ。もうそれだけで良い。誰に文句を言われても全部知らんっ!!　私はウルシュ君と居られて幸せですっ!!

　勢いよく立ち上がり、空に向かって拳を突き上げて歓喜する私と、花壇に埋もれたまま丸まって悶もだえているウルシュ君を祝福するかのように、昇ってきた朝日が照らす。私が勝手に祝福されていると思い込んでるだけだけど、それでも良い。私は今朝日に祝福されている。




　暫く二人でそんな感じでいたけど、流石に十分ほどすると仕切り直しをする冷静さが生まれてきた。改めて二人で並んで花壇に腰かける。花壇の花はウルシュ君が魔法で直したが、ウルシュ君の服は土と葉っぱと花びらにまみれていた。髪もちょっとボサボサだ。そんな姿でも素敵。

　気を取り直して、話を再開しようとするが、お互いにちょっと照れてぎこちない感じで始まり締まらない。まぁ、シリアスな雰囲気は苦手なので、私的には空気が締まらなくてもＯＫだ。

「えぇ～と。それでねぇ……。今回の世界は『大賢者』の仕業で、今までは起きなかった騒ぎが起きたせいでぇ、魔王崇拝集団が活性化して、この火災事件が早まったんじゃないかなぁ？　って思っているんだぁ」

「実際問題、次元の狭間に魔王は封じられてるの？」

「その辺の言い伝えは後日調べておくよぉ。僕は民俗学や伝承系は専門分野じゃないから、苦手なんだよねぇ。ギースの方が詳しく調べられるんじゃないかなぁ？　って思っているけどぉ」

「ウルシュ君でも苦手な分野ってあるんだね。昔のベノゲーデン帝国の事とか知ってたから、結構詳しいのかと思ってた」

「アレは曾そう祖そ父ふが、隠された皇族の墓地を生涯探していたから知っていただけだよぉ。『七大罪』の内容も間違えて覚えていたしぃ」

　ん？　間違えて覚えていたかな？

「え？　間違えてないよね？」

「でも、最後の一つは『怠惰』じゃなくて『虚言』でしょ？」

「いや、『怠惰』で合ってるよ。私前世で、七大罪を冠する魔法少女が出て来る漫画にハマって、ミュージカルとかも観みに行ったし。『怠惰』で間違いないよ。いつも眠そうな萌もえ袖そでキャラの『スロウス・インディゴ』ちゃんが『怠惰』担当だった」

　ちなみに、いつも眠そうな『スロウス・インディゴ』たんは漫画の中では、ほとんどのコマで糸目に描かれていた。というか大ゴマか見開きでしか目が開いていなかった。勿もち論ろん『ラブ☆マジカル』のウルシュ君に似ていたという理由で、私の推しキャラだ。

「う～ん。でもブライアンとかクリス様とかに聞くと、『怠惰』じゃなくて『虚言』だって言うんだよねぇ」

　この世界と、私の世界では違うのかな？　でも、そうだとしたら、『大賢者』は異世界の七大罪の種類を、どうやって知ったんだろう？

「ウルシュ君は私と同じ内容で『七大罪』の種類を覚えていたんだよね？　どこでその種類を知ったの？」

「どこだったかなぁ？　そう言えば父さんの商談について行っていた頃に、馬車の中で聞いた話かもしれない」

「お義父様から？　どうしてお義父様はその七種類で覚えていたんだろうね？」

「……もともと、この国の出身じゃないからねぇ。もしかして国や地域で違うのかもしれないねぇ」

　なるほど、という事は並行世界パラレルワールドの『大賢者ウルシユ君』も、お義父様から聞いた内容で『七大罪』を集めたのかもしれない。だけど、この国や他の国で七大罪の種類が違うのなら、《虚言》のように別の罪があるのかも。

　そこでふと、マリエタの唄うたを思い出した。

『遠い遠い海の向こう　十個の王様捨てに行き　七個は捨てて　二個食べた』

　もしかして、この世界の大罪の数は、七つじゃなくて十あるんじゃないか？　考えすぎかな？　他にも気になる事と言えば……。

「並行世界のウルシュ君は、人工の魔王を創ってまで、何がしたかったんだろうね」

「さぁ？　魔王を創ってまでしたい事……世界征服かなぁ？」

「そこが良く分からないんだよね。だってウルシュ君、自分が『大賢者』だったとして、世界を征服したい？」

「したくないなぁ。僕は自分の興味がある物に固執するタイプだからぁ、世界とか面倒な物の管理とかしたくないよぉ。世界とかアバウトな物に興味を持ったり執着したりもしないしぃ」

　だよねぇ。身の回りに無む頓とん着ちやくなウルシュ君が、世界を手に入れて管理して支配しようとするとは思えないんだよね。

「だったら、『大賢者』もそうじゃないかと思うんだよね。育つ環境が違っているからだいぶ性格が違うけど、六歳までのベースは一緒だと思うんだ。だったら魔王は何に必要なの？　創ってどう使うつもりだったのかな？」

「単純に興味本位で創ってみたかった……ていうのも無いかなぁ。僕、イザベラと出会う前から、使いようのない無駄な物は創らなかったしぃ。創って満足して仕舞い込むってタイプじゃないんだよねぇ。一応目的を持って創って、更に威力を確認しないと気が済まなかったりするしぃ。じゃあ何が目的なんだろう？　何を想定して完成を目指してたんだろぉ？」

　ウルシュ君も首をかしげていた。本当に意味分かんないし理解できないな『大賢者』。

「『魔王その物』に固執していた可能性は？」

「もしそうなら、自分で何としても完成させているはずだよぉ。並行世界の自分自身だとしても、絶対に渡さないし、完成を人に託したりしないと思うよぉ」

「本当に何がしたいんだ『大賢者』は」

「そう言えば、僕に宛てたメッセージの中で、『大量殺さつ戮りく破壊兵器』の創造に情熱を傾けている君には、これ以上ないプレゼントだとか言っていたかなぁ？」

「『大量殺戮破壊兵器』。戦争がしたかったのかな？　『大賢者』は」

「う～ん。どうだろう？　何に執着していたのかは知らないけどぉ、あんまり大きな戦争が起こると、自分の執着している物も失いかねないからねぇ。それが人物だとしても、物だったとしても」

「でも、マリエタが言うには、ガルファシア大陸のいたる所で大戦が起きてるらしいから、戦争自体は起きちゃったみたいよねぇ」

　私のその言葉にウルシュ君が首をかしげる。

「戦争？　なんでぇ？　どことどこの国が、なんの理由で戦争するのぉ？」

「その辺はマリエタに聞いてみないと分からないけど、大陸の各地で戦争が起きるらしいよ」

「この大陸の七つの大国が、同盟組んで線路を通してまで、お互い支え合っているのにぃ？　どこかの国が他の国に喧けん嘩かを売ったら、他の国が絶対止めるよねぇ。魔物や魔獣の脅威もあるのに、戦争なんかしたら損しかしないよぉ。ゴーゴニャス大陸との交易も始まるのに」

　確かに現時点で、この大陸中の国々は上手く仲良くやってきている。これから数年先に大陸の各地で戦争が起きるとは思えない程、国同士は友好関係を保っていて平和だ。

　医療大国のディアナ王国。魔術大国のロゼリアル王国。大型獣人が多く住む武の国の牙が楼ろう帝国。発明大国のメタリア王国。芸術と芸能の国リリアルメリア公国。漁業と造船の国カラカ共和国。農業大国グラッシェン王国が七ヵ国同盟に入っている大国だ。何かあった時にはお互いの得意分野で助け合う事になっている。

　ちなみにロゼリアル王国の南にあるサウザード国は七ヵ国同盟の友好国。ロゼリアル王国とは個別に、最近王太子との婚約・婚姻を機会に同盟国になった。同盟を結ぶ前から仲は良い。他にも東方にある桜花列島連合国は、古くから牙楼帝国と古代魔道具の転移門で繫つながっていて牙楼帝国と同盟を組んでいる。ちなみに小型獣人が多く住んでいる。周辺の小国も、魔物や魔獣の脅威にさらされるたびに、大国が支援しているので友好的だ。

　なにより各国ともに、魔獣や魔物という共通の敵がいるので、その辺りでも団結している。だから他国に戦争を吹っ掛けたりすると、他の国から批判されて支援が無くなるので旨うま味みが無い。

　どのくらい旨味が無いかというと、脳筋国家のロゼリアル王国と牙楼帝国が、どこにも喧嘩売らないくらいに旨味が無い事を理解しているレベルで旨味が無い。本当にない。

　なんで戦争が起きるんだ？　一体大陸各地で何が起きるんだ？

　ウルシュ君と二人で、あーでもない、こーでもないと話し合っているうちに、完全に朝になった。

　残りの話し合いは、マリエタとギースからの情報待ちかな。




　そんな風に考えていた私とウルシュ君は、まさかマリエタと再会できるまでに一週間かかるとか、騎士団や憲兵の必死の調査にもかかわらず、魔王崇拝集団を一人も捕まえる事が出来ずに逃げられるなんて、思いもしていなかった。








エピローグ









　時計台の上に立ち、白銀の髪の人物が朝日に照らされる学院を見下ろしている。

　中性的な容よう貌ぼうのその男は、薄い紫色の瞳ひとみを切なげに細めると、誰もいない空間に声をかけた。

「虚言王フラウロス……。君が聖女に託した『一〇〇の世界』。その最後の一つが壊れ始めたよ」

『■■■、■■■■■■■■■』

「そうだね。でも、まだ諦あきらめるには早い。君が創り、壊れてしまった九九の世界から、どうやら思い出の欠片かけらが集まって、一人の少女の手に渡ったみたいだ」

『■■■■■■■■■？』

「あぁ、変わるかもしれない。大賢者は毎回いらない事をしでかすけど、前回ばかりは良い仕事をしたね。彼にそんなつもりは無かっただろうけど……」

『■■■■■■■■■■■■？』

「次元や世界を越えようと、無理やり世界線の壁をこじ開けたりすれば、想定外の物や力が一緒に流れて行ってしまうものさ。そして流れた物は元の世界に戻ってこようとする」

『■■■■■？』

「そう、戻って来たよ。前の世界から、壊れてしまった九八の世界と合わせて、九九の世界の力が『彼女』に乗ってね。全て聖女と彼女の思い出の形を創って、彼女の心の収納クローゼツトの中に……」

『■■■■、■■■■■■■■』

「そうだね、九九の世界からの持ち物だからね。彼女の収納クローゼツトはイッパイだろうね」

『■■■■■■■■■■■■』

「確かにね、要らない物も沢山あるだろうけど、この世界の大賢者は良い子みたいだからね、きっと彼が整理してくれるさ。自分の創り上げた負の遺産も、きっと彼が自分で責任を持って処分するよ」

『■■■■■■■■■■■■』

「あぁ、そうだ。だから安心して良いよ。安心してしばらく僕の中で休むと良い、疲れただろう？」

『■■。■■■■■■■。■■■■』

「あぁ……オヤスミ」




「君が私の中に戻ってきたのは、何百年ぶりかな……。君達がいなくなって私が空っぽになってから、随分と経たつね……」

「でも、それで良いんだ。私は後悔していないよ」

「あの日、異世界から来たという彼に力を解体して貰もらってから、私はずっと身軽で自由だ」

「ただ、私の君達かけらが、誰かに迷惑をかけているのだけは、少し申し訳ないかな……」

「それでも、また取り戻して自分の中に収めようとは思わないのは、やっぱり自分勝手かな？　私はまだ、彼につけて貰った名前を名乗り続けていたいからね」

「全ての力を失いし空虚。無価値なる王。『無能王べリアル』」。




「……彼って、やたらカッコイイ言い回しが好きだったね……。確か異世界の言葉で『厨ちゆう二に病びよう』って言うんだっけ？」








あとがき









　前巻で次があるか分からないとか言ってて、三巻を出して貰もらえた杏あんず亭ていリコです。こんにちは。

　正直三巻が出して貰えるとは思っていなかったので、八月半ば頃に『三巻の原稿の進み具合どうですか？』と言われた時には焦りました。え？　三巻出るの？　っていうそこからでしたので、のんびりしすぎてまして。その時点で三章書き終わって無かったんです。猛ダッシュで三章終わらせて、書籍用の書きおろし書いて（今回三分の一が書きおろしじゃないかな？）そんで、担当さんに提出する予定の日の前日に、私のミスでコツコツ作業したデータを全部ブッ飛ばして……。本当に血の気が引きました。報告を受けた担当さんから後日『データ飛んだと聞いてオワッタと思った』って言われたので、担当さんのＳＡＮ値もだいぶ削ったみたいで申し訳ないです。こんな奴やつの担当になったばかりに……。

　問題も多かったですが（大体の原因が私）無事に三巻を出して貰えることになりました。それもこれも応援して下さる皆様のお蔭かげと、コミックを担当して下さった、なびこさん。そしてまるで面白そうな内容に見える素敵な表紙を描いて下さっている封ほう宝ほうさんのお蔭です。とくになびこさんのコミック見てから原作見に来ましたっていう方が、かなりいらっしゃいました。有り難いです。

　今回はあとがきに三ページ頂いたのですが、あとがきって何を書けばいいでしょうか。作品について語るのが王道っぽいですかね？

　書き始めた頃に決めた、全体的な目標・テーマとして『とにかく好きなジャンルを詰め込む』というのがあります。自分の好きなものを沢山詰め込んだ小説を、自分の為ために書き始めたのが始まりです。そして、その小説を露出狂の様に晒さらし、なにかしらの反応が誰かから返ってくれば良いなぁ。と思っていたら、何な故ぜかカドカワＢＯＯＫＳさんが反応を返して下さいました。人生って分かりませんね……。

　詰め込んだ好きなジャンルの一部を語るとするなら『チート転生（スキル系・ゲーム系）』『悪役令嬢』『生産職最強』『ループ』、更にまだ出てきていないんですけど、二種類くらいのジャンルが混ざっています。これらをごった煮にして、どこまで破綻させずに済むかという綱渡りをやってます。

　好きだけど混ぜなかったジャンルが『内政チート』『異世界料理無双』です。美お味いしそうな食べ物の描写が出来ないのと、作者の頭が悪いんで内政とかサッパリ分からず、ツッコミどころが満載になりそうだったので手を引きました。

　第二の目標・テーマに関しては『ヤンデレをいかに幸せにするか。（この時、相手に我慢させない事とする）』です。相手役がヤンデレ具合に諦めたり折れたりするのをハッピーエンドとみなさない場合、相手役のキャラクターをどういうキャラに設定すれば無事成立するのか。というテーマで『メイン』キャラクター達を創っています。つまり登場人物の殆ほとんどが、程度の差はあれど『ヤンデレ因子』を持っている危険な作品なのですよコレは。まずヤンデレにヤンデレをぶつけてみたんですが、ただの共依存になりそうなので、片方を察しの良い単細胞にしています（どの公爵令嬢キャラとは言いませんが）。それ以外にも『あ、このキャラこういう所にちょっとヤンデレ因子が潜んでいるな』って言う部分が上う手まく滲にじみ出でていれば良いなぁと思っています。

　なぜこんな事をしているかと言うと、ヤンデレキャラは好きだけど、どう見てもお互いに幸せそうには見えない（個人の感想です）。ヤンデレがヤンデレでありながらも穏やかな普通の生活をおくっている姿が見てみたいという、単に自己満足の行為です。

　それではここで、大変お世話になっている方々へ感謝を捧ささげたいと思います。

　まず担当さん……。感謝より先に謝罪を捧げないといけない気もしますが、いつもありがとうございます。ただでさえ忙しそうなのに、いつも振り回して申し訳ないです。

　イラストの封宝さん。最初に作って下さった攻略キャラ達のキャラデザから一転させるような展開にもかかわらず、素敵にデザインして下さりありがとうございます。マリエタが私が頭に思い浮かべていた姿よりも遥はるかに可愛かわいくてオシャレです。最高です。有難うございます。

　コミックのなびこさん、登場人物が天井に貼り着いたり壁を駆け登ったりと無む茶ちやな事ばかりするので大変かと思いますが、素敵に再現して下さりありがとうございます。『ダイモン兄様の婚約者は、ポッチャリ系で！』とか無茶振りしても、素敵なキャラデザを返して下さるので本当に尊敬します。

　校閲さん。私も忘れている様な表記や、前の巻との矛盾点など細かくチェックして下さりありがとうございます。おかげで内容が破綻せずに済んでいます。本当にありがとうございます。

　感想欄にて感想、指摘を下さる野生の校閲さん方。あなた方のご指摘のおかげで、改稿作業の時に誤字、脱字が少なく済み、作業がスムーズに進んでいます。小説を一話投稿するごとに二～三個は指摘が出て来る誤字ですが、本一冊分にまとめてしまうと、凄すごい量になります。こまめに指摘頂き修正していけるおかげで、修正点が大幅に減っていて本当に助かっています。有難うございます。

　そして私の作品を応援して下さっている皆様に、心からの感謝を送ります。
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